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一章　研究の意義・目的

はじめに

　本研究は，明治後半から都市に集中しはじめ，現代の

都市居住者の大半を占めている庶民層（賃金務働者階級

を中心とする奉給生活家族）の生活様式の形成過程を研

究したものである。

　この新しく登場した，そして農民や町人と異なった生

活構造を有している階層は，明治・大正・昭和とさまざ

まな影響を受けながら，生活様式を変化，形成してきた

のである。そして，この生活様式の形成と変化の歴史は

明治以降，庶民住宅の形成と変化と深く関連している。

明治以降の庶民住宅の建築史的研究は，あまり多くない，

これを「生活様式」の変化という側面から究明し，又「生

活様式」の変化の動向から現在と将未の住宅を考えよう

とするのが本研究の方法である。

1－1　生活様式の定義

　生活様式とは「具体的生活行為の形態的特徴をさすも

のである。ここでいう“生活”とは，住宅という限定さ

れた空間のなかで展開される家族生活を営むうえでの諸

行為の総称である。そして，“生活行為”とは，生活空間

をはじめ，諸物質の存在があって成立するものであり，

又，これら“モノ”に保障された“ヒト”の行為形態で

ある。そして，生活行為の形態的特徴とは，基本的には，

時代の差異（○○時代の生活様式）や，地域の差異，階
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級・階層の差異により，比較され特徴づけられるもので

ある。このように特徴づけられた，一定の秩序ある構造

をもった生活行為の総合を“生活様式”という。」

　しかし，例えば「食べる」「寝る」「着る」といった行

為は，人間の生活が存在する，あらゆる時代に，又あら

ゆる地域で，あらゆる階層の人々の生活に共通して存在

した“行為”である。従って

　「“行為”とは，これを構成するいくつかの“動作”の

連続であるといえよう。生活行為を特徴づける実態はこ

の動作（Motion）の形態にあるといえる。そして，この

動作を保障し，又，逆に，動作を要求し，規定するのが

“モノ”の存在形態であるといえる。この両者は不可分

の関係にあり，ここに成りたつのが生活行為といえよう。

生活行為は，人間の要求を基盤として惹きおこされるが，

その動作は“モノ”の存在形態に規定され，又逆に，“ヒ

ト”は“モノ”の存在や形態に変化を要求する。」

　従って，

　「生活様式を特徴づける中心部分は，動作と“モノ”

の存在形態にあり，その両者の諸関係であるといえる。

従って，生活様式とは，動的（Dynamic）な存在として

把えるべきである。生活様式は，時代・地域・階層によ

り特徴を認められるべきものであるが，同時に，それは

（Dynamic）な構造体として認識されるべきものであ

る。この構造体は，常に部分的変化を内包して存在して

いる。一部の変化は，ほとんど一部分の変化で終ること

なく，又，一部分の変化が定着する場合は，ほとんどが，

常に多面的な背景から説明されるものである。そして構

造的・全体的な変化も，常に起こされる部分的変化の集

積の結果であるといえるのである。」

　ここに示した生活様式の概念規定は，社会学，経済学

及び文化人類学で使われる広汎な意味の生活様式ではな

い。又，「ヒト」「モノ」の関係では，人間工学の分野で

あつかう，これらの関係と異なり，時系列的に変化する

具体的，構造的関係を指すものである。

1－2　研究の意義・目的

　本研究は，生活様式という視点から住空間の変化・発

展の要因を追究しようとするものである。それは，従来

の建築史の方法とは異なった「生活様式」の側面からア

プローチし，その変化の原因をみつけだそうとするもの

である。そして，同時に，現代住宅の状況と，そこでの

生活様式の特徴に関連し，それか，これまでの変化と，

又，これからの変化に関係する，生活様式の法則的変化

として説明しようとするものである、

　そして，このような問題意識をもつにいたった背景を

次の三点（①，②，③）から説明したい。

①「専用」と「併用」

　一般に，外国入の家庭に比較して，我国では，3～4

倍の食器を所有しているといわれる。試みに，ドイツ人

家庭二家族を調査してみたが，どちらも4～5人家族で，

食事用皿セット

　　（昼食用）

コーヒーセット

（朝，夕食用）

　皿，27㎝φ、　　　　8枚～！0枚

　スー一プ皿，19㎝φ、8枚～10枚

　肉皿，37㎝φ，　　　　　1枚

　サラダ皿，30㎝φ、　　　1枚

　キャセロール　　　　　　1個

　コーヒーカッブ　　　　　　　8個
　皿19㎝φ8枚

　コーヒーポット　　　　　1個

　シュガーポット，ミルクポット

各1個

　上記の2セットを日常使用している。つまり，朝・夕

食は，皿一枚，昼食は，肉・サラダ盛皿に，各人，皿，

スープ皿各一枚を使用しているのにすぎない。この他に，

来客時・日常時用として，上質の，上記と同じ2セット

を所有している。祖父母の代から，このセットを受けつ

ぎ，このセットですべての食事をすることが，ドイツで

はほとんど画一的に行なわれているようである。

　これに対し，我国では，個人別に茶碗，汁椀，箸をも

っこと，料理内容が季節毎に変化に富み，それにあわせ

て各種の大皿，中皿，小皿，小鉢，蓋物，井物などが使

用されること，又，盛りつけ方が個人別であるために，

その量が倍化すること。さらに，これら和食用に加えて

外国に匹敵する洋食器を所有し，これに，中華食器など

も加えられていることである。

　最も相異があることは，サシミ専用皿、サシミ専用小

皿などのように，各種の食器が「目的別・機能別」に専

用化されていることであろう。この傾向は，中華料理が

家庭化されてくると、中華専用皿から，さらに中華用調

理用具も専用にととのえることからも，現在ますます強

まっていることが判る。　上記の食器を個人別・季節別・

目的別（機能別）にそろえ、さらに，客用（ハレ用）と

家族日常用（ケ用）とそろえているのが一般的である。

　しかし他方，庄空間を考えてみると我国の住空間は，

従来併用性の高い畳間を中心に，これを多目的に利用す

ることが特徴であった。外国の場合は，各室の用途が食

堂－テーブル，居間－ソファ、寝室－ベッドと，それぞ

れ大型家具の固定により明確になっている。従って，こ

の転用，併用も簡単ではない。
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　ここでは，食器の利用と，住空間，家具の利用をみた

だけであるが，我国と，外国が「逆」の組みあわせ関係

にあることは興味深いことである。それぞれの生活の“秩

序ある統一体系”が生活様式の構造的特徴の一側面を形

成していると考えられるのである。

　しかし，このような特徴は，何時ごろから形成されは

じめ，又，現在は、どの程度に強く定着しているもので

あろうか，本研究の問題意識の一つがここにあったので

ある。

②「和風」と「洋風」

　生活様式の特徴は，時代，地域・階層で特徴づけられ

るとのべた。そして，当然，これら相互に影響しあって

生活様式は変化，形成されてゆくものであると考えられ

る。ここで「地域」を拡大し，外国の生活様式の影響も

考えるべきである。

　明治以降，生活様式は，いわゆる「洋風化」されたと

いわれる。しかし，「洋風化」とは何なのか，生活様式の

なかで具体的にどの側面がどのように「洋風化」された

のか，又，逆に，「和風」とは何なのか，明治初頭，「和

風」といわれる基本型は具体的にどのような生活様式を

指すのであろうか。

　本研究では，「洋風化」という言語を，極力，深重に使

用しながらも，生活各側面での「洋風化」，例えば，食品

の「洋風化」，家具の「洋風化」などをできるかぎり克明

に追跡してみた。そして，洋風生活様式が受け入れられ

た側面，拒否された側面，又，受け入れられて「和風化」

した側面などを追究してみた。

　これらは，我国の古来からの生活様式の基本的特徴と，

さらに，明治後期から増加してきた賃金労働者の形成し

た生活様式の構造的特徴とを冷静にみつめなければ説明

できない課題であろうと考える。

③「家具」と「空間」

　今回の研究では，生活様式の具体的・個別的変遷を究

明するために，とりわけ家具に注目した。これは，生活

上の起居動作が家具と関連して特徴をもつこと，又，動

作の矛盾が，まず家具との対応で現われること，そして

これらの矛盾が激化してくると，さらに“空間の変化”

を促してくるのではないかと考えたためである。

　例えぱ，当初，風呂敷は移動家具であった，そして湯

をはこんで使用していたが，これが風呂場として成立，

定着したのは、明治以降のことである。又，当初，個人

膳（箱膳）が一般的であったが，これが卓袱台となり，

共有膳となったことを説明しないと，「茶の間」の成立の

説明が不充分となろう。

　逆に，空間が家具に変化した例も多い。台所のように

各種の広い加工作業空間を持っていた各々の室は，コン

パクトで便利な電気家具に変化している。

　今回の研究では，台所の変化と，これと関連する食生

活の変化に注目した。台所が土間から上床へ，又，炊事

作業が，座り式作業から立ち作業へと，この間，最もド

ラスティックに変化したのが台所空間であったからであ

る。そして，この変化は，他の住空間にも多大な影響を

与えている。これらの変化を，「家具」の変化，これに関

連する「空間」の変化としてみつめてみた。

1－3　研究の方法

　本研究は，生活構造論（東北大学農学部生活科学科の

生活科学研究グループの理論研究，佐々木，青木，持田，

他）の延長上に位置づく研究であると考えている。そし

て，生活構造論研究に，一つの具体的方法論を提起しよ

うと試みている研究である。

　方法論的な特徴としては，次の三点があげられる。

①家具及び，詳かな起居動作から空間のなりたちを考

　えようとしている点

②住生活と住空間の理解を，食生活，衣生活との関連

　を含め，構造的に理解しようとしている点

③単に生活の構造的説明をしようとするものではなく

　その「変化」に注目した点，従って，建築計画研究と

　建築史的研究を一体化して研究を進めた点

　具体的方法としては，次の四点があげられる。

①文献収集，明治以降の衣・食・住に関連した研究報

　告，出版文献，新聞雑誌，あるいは地方史誌，日記記

　録，官報統計など“生活”に関する広汎な基礎資料の

　集収。年代別に，生活の変化の具体的諸事実を年表と

　してまとめる。

②アンケート調査，文献資料では断片的なため今回，

　約60戸に，明治・大正・昭和の生活史，特に住宅史，

　家具所有史を詳細に調査，又約200戸に，裏づけ調査を

　行った。又，庶民階層の歴史が少なく，特に食生活史

　は専問分野の研究者に加わってもらい独自な研究論文

　を起した。（二章）

③老人インタビュー調査，以上より得られた「生活史

　年表」をもとに，明治・大正・昭和の生活体験者に起

　居動作の詳細の具体的内容をインタビューした。ここ

　で「生活史年表」のモノの変化史に対し，この変化の

　過程で動作が変化すること，あるいは動作が変化する

　ために，さらに小さなモノが存在すること。つまり、

　モノの変化の歴史を動作の変化とあわせて，よりなめ

　らかに説明しようと試みた。

④以上により，明治以降の庶民の生活の変化史の概略

　が把握できる。そして，そこに多くの「変化」が現象

　してきているが，これらの共通する傾向と生活様式の

　変化の論理，（法川的仮説）として抽出することに努力

　した。
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　ただし，本報告では，

①明治以前の生活史に詳しくふれていない。紙面の制

　約上，極力この部分はカットした。

②高度経済成長以降の分析も，六章を中心に各所でふ

　れてはいるが，昭和30年代以降の変化は，次の研究機

　会にまとめたい。

③明治以降の変化を「地方差」を含めて論じることは

　できなかった。これは，研究期間と，我々の研究力量

　の間題である。

④報告の内容で、建築史などで成果となっている事実

　に関しては，これを引用にとどめ詳しく説明していな

　い。

二章　明治以降の食生活の変化について

　明治以降の食生活は大きく変化しているといわれる。

しかし，資料も比較的あるにもかかわらず，明治以降に

的をしぼって食生活の変化を論じた研究は少ない。本

稿は，庶民の生活変化の基盤となっている食生活を，そ

の食生活様式の変化として捉えようとしている。食生活

様式を捉えるためには，食物（食品，料理，献立）だけ

でなく，食事作り（調理方法，器具家具，設備），食事（食

具，食ぺ方，食ぺる入）などの様々な側面からの検討が

必要である。本章を明治以降の生活様式のなかでの食生

活様式の変化を論じる章として，又，次章（三章　台所

における生活様式と空問の変化）をのべる前提の章とし

たい。

　1）大塚力（1979）「食の近代史」教育社
　2）昭和女子大学食物学研究（1971）「近代日本食物史」近

　　　代文化研究所

2－1　食欲と「うまさ」　　　　　　

（1）食欲について　　　　　　（略……本論文参照）

（2）　「うまさ」について
　食．吊の供給量の歴史的椎移をみると砂糖と脂肪の多い

食品が増加が著しい1)。又，世界各国を比較すると国民所

得が高い国ほど，総エネルギー摂取値のうち砂糖と脂肪

のエネルギーの割合が高い。2)柳田国男は，明治以降“食

物が甘くなったこと，温かくなったこと，柔らかくなった

こと”を指摘している。3)人が通常「うまい」と感じる要

素は，甘酸苦鹹といった狭義の味に加えて，テクスチャー

　（硬さ，柔さ），香，温度などである。一般に，体温と20℃

の差がある温さ，又は冷さが「うまい」とされている。

　又，食品の「うまさ」に関しては，「味」の評価の問題

がある。食べる人の条件であるが同時に，その食体験と

背景となる食文化が問魍となる。例えば「日本料理」4)で

は，人が基本的に好む油味をまずい味とみなす例や，ポ

ナペ島におけるシャカオ5)のように基本的には，まずいは

ずの苦味が強いほど「うまい」と考える例などである。

「味」の評価は，歴史的文化的に形成されてきたもので

ある。この歴史的・文化的な意味で「うまい」食事とい

われるものに，ハレの食事，上層階級の食事が入ると考

えられる。後にみる明治以降の食生活の変化は，人の基

本的な好みだけでなく，歴史的・文化的な意味での「う

まさ」への要求が根底にあったと考えられる。

1）農林大臣官房調査諜編（1976）「食料需要に関する基

　総計」
2）井上五郎訳（1974）「エネルギー蛋白質必要量」（医

　出版
3）柳田国男（1976）「明治大正史世相篇」講談社
4）足立己幸（1974）「人間の「食」」有山閣「食物の機

　生態」東京同文書院

5）石毛直道（1973）「世界の食事文化」ドメス出版

2－2　江戸時代，明治初期の食生活

（1）農民の食生活

　農民は多くの地域で米を常食できず，粟，ひえなどの

雑穀や大根，いもなどをまぜた「かて飯」が主食で，こ

れにみそ汁か漬物が日常の食事であった1)。自給自足であ

り，季節単位にわずかの種類の食品が食べられるだけで

あった。また地域的にみても購入食品を含め，各家庭が

ほとんど“同一の内容”の食事をしていた2)。

　これら“ケの食事”に対し，“ハレの食事”には多汁多

菜の豪華なものも現われている。

　交通の便のよい地域の上層農民のハレの食事には，ぶ

り，えびのような流入食品も使用されている。また慶応

3年8月より明治4年12月までの青木久兵衛の日記3)に

記載されているハレ食の食品数を（表2－1）に示した。

ハレの食事に関する限り上層農民は，後述の上級武士（小

梅日記）の食事に比べ，それほど劣っていなかった。

（2）町人の食生活

　町人の食事は，ごはんに朝みそ汁，昼煮物，夜香の物

という程度であった4)。商店では日常主従に関係なくほぼ

同じ食事であったことが「西鶴織留」にみられる。江戸

末期になると仕舞屋や長屋の住民が増加する。この階層

には専業主婦がいたが，仕舞屋の台所空間からみて家庭

内の調理は簡単であったと思われる。食事の材料が流通

経済に依存していただけでなく，上級武士や農民が家庭

内で行っていた米つきなどの原料処理も，多くは商店な

ど社会に依存していた。又，惣ざい食品の辻売，大道売

も盛んで外食のための料理店も多く，仕舞屋や長屋の食

生活を支えていた。

　このように，明治以降，狭い台所に居住する大量の賃

金労働者階級の食生活と，その流通経済の原型が江戸末

期にすでにできていたと考えられる。
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表2－1　幕末期の日記に現れた食品数

青木久兵衛日記a）　小梅日記b）

穀　類 5 5

いも類 4 3

砂糖類 1

菓子類 2 4

油脂類 I

種実類 2

豆　類 7 7

魚介類 20 37

鳥獣鯨肉類 止 6

卵　類 1

乳　類

野菜類 17 13

果実類 4 9

きのこ類 2 4

海草類 4 1

し好飲料類 1 2

a）慶応3年8月～明治4年12月（青木久兵衛日記）

b、嘉永3年8月～嘉永4隼7月（小梅日記：後述）

（3）武士の食生活

　武士の食事もその階層によって相当異なっていた。一

般武士でも上級武士では，乾物類を商店から，魚や豆腐

を行商から購入する他は，米つきやみその製造まで屋敷

内で下男が行っていた。上級武士の食生活をうかがわせ

る例に紀州藩学習館督学，川合梅所の妻，小梅の日記5ょが

ある。この日記には夫の仕事上来客が多く，その時の供

応の様子や数多くの食物の購答品が記録されている。嘉

永2年8月から翌年7月までの一年間に日記に出現した

食品数を表2－1に示したが，魚類が多数あり，果物も

時々出現している。小梅自身時々酒を飲むこともあり，

知人宅で供された昼食「荷葉飯になすびのおしる，きす

の焼いたるをつけ，酒も飯に二，三献すすめたる計，別

に肴なし」を，極めて節約された食事と判断しているこ

とから，日常的に相当豊かな食事であったことが推測さ

れる。

　下級武士においては，佐賀弘道館や江戸昌平こうの食

事のように，めしに漬物，汁又は莱の一品程度の粗末な

ものであった6)。明治初期に富岡製糸工場で働いた旧松代

藩士の娘，和田英は工場の食事について「一日と十五日

と二十八日が赤の飯に鮭の塩引，それが実に楽しみであ

りました。ただ，………生魚は見たこともありません。

塩物と干物ばかりで，折々牛肉もあリますが，まず赤隠

元の煮たのだとか，切昆布と揚こんにゃくと八ツ頭など

です。………芋のあること毎日のようでありますから

閉口しました。朝食は汁物に漬物，昼が煮物，夜は干物

が多く出ました」という内容に満足している7)。したがっ

て，下級武士では飯に一莱程度の食事が普通であったと

考えられる。

1）日本常民文化研究所編「日本常民生活資料叢書第9巻東

　北編（2）」三一書房
2）柳田国男「明治大正世相篇」講談社
3）岐阜大学教育学部紀要（1980）「青木久兵衛日記（抄）

　一」
4）渡辺実（1964）「日本食生活史」吉川弘文館

5）志賀裕春・村田静子校正（1974）「小梅日記」平凡社

6）瀬川清子（1976）「食生活の歴史」講談社
7）和田英「富岡日記」（大塚力，前掲1)より引用）

2－3　明治時代の食生活の変化と大正時代の食生活

（1）外来風食生活様式の導入

　西洋の食事様式は，上層でその料理内容，食具食器，

食べ方まで全体的に採用，模倣された。一方で，肉食の

解禁，玉ねぎ，ジャガイモなどの外国産物が導入され庶

民にいたるまでに各種の和洋折衷化が試みられた。

（表2－2）は，西洋料理の導入の早かった海軍の食事

である。幹部級の食事は，純洋風献立（朝食）と純和風

献立（夕食）が併列して一日の食事になっている。一般

兵士は，洋風食品（牛肉，玉ねぎ，じゃが芋）を醤油で

煮た和洋折衷料理の献立になっている。このことは，当

時の洋風料理の導入方法の上・下層の相異を示していて

興味深い。

表2－2　目露戦争時の軍艦の食事

一股兵士a） 幹　部　級b）

飯（白米．書1」麦．陪麦）オートミール，卜一スト
朝 煮込（みそ，干魚．なす）フライ．オムレツ

大根漬 コールドハム，ビーフステーキ
食 コーヒー．果物

昼 パン（抄糖，賠麦） スープ．7ライ

食 煮込（牛肉．玉葱，馬鈴薯）焼魚，鶏網焼など

夕
飯（朝食と同じ） 汁物．刺身．焼魚

煮込（牛肉．里芋） 針菜盛り，香物
食 菜漬

a）ほかに汁粉（小豆．・」・麦粉．砂槍）
b）食事毎に2．3植のぶどう酒が出された

　明治中期以降，盛んに試みられた和洋折衷料理には，

食品だけが洋風で調理法，調味料が和風のもの，調味料

を和洋組合せたもの、食品は和風で調理法，調昧料が洋

風のものとさまざまにあった。1)なかには「サラダを入れ

たおにぎり」「カレー粉入りみそ汁」など、和・洋を単純

に結合しただけのものも考案されたが、次第に排除され

ていった。このような試行錯誤をくりかえしながら洋風

の食品や調理法が庶民に導入されていった。

　庶民では，牛肉，玉ねぎ，ジャガイモの調理のように
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　従来から日本において食物は、柳田国男が言うように

「どれほどわずかであっても，こっそりとは食わぬこと

が人情と言うよリ作法である22)」と考えられていた。した

がって江戸時代の商人にみられたように、地位が異なっ

ても食事に同席する者の食物は同じであった。月島調査

における食事のし方を見ると，夫婦の副食が異なる家庭

もあるが，別段の記録のない家庭もある。これは，農村

にあった男飯・女飯の慣行9)のように，経済的貧困から家

族の一部の者が食べられない副食があったことを示して

いる。献立からみると，家族員各々に別な食物を用意し

ているとは考えられず，経済状態さえ許せば家族全員が

同じ食物を食べることが志向されていたと思われる。

　食事の場についてみると，明治以前では顔を合わせて

食べる一方で，箱膳にみられるように、食物は食べる前

に分配され個入毎に食べるのが通例であった。同時に商

店などで顕著に見られたように，食べる場所によって地

位の差を確認する機会でもあった。明治以後になると，　 　一

鍋物やチャブ台が出現し，全員が一ケ所を囲む食べ方が

現れた。当初は戸主や長男は箱膳で食べ，他の者にチャ

ブ台を囲む状況もあったが，しだいに家族全員がチャブ

台を囲む食べ方に変化していった。このように主に食事

の場に関して，明治・大正期は食事の共有度が増した時

代であった。

1)昭和女子大学研究室『学苑』昭和43午

2）「生活古典叢書4・職工事情」（1971）
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調理法，調味料を和風で，食品だけを導入した例，フラ

イのように従来からある調理法を若干変更するだけで可

能なものもあった。一方，洋風調味料は導入されにくい

要素であった。例外的に早くから普及したカレーは，イ

ンドのカレーより，はるかに刺激が弱められ，スープだ

けでなく，ごはんと組合せて和風化されている。又，さ

らに，カツ丼のように，洋風の要素（肉，フライ，玉ね

ぎ）を入れながら，全くの和風料理が作りあげられたも

のもある。

　食事行為では，ナイフ，フォークはそれほど必要とさ

れなかった。箸でたべられる大きさに切って調理すると

いう伝統的調理法によるものであろう。又，洋風の時系

列型食事様式（フルコース方式，日本のは空間展開型食

事様式という）は，導入されにくかった。又，パンをは

じめ，洋風の食生活の要素が次第に庶民に定着してくる

と，炊飯の省略，食器の減少など洋風炊事の省力化も，

賃金労働者家庭への導入の要因となっている。（和風料理

の方が広い食卓が必要）

（2）兵食及び工場食の影響

　日清・日露戦争をつうじ，牛肉の大和煮やビスケット

が兵食として普及し，庶民化した。この兵食の体験は、

新しい食品を受け入れる素地を拡大した。

　資本主義の発達に伴い，工場給食も増加した。「職工事

情」2)に記載された綿糸紡績工場の献立をみると，前述の

青木久兵衛日記・小梅日記，又，後述の月島調査にくら

べても，魚介類を中心に食品の種類が貧困になってきて

いる3)。しかし，それでも貧困は農民にとっては工場給食

はましな食事であった4)。このような工場給食の体験者

が、後に賃金労働者として都市に定着した時，自分達の

食事を工場給食より，よりよくしようとしたことは想像

にかたくない。

　以上のように兵食と工場給食は，食生活の変化を受け

入れる素地を拡大したり，食生活を変化させる契期に

なったと思われる。

（3）賃金労働者の昼食について

　弁当が必要となった賃金労働者の家庭では，子弟の通

学弁当とあわせて，朝の炊飯時間が重要なものになった。

これは，都市生活者の生活のリズムを形成するうえで重

要な要因となった。

　又，明冶後期ごろから，マスコミで弁当食として洋風

料理の紹介があった5)。これらは，「弁当のおかずは他人

にみられる」という意識を根底にもって，新しい料理技

術を家庭に導人する契期となった。一方，弁当をもたず

外食や仕出し弁当で昼食する人も増加した。これらは新

しい食体験を家庭にもちこみ，これを変化させる一因と

なった。

（4）家庭内の食事について

　〈daily〉〈weekly〉〈monthly〉の生活リズムを基調と

する賃金労働者の家庭では，他方で，核家族，専業主婦

といった基本的家庭像を形成しながら，この生活に対応

する台所改善を進行させてゆく（三章参照）

　江戸末期に台所で必要とされた道具づくしの中に鍋は

4ケであった。大正時代「新家庭に必要な道具一式」の

中に鍋は，7ケ，その種類も増えている6)。このように道

具からみても、調理法が増加したことが云える。

　柳田国男は「小鍋立」が明治以降増加したと述べてい

る。「小鍋立」には，家庭内の火の宗教的色彩の減少と，

火の「分離」が伴なっている。そして，「小鍋立」の増加

は，食物が家族毎に異なるような可能な状況を惹きおこ

すとともに，食物を暖い状態で供することも可能にした。

小鍋立
　明治以前の日本では，いろり・かまどのような荒神の支配す
る火を用いて，同じ（大きな）鍋釜で調理した物を同じ場で食

べる「共同の飯食」が食事の中で最も尊重されていた。した
がって，いろり・かまど以外の火を用いて，小さい鍋で調理し

た料理を，家族にかくれて食べる「小鍋立」は排斥される行為

であった。明治以後になると，日常の小規模の食事の料理を小

鍋で調理する「小鍋立」がむしろ推奨されるようになった。

　（柳田国男：明治大正史世相篇）

　月島調査7)（大正6年）―以上のように大正期の食生

活が形成されてきた。この時期は経済状態も戦前の最高

期とある。戦前の都市の食生活の代表として「月島調査」

をとりあげる。調査対象は，東京都月島，人口の50％が

労働者の地域，8家族9日間の献立記録がある。これと

比較するために，秋田県の中程度の農家（昭和10年3月

～11年2月）の献立調査の結果を図示する（図2－1）

は朝夕とも漬物，みそ汁の出現頻度が著しく高く，特に

朝食では他の料理はほとんど現れない。農家でも夕食に

なると焼魚や煮物が少し出現するようになっている。こ

れに対して月島調査では，漬物・みそ汁（汁物）の出現

頻度が減少し，料理数が増えている。この傾向は特に夕

食に著しい。秋田県の農家では、短期問に区切ってみる

と使用する食品はほとんど数種類に限られる。したがっ

て，農家の食事ではほとんど同じ食品を用いたみそ汁と

漬物が，一定期間毎日のように出現するという献立と

なっている。これに対して，月島調査にみられるように，

都市では，献立が家族毎に異なるだけでなく，日によっ

て食品・料理が異なる献立様式になっている。柳田国男

は、「温かい飯とみそ汁と浅波けの菜の生活は現在の最新

小家族がやっとこしらえた新様式であった。」と述べてい

るが，この献立は都市は朝食に残るだけで比較的早く

変化してしまったようである。2食又は3食8)ともみそ汁

と漬物のつく献立は，主に農村でみられるものであった。
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3）細井和喜蔵「女工衰史」岩波書店（1954）

4）山本茂実（1968）「ああ野麦峠」朝日新聞
5），6）昭和女子大学食物学研究室　前掲誌

7）「生活古典叢書6　月島調査」（1971）光生館（内務省衛

　生局調査記録，1917年調査）
8）食生活研究会（1977）「農家の食料消費構造の変化に関

　する調査分折」農林統計協会

9）鷹皆テル（1961）「家政学雑誌」12巻

2－4　戦中・戦後の混乱期の食生活

（1）戦時下の食生活　　　　　　　　　　　　　（略）

　　図表　食料品統制（S14～S20名古屋市）　　（略）

　　図表　戦中敗戦直後のエネルギー摂取量（名古屋市）

　　（略）

（2）敗戦直後の食生活 （略）

1945年　敗戦，引揚人口増
1945年　冷害、東京1日1350kcal闇市には海藻粉桑葉

　　　粉，ビール粕，富士粉（トウモロコシの茎をアル
　　　カリでどろどろにしたもので小麦粉にまぜて使

　　　　う）
1947年　学校給食開始
1949年　下層賃金労働者は主食と佃煮が平均水準（「暮し

　　　の手帖」）
1950年　朝鮮戦争・軍事景気
1955年　食料供給量，戦前に回復

1960年　さつま芋，大麦などの代用食，最高時の30％

（3）戦中戦后の混乱がその向に与えた影響

　戦中，戦後の食料不足は，庶民にとって大変苦難の時

期であったが，その後の食生活に対して影響するいくつ

かの重要な要素がこの時期にあった。

　人々はとにかく飢えを満たすことが第一であったの

で，どのようなものでも食べざるを得なかった。その結

果，伝統的な食物の価値感の制約が弱められた。また，

敗戦によって戦前の多くの価値感が否定されたことも

あって，その後新しい食品や食事様式を受け入れやすく

した。

　昭和初期から敗戦までの間，中国や朝鮮などで多くの

人々が生活し，それらの国の食物を体験してきた。戦後

になると学校給食を通して，パン・ミルクのような洋風

食品が多くの子供に与えられた。その上，敗戦後の食料

危機の時，豊かな食生活のモデルがアメリカ占領軍に

よって眼前に展開された。

　以上のように，外来風食品をはじめとする新しい食品

や，外来風食生活様式を受け入れやすい素地が，戦中・

戦後の混乱期に培われたと思われる。

2－5　高度経済成長期の食生活の変化

（1）家族の変化と食生活

（2）家庭電化と台所の変化

（3）食事づくりの社会化

　　原　料　人　手
狩猟・採集・栽培・養殖など

／

　加　熱
焼く・煮るなど

原料処理
悦穀・製粉など

環境

したごしらえ　　　　　’調理
切る・洗うなど

味つけ
塩・酢など

　盛りつけ
皿n…　ノなど

食べる

（略）

（略）

（略）

　混合・笈杉
ねる・あえるなど

図2－2　調理のシステム
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図2－7 日本の冷凍食品累年生産数量
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表2－3　外食の増加と支出

外食支出 外食支出の割合（外食支出＝100）外食実質額

食料支出 そぱ，　すし．　喫茶，　学校の推移指数

×100（％）めん　　洋食　　飲酒　　給食’70＝100

％　　　％　　　％　　　％
1963 7，2　　　　16，0　　　　13，5　　　　12．952．4
1965 7，4　　　　12，9　　　　12，0　　　　12．958－5
1970 1O．3　　　　10，6　　　　14，7　　　　11．8100．O
1973 11，8　　　10，7　　　15．l　　10．3124．3

（4）食物の変化

摂

取

量

1．0

O．8

0．6

0．4

0．2

0

　　　　所得
食晶例
　a）酒
　b）乳類．肉類．果物．
　　高級魚
　C、米，大豆類．大衆魚
　d）大麦．ひえ

（囲各）

一0，2

一0．4

一0．6

－0．8

－1．O

　　　　言
供給量　　1
　　　　’
　　　　＝

　　　。‘
　　　舷取量
　　J
　　3

195560。・65　70　　75

　　　．、1

4　　’

11、

　　　　　　　　　　　　　　パターノ
　　　　　　　　　　　　　　類似率

　図2－4　所得と摂取量図　　2－5　食品群の摂量と

　　　　　　　の関係　　　　　　　　　　　　供給量のパター

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン類似率

　戦后の食品の摂取量の変化は，おおむね所得の増加に

伴う変化であったと思われる。又，食品がバラバラに変

化したのではない。各食品群の供給量と摂取量について，

1974年を基準としたパターン類似率の変化を（図2－5）

に示したが，1965年前後で著しく変化している（吉田勉

編，1979『公衆栄養入門』有斐閣より引用），すなわち，

この時期に食品レベルにおける大きな変化，おそらく洋

風食品の組合せの変化が起ったことを示している。

四表，高度成長期における主食の変化　　　（1略）

　　　　　（大都市，横浜、岐阜の比較）

　料理方法のレベルでの洋風化は，食品のレベルほど進

んでおらず，調理の合理性（簡便性）が洋風化の重要な

側面になっている。

　1963年横浜氏から1980年度岐阜氏の間で，朝食・昼食の
副食数は増加していないが，夕食の副食料は増加してい

る。1986年岐阜市において，副食の調理にかける工程数

は朝昼食が少く，夕食が多い。調理時間は調理工程数に

比例するので，朝食・昼食は簡便な調理によって行われ

ることを示している。また，朝食・昼食は，家族全員が

そろって食ぺない家庭がタ食より多い。以上の理由か

ら，朝食・昼食は簡便な食事となっている。さらに，朝

食でパンが主食の場合には米飯より調理工程数が少い。

したがって，食事の簡便化の方法として，主食のパン又

はめん食化があると思われる。タ食においては，高度成

長期の間に主食の米飯率は維持され副食数が増加し，み

そ汁の出現頻度も増加している。従来から，ハレの食事

のような正式の食事は，副食が多く必ず汁がつき，主食

が米飯であると考えられている。したがって，高度成長

期の間に夕食はよリ正式（ハレ的）な食事の色彩が強まっ

たといえる。このように，朝食，昼食の簡便食化と夕食

におけるハレのケ化が同時に進行したと、思われる。

　高度成長期におけるカレーライスの調理を見ると，

1976年から1979年の間にインスタントカレールーの利用

が減少し，レトルトカレーとカレールーの手作りが増加

した24)。この事例に前述の朝・昼食と夕食の相違を加えて

みると，現代は食事（調理）の簡便化と趣味化が同時に

進行しているのではないかと思われる。

（5）食べ方の変化 （略）

表2－4　家族が同じものを食ぺている割合

　　　　　　　（朝食，1974）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位＝％）

市　　・　町　村　別

10大人口15万．ト15万5万未
都市以上の都市の　市満の市町村

主食・副食とも同じである72．5 76．7 78．981．783．2
主食は同じて副食がちがう8．8 95 8．210．0 9．2
副食は同じで主食がちがう5．7 5．0 4．7 3．1 3－5
主食・副食ともちがう13．0 8．8 8．2 5．2 4．1

表2－5　3日間のうち朝食を家族そろって

　　　　　　食ぺた回数（1974）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位＝％）

市　・　町　村　別

10大 人口15万5㌔15万5万未
都市 以上の市の　　市満の市町村

3回とも全員そろって食べた43．8 41．9 49，045．852．1

1回は全員そろって食べた12．5 12．5 10．916．813．1

1回は全費そろって食べた9．4 13．1 8．5 9．1 8．4
1回も全員そろって

食べたかった3」．3 1｛2，531．628．326．4
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表2－6　食事の共有度の歴史的変化

江戸時代 大正時代 現　　代

食物
家族間1百1じ家族員間1司じ一定期間毎日同じ家族間異なる家族員問1司じ毎日異なる家族＝閲異なる家族＝員間異なる毎8異なる

時間家族員間同じ 家族員間同じ 家族＝員間異なる

場 箱膳 チャブ台 チ午ブ台．テーブ化イス

2－6　まとめ（略）

第三章　台所における生活様式と空間の歴史

　ここ数十年間の生活の変動のなかで，最も激変してき

たのが，台所と食事空間であり，ここでの生沽様式の変

化であろう。それは，次の四点にまとめらオしる．、

　それは第1にユカ上立働式の台所空間の定着化であ

る。このことに伴って，台所における生活行意はユカ展

開型の作業行為から台上展開型へ，ヨコ展閉型からタテ

展開型へ，種々な矛盾をかかえつつい多行しつつある。

　第2は，電気・ガス・水道という社会化された供給・

消費手段を前提として，日常的・表面的には「火」と「水」

に関しては住居の外部空間と関係を持たなくなったこと

である。たとえば，焚き木採りや薪炭の購入，井戸など

の水源からの水汲みなどは，現代の台所では基本的な前

提条件ではなくなりつつある。従って燃料や水の貯蔵の

道具と空間は必要でなくなってきている，一方では電

気・ガス・水道は，各種の台所機器を生み出してきた。

その個々の機器のどれかが台所に定着したと言いきれる

ような状況ではないし，目まぐるしい「新製品」の変転

はあるものの，台所の装置化・設備化という大きな方向

は動かし難い流れである。

　第3は，「食」文化の多元的で多様な発展過程の中で

工具，調理具，食器類なども，極めて多様比してきたこ

とである。遠い将来には淘汰されるかもしれないが，こ

こ当分はこの多様性・多元性が台所空間の姿として続い

てゆくであろう。

　第4は，食車・食膳の変化である。冠婚葬祭の時やりょうて

亭などでの食膳を除いて，日常のいわゆる「ケ」の食箏

では「膳」というユカ上用個人膳兼運搬具は完全に姿を

消し，かわってテーブルや座卓という共卓がおもな位置

を占めたのである。ユカ坐式の共卓への移行はすでに50

年以上も前に普及したが，ここ20年ほどはイス式共卓の

普及があり，さらに新たな共卓のスタイルが実験されつ

つある。

　これらの変化は，現在も継統している変化といえるが，

本章では，主として上記4点の経緯を振り返り，台所空

間とその生活様式の変化の歴史を明らかにしたい。

3－1　台所空間の構成要素とその発展について

　台所空間がその萌芽的な形をとるのは，空間的なシェ

ルターの中に何らかの加工ないしは調理の場を持つ段階

である。わが国ではこれを縄文時代の竪穴住居内の「炉」

の発生に見ることができる。しかしこの段階は他の生活

局面との空間的な分離を達成していず，独自の台所空間

が形成されたとは見ることができない。

　加工ないし調理が分離的空間をもち，そこで行われる

ようになった段階を，明確な台所空間の発生の段階とす

ることができよう。古墳時代の「かまど」は，台所独自

の設備が出現した点で、大きな変革を示している。これ

を台所空間の発生と見ることもできよう。また，古代の

貴族住宅における「かまや」とか，その「かまや」と連

接しつつ副食を調理し膳や折敷に料理を配膳した場所で

あろう「台盤所」とかを，台所空間の確立の草創と考え

ることもできる。

　この台所空間の草創期は、しかし台所への種々の機能が

まだ分散的に配置されていた時期でもあった。「かまや」

と「台盤所」は別棟であったであろう。これが一棟に集

中化し，機能の集約的な連繁がとられるのが中世である。

　中世はわが国独自の食事文化（「日本食」）が成立する

時期であるが，台所空間も土間と板床を中心とした独独

のものがこの頃形成され，明治～大正期に至るまでの原

型がつくられる。

　次図は，中世武家の台所である。「土間にかまど立ち流

し，床上に囲炉裏，そしてユカ上に展開する調理作業」

と，わが国独自の台所空間と行為が示されている。

1雨

1｛

図3－1　中世武家の台所（「酒飯論絵詞」より）

　上図の基本型（空間と行為）が崩れはじめるのが大

正期～高度経済成長期である。又、ここで「食事空間」

についてもふれておきたい。

　食事空間は，家族などある集団が同じ時とある。同

じ場を持つことにより形づくられる。そう考えると，お

そらく縄文時代からこの食事空間はあったはずである。

しかし，食事空間や食事室に当たるコトバや概念は明治

期の「チャノマ」に至ってようやく出現しているのであ

る。農家住宅などではつい近年に至っても食事の空間の
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ことも「ダイドコロ」と呼んでいたほどである。

　このように，わが国では食事空間の概念が明治に至る

までなかったが，その大きな原因は「膳」にあると考え

られる。わが国独特の食卓形式である膳は，個人膳であ

るとともに，食事の運搬具でもある。したがって，どこ

へ持って行って食事をしてもそれなりに食事は成り立

つ。すなわち膳はその性質上食事のための個有の空間を

必要としないのである。みなが集って食事するのが「ザ

シキ」であっても「ナカノマ」であっても，または「ダ

イドコロ」であっても，そこがその時の「食事空間」と

なるのである。

　容易な可搬性を持つ「膳」に代って「チャブ台」とい

うユカ坐式の共卓が登場するに従って「チャノマ」とい

う食事空間の概念（コトバ）が発生したのは，こうした

事情によるものであろうと考える。（但し「チャノマ」は

食事空間に加えて団らん空間の機能も含んである）。　な

お，膳のもつ運搬具としての性質は，それに伴うユニー

クな空間を生み出していた。すなわち「配膳の間」や「配

膳室」あるいは古くは「台盤所」などがそれである。こ

うした「配膳空間」は，膳の消滅＝配膳行為の消滅とと

もに姿を消し、代って「配膳台」や「お盆」「ワゴン」な

どが重要な役割を果たすようになってくるのである。

　それでは次に，以上に述ぺた大枠を前提にしつつ，台

所空間の根幹をなす「火」と調理，「水」の歴史，加工の

歴史について見てゆきたい。また，周辺的であるが重要

な側面として，「食膳具」の歴史も振り返ってみたい。桃

点としては「道具史」的なものでなく，「生活様式史」的

なアプローチからこれらのことを述ぺようと忠う。

3－2　火の制御と調理の歴史

　火の歴史は，時には火災や死の原因にもなる火を，調

理の目的のためにいかにコントロールするかの歴史でも

ある。この制御には、①．火をつくること，②．火を維

持すること。③．火の量と質をコントロールすること。

④．燃料を管理すること。⑤．他の生活局面とのバラン

スをはかること。が大きなテーマである。これらの発展

が台所空間とそこでの生活様式に大きな影響を与えてき

た。

（1）土座の火

　縄文時代の「炉」は，草葺きの小さな住居そのものを

火の維持のためのシェルターにしたことを示している。

そのために起る火災のことを与え合わせると，生活のた

めの火が既に大きな重要性を持ち，火の要求がいかに強

かったかが分る。また「炉」は、その上ユカ化に伴う「囲

炉裏」への変転はあるものの，次にあらわれる「かまど」

とともにわが国独特の調理，炊事の火の態様の原型をな

すものとなった。

　古墳時代の「かまど」は、火が住居をシェルターとし

て持ち込まれた段階の「炉」から，土で造ったシェルター

で火を制御する段階への飛躍であり，ここで初めて火の

制御の道具・設備を獲得した。また，「かまど」はその上

に甑を置いて主として米を蒸すためのものであリ，「炉」

の焼く機能との火の機能分化があらわれる。この「かま

ど」系統と「炉」「囲炉裏」系統とは，その後のわが国の

調理・炊事の火の大きな二系列として引き継がれてゆく。

（2）火の上ユカ化

　竪穴住唐では当然のこととして火は土座を前提とし

た。しかし，当時発生してきた支配階級の一部が採り入

れた高床住居は，屋内に土間部分をまったく持たないた

め，火への対応も自ずから異らざるを得なかった。

　その第一は「かまど」の処理である。後世でもそうで

あるように「かまど」はなかなか土から離れられない。

従って，これは高床とは別の建屋（例えば後の「かまや」

のような）の中へ持っていったのであろう。

　第二は「炉」である。「炉」は「かまど」と違って暖房

と照明の機能を合わせ持っていたから，別棟にするわけ

にはいかない。そこでユカの上に炉をあげざるを得ない。

おそらく木の箱の中へ土を入れ、そこで火を焚いたもの

と思われる。平安時代の「置地火炉」はこれを継承した

ものであろう。また奈良～平安時代になれと貴族住宅で

は暖房と照明の火が調理と分化し，暖房用としては炭櫃

があらわれる。

　このようにユカの登場は、一方では「かまや」という

炊事機能用の付属屋を，他方では火の上ユカ化の工夫を

生み出したのである。

　農民の住宅では，竪穴や平地式住居から土ユカ・板ユ

カヘの発展に伴い，一方では「五徳」の普及も相まって，

「囲炉裏」が普及する。「囲炉裏」が中世の武家・僧侶住

宅が発したのか，あるいは農民の住宅から発したのか

は明らかでない。いずれにしても高床系の「地火炉」が

主として調理用のものになっていたのに対し，同じ形態

をもちつつも調理・暖房・証明の機能を持ち，低床系の

系譜に属する「囲炉裏」は，「地火炉」とは別ものとして

意識されていたのであろう　（図3－2）。

図3－2　置かまど（「東海道名所図会」）
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（3）火の可搬化

　「地火炉」や「囲炉裏」は火が上ユカ化したという大

きな変革を意味したが，しかしこれらは土や灰の火床（ひ

どこ）を持っている点でまだ土と完全に決別したもので

はなかった。「置地火炉」を含めてそれらは固定された火

であり，その面から見れば基本的にはそれらは土座の火

の延長であった。
　江戸時代に発明された「置かまど」や「焜炉」「七厘」

は，火を火床から離しあるいは小型化することによって，

調理の火に可搬性を持たせることに成功した。後述する

火の立働化は，この火が火床を離れ可搬性を持つことを

ステップとしてスムースに移行していったと考えられ

る。
　なお「七厘」は空気孔とさなを設けることによって燃

料層の下に空気層をつくり，その空気層への空気の量を

調節することによって火力をコントロールするという画

期的な発明であった。

（4）火の立働化

　火の立働化は三つの段階を経て完全に達成されてゆ

く。　その第一段階は，火をつくり維持するにはしゃが

んだ姿勢でするが，その火の上での炊事・調理には立働

で対応するものである。「かまど」が実はそうしたもので

あるが，江戸時代の町屋や農家の一部では「かまど」を

上ユカ化し，そのような姿勢で対応していたものがあっ

た（図3－3）。

　第二段階は、火をつくり維持する行為（火を吹く。火

をさばき返す。）が“しゃがみ”をさほど要しなくなった

段階である。「焼炉」や「七厘」の登上場かそれを促進して

いる。すなわち，江戸時代にはこれらもほとんどしゃが

んだ姿勢で操作していたが，明治以降その容易な可搬性

を生かしてその下に台（「七厘台」）を入れる二とにより

立働を主としたものとしてゆくのである。ただし，その

火加減のため時折には“中腰”ないし“しゃがみ”か必

要である。（図3－4，図3－5）。

　第三段階は，火に関する全行為が立働で行われる段階

である。これにはガスや電気の導入，マッチの普及が大

　きな役制を果たしている。台所における火の立働化の完

全な達成は従って大正期に一部で試され，高度経済成長

期に全国的に本格化したのである。

　　薪炭による火はその下にある容積を持った“火倉”が

必要であるが，電気・ガスはそれを必要としない。従っ

　て「ガス台」などの下は収納空間として利用できるよう

　になる。また薪炭を燃料とするとそのための「まき小屋」

　が必要であるが，ガス・電気はそうした燃料庫を必要と

　しない。こうして，台所空間のコンパクト代と立働化は

　ガス・電気の普及とも相俟って急速に普及する。
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図3－3
江戸町屋の台所（「日用助食竈の賑い」『文化史6』より）
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　図3－4　　　　図3－5

　（『図説台所道具の　　（『日本のすまいII』よリ）

　歴史』より）

表3－1　消滅した台所用具と存在する台所用具

旺

〔

消　　滅　　組

・七厘

・釜（釜輪・かまど）

・お欄

・天火

・石油コソロ

・金網

・米楓とます

．桶

■かめ

・せいろう

．こしき

・重石

・一鯖膳

・火以＝き竹

・うヤ〕わ　・十能

・火’滞　　．消曲

現　　　存　　　組

・電気コ／口（電熱器）　・ガスコ／口
●ガスレノジ　■ガスオーブソ
・ホヅトブレード　・播鉢　・播木
■掌ヒガスコソロテーブル
・電子レ／ジ　・電子ジャー　・贋法瓶
・ガス瞬問湯沸かし器
・胃動電気炊飯器（自動ガス炊飯器）
・フライパノ　・大ぷら鍋　・万能鍋
・中華鍋　・卵焼き器　・ジューサー
■ミキサー　■ジューサーミキサー
●卜一スター　■オーブ：■卜一スター
■ロースター　■コーヒーサイホノ
・コーヒーミル　・やかん　・電気ボ
・もちつき器　・ティポヅト　．酒燗
・冷凍冷蔵庫　・計量米梱器
・食器．皿洗い機　・乾燥機
・ご士すり器　・ヲゴノ　・フライ返し
・冷蔵庫
■錦ヨ……中維寓母・老鍔豆、1衡錦，・7ライパ＝■・
　　丈化鍋・すきやき鍋・天ぷら鍋・ミ
　　ルクパノ・土鍋・I耐熱鍋・フォニノデ
　　ュー鍋・卵焼き滞・スーブ鍋・ホー
　　ローぴき鍋・平底鍋・打ち出し鍋・
　　リースパノ・圧力鍋
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（5）火の多様化

　昭和35年頃から始まる高度経済成長期に「囲炉裏」「か

まど」「七厘」といった薪炭を燃料とする火の道具・設備

は基本的な台所設備としては姿を消す。代ってガス・電

気の道具が登場するが，食生活の多様化・多元化と「消

費ブーム」「電化ブーム」の中で，火の道具も極めて多様

化する。

　ここで台所の道具・設備の全搬について，この高度経

済成長の中で基本的に消滅したもの，残ったもの，新た

に普及したものをまとめると（表3－1）のようになる。

なおこの中には大正期に登場したものがあるが，ガス・

電気が高価なことなどのため一部にしか普及していない

ので，これらは高度経済成長期に新たに普及したものの

中へ含めた。

　この間の基本的な変化は次のようになろう。

①「七厘」や「囲炉裏」の煮る・焼くの機能は「ガス

　こんろ」や「レンジ」「オーブン」に継承された。「か

　まど」の炊く機能は「炊飯器」に取って代られた。こ

　れに伴い，「七厘」等に付随していた「火吹き竹」「う

　ちわ」「十能」「火箸」「消壷」などが消滅した。

　これにより，火は土間や土，灰から完全に離れると同

　時に，立働・コンパクト化へ大きく歩を進める。また，

　それまでの火の道具の配置が土間やユカ上にどちらか

　と言うと平面的に展開されていたのが，台上あるいは

　垂直的にと立体的ないしタテ型に展開されるようにな

　る。
②それまでの火の道具が，種類の少ないものを多目的

　に使っていたのに対し，目的・機能別に道具が多様化

　してくる。例えば，オーブントースター，コーヒーメー

　力ー，湯わかしポットなどがそれである。水の道具や

　食器類も含めるとこの多様化は極めて多岐にわたる。

③それと同時に新たな機能の統合が試みられる。炊飯

　プラス保温，湯わかしプラス保温，冷蔵プラス冷凍，

　等々がそれである。②と合わせてこと分離と統合がは

　げしく移り変っているのもこの期の特徴である。

④すでに大正期からあったが，湯沸器が広く普及する

　のもこの時期である。水道の普及←→立流しという一

　方の水の動向とガスの普及，そして油を使った料理の

　普及がこれを促進した。水道の普及が“汲んで貯める

　水”から“流れる水”への変化をつくったと同時に，

　湯沸器は“なべややかんで沸かして運ぶ湯”から“流

　れる湯”の利用へと変えてきた。

⑤このように火の道具は多様化するが，各家庭におけ

　る火の装置は（水などの装置と同様）どの家庭でも似

　た装置と似た配置になり，以前のような家庭ごとの個

　性が後退し，画一化がすすむ。また，道具のレベルか

　ら急速に装置・設備のレベルヘ急速に発展・転化した

　のもこの時期の特徴である。

3－3　水の歴史―流しを中心として

　“水”については“火の場合ほど数々の変化があった

わけではない。これは，水に比べ、火の多目的性，燃料

などの多様性などが原因し，その利用，道具・熱源利用

の多様性があったからである。

　水は，水源からの取水→運搬・送水→貯留→利用→排

水の過程を通る。この過程が道具の「工夫」や設備化・

社会化によリ変化したり，「消滅」する場合がある。それ

を総合的に示したものが（図3－6）である。

　この図のように，近代水道の普及に至るまでは運搬・

送水と貯留の技術と具が変化・発展をとげてきたが，

近代水道により，その過程とそれに関わる道具が悉く消

滅した。現在，以前との連繋を持って残っている過程は

利用と排水のみである。しかも，利用に関して，貯留か

ら利用への橋渡しをしていた「ひしゃく」も「蛇口」に

取って代られたから、それは「流し」と排水のみと言っ

た方が良かろう。

（1）近代水道の台所様式に及ぼした影響

　先にのべたように、“火”の上ユカ化は古代から始まっ

たが，”水”の上ユカ化はこれに比べると遅い。後にのべ

る一部の例外をのぞいて大正期にようやく始まる。その

理由は，水の運搬と貯留がどうしても土間部分に頼らざ

るを得なかったからである。

　一方，“水”の立働化は，後述するように，かなり遡る

ことができ，“火”の立働化が明治～大正に始まったこと

と対称的である。つまり，“火”と“水”の立働化と上ユ

カ化は，このように交錯している。

　近代水道の普及は，それまで土間部分に依存していた

台所の“水”を，上ユカさせる点で，台所の様式に大きな

影響を与えた。
　影響の第2は，運搬・貯留に関わる「道具」を消滅さ

せ，台所をコンパクトにさせることを可能にしたことで

ある。但し，上下水道の普及当初は，水栓数が少なく。

また当時の「流し」や排水装置が大量俳水に適さないこ

となどもあって，（従来どうり）蛇口の下に「水がめ」を

置きそこから「ひしゃく」で少しづつ使っていた。この

ため「水がめ」「ひしゃく」は残存した。

　第3は，水の利用が水栓の取付け部分に限られること

もあって，「流し」の設備化を促進したことである。「流

し」は，大正期まで土間の脇に“造りつけ上ユカ座り流

し”や“土間すのこ座リ流し”など設備化されたことも

あったが，コンクリート流しの市販に伴い，“道具化”し

た。又，現在“設備化”の方向を沿っているようにこれ

らの繰りかえしであるといえる。

（2）　「流し」の歴史

　　「流し」の腱史をまとめると（図3－7）のようにな

る。この図のように，その歴史は単純に土間から上ユカ

ヘ，あるいは，坐り流しから，立ち流しへという変化ではな
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　　　　　　図3－7　「流し」の歴史

く，階層により，地域により複雑な変化をしてきたとい

えよう。しかし，マクロにみれば，上ユカ化，立流し化

が，その傾向であるといえる。特に，ここ20年程は，こ

れに一元化してきている。
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図3－8　平安時代「長者」の「ユカ上立流し」

（「信貴山縁起絵巻『日本営民生活絵引』より）
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図3－9　中世「ユカ上立流し」

（「西行物語絵巻」『文化史4」より）

図3－10　江戸時代の農民　図3－11　江戸時代長屋

　　　　　　（「都名所図絵」『文化史）　　　　　　　　　「屋外下流し」

　　　　　　　6』より）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『風俗画報』より）

さ・．讐　途i
“、、茅・装’響

図3－12水道と坐
　　　　　　　　　　　　　　　図3－13「上ユカ坐り流し」
り流し（『日本のすま
　　　　　　　　　　　　　　　　　（『日本生活文化史9』より）
いIIより）

　上図は，明治期に至るまでの「流し」の各種の形態で

ある。ここで，注目してよいのは，古代末に地方におい

て独特の生活様式をつくり出した“長者”や中世の武家・

僧侶の住宅の中に，「上ユカ立流し」があったということ

である。（図3－8）は“長者”の家で，「地火炉」のあ

る調理空間の隣りにこの「流し」がとられている。（図3－

9）は中世の武家か僧侶かの「流し」である。竹籔の子

を張り，下へ落ちた水は外下壁に通した四つの（竹の？）

管から外へ放水したのであろう。水平排水を採用してい

たのである。

　この「流し」はもちろん現代の「上ユカ立流し」とは

違い水の連搬・貯水という過程があった。この時期に，

地方のこの階層で，こうした形式の「流し」が生まれた

のは，“中央”的規範にしばられない自由な発想が許され
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たこと，近世のような行為姿勢の規範がなかったこと，

それを生み出す経済的基盤があったこと，などが考えら

れる。近世になるとこうした形式の「流し」は姿を消し，

「上ユカ立流し」が再び登場するのは大正期を待たねば

ならない。

　近世になると（図3－7）のように「流し」の形式は

地方と階層により多様化する。これが明治→大正→昭和

にかけて「上ユカ立流し」に一元化されてゆくのである

が，次にこれを向けた変化の過程を少し詳細に考えてみ

たい。

（3）　「流し」の上ユカ化・立働化

　「流し」の立働化は，すでに商家や農家などで「土間

立流し」が経験されているので，特に奇異なことではな

く容易に受け容れられたであろう。しかし上ユカ化の方

は困難であった。とくに一般の勤労者世帯の場合のよう

に一人ないし二人ぐらいの家事作業者を前提とした場合

には，上ユカ化には次のような隘路があった。

　その第一は，運搬・貯留・利用の際に水がこぼれるた

め，土間からはなれられなかったことである。第二に（こ

れは重要な理由であるが）貯留水の利用が，台所専用で

はなかったことである。掃除，洗濯など多目的に利用さ

れた多量の貯留水であったことである。第三には，「流し」

そのものの構造が，水もれがしやすく，このため土間か

ら離れられなかったのである。

　この運搬・貯留の間題・併用の問題，構造上の問題の

三つが全体として解決されてゆく中で「流し」の上ユカ

化は達成されてゆくのである。

　運搬・貯留の問題は基本的には上水道の敷設で達成さ

れる。それまでの，“運んできて，ためて，ひしゃくで利

用する水”から“蛇口をひねって利用する水”への大き

な飛躍がここで達成される。

　しかし，上水道が即座に上ユカ化へ結びつくものでは

ない。（図3－5）と（図3－12）は上水道の普及が却っ

て「土間すのこ坐り流し」を生み出してしまったことを

示している。すなわち，当時は水栓の個数に従って水道

料金が徴収されていたこともあって，各戸に引かれる水

栓が一個のことが多かったが，これを台所用以外の目的

とも併用しようとすると，上間を離れたり，「立流し」に

して水栓のすぐ下に「流し」を持ってくるのは困難なの

である。また木製「流し」であったことも土間を離れ難

くしている。

　こうしたことから，土間のレベルに「流し」を，設置し，

水栓から落とした水を桶にいったん貯め，それをひしゃ

くで利用する、姿勢はすのこの上に坐る，という過渡的

な現象が現われた。水栓の複数化や台所専用化，「流し」

の構造の発展がないことには上ユカ化は果たされないの

である。

　「流し」の構造は，大正期は銅板張，トタン張，ブリ

キ張のものがあらわれ，大正末から昭和にかけてコンク

リート製，タイル製が，高度経済成長下にステンレス製

が普及するに及んで，とくにコンクリート製，タイル製

で“水もれ”と耐久性・経済性の問題が解決する頃から，

上ユカ化の条件を整えてきた。

（例）―藤井厚二の一連の白邸建築（1915～1927）（図略，西

　　　　　　　　　　山夘三「日本のすまいIII」参照）
①1915年（大正4年）―「流し」土問に付随，台所は板間「流

　　　　　　　　　　し」は土間側から使用

②1920年（大正9年）―「流し」は土間に付随するが，使用は
　　　　　　　　　　ユカ側から台所は立式へ志向，食堂も

　　　　　　　　　　イス，テーブル式へ

③1922（大正11年）―「流し」完全上ユカ化したものと，土間

　　　　　　　　　　様と二つある。上ユカ（水道）土ｊ（汲

　　　　　　　　　　み水）利用
④1927（昭和2年）―台所（調理台）がコンパクト化土ｊ横に

　　　　　　　　　　っく，「流し」上ユカ一個に

　わずか10年間で，（一人の先進的建築家による住宅とは

いえ），この大正期が，とくに都市中産階級にとっていか

に変動が多い時期であったかが判る。

　ただし，庶民・大衆的に上ユカ化が進行するのは，こ

れよりずっと後である。それまでに，土間がコンクリー

ト化されたリ，又，一部，上ユカの前兆としての“スノ

コ”が敷かれたり，又，上り枢が部分的に拡大されなが

ら，徐々に全面上ユカ化の準備をすすめてゆくのである。

3－4　加工具の歴史―爼板と擂鉢について

　現代の台所で活躍している加工具のうち基本的なもの

である「庖丁」と「俎板」，それに時々しか使われないが

大多数の家庭が保有している「擂鉢」と「擂木」は，「庖

丁」が弥生時代末期から，「俎板」が古代初期から，そし

て「擂鉢」と「擂木」が中世から，というように，随分

生き族けてきたものである。

　このうち「俎板」と「擂鉢」については，台所行為の

面から台所の今後を考える上で検討の必要があるので，

ここで触れておきたい。

　「俎板」は古代のものは，四本の脚が両側にとぴだし

たものである。板の片面を野菜用，もう片面を肉用と使

いわけていたらしい。その分，四ツ脚が板の下についた

ものが普及し，江戸時代から明治時代になると，ゲタの

歯のような吸いつきも出まわった。（図3－14）

　ことようなあしの形の変化はあるものの，いずれもあ

しが付いていた。これは，俎板の作業をユカ上で行うた

めである。作業姿勢は，中世まではあぐらかまたはひざ

立て，近世～明治は正座かまたは両ひざつきであった。

この姿勢で作薬しやすいために，また食事の材料をユカ

から離すために，あしを付けたのであろう。
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“　囎三＝、搬’亀

図3－14　脚付俎板でユカ上作業

（『図説台所道具の歴史』より）

準1…

図3－15　擂鉢と擂木

（「病草紙」『文化史3』より）

図3－16　立ち台所でユカ上作業

（『図説台所道具の歴史』より）

　ところが明治末期から立ち流しが普及するとともに，

このあしが邪魔になってくる。ことに，後述するように，

わが国の台所の立働化が流しを中心に行なわれ，作業台

の普及が遅れたこともあって，俎板の作業が流しの上で

行われることが多く，あしはその点からも敬遠される。

こうして，流しの立働化，台所の立働化．に伴って「俎板」

のあしは消滅するのである。

　ユカ上作業の名残りである「俎板」は，立働の現在も

生き続けている。これは調理のための「台」の機能がい

まだ不充分なことにも依っていよう。今一後，台所におけ

る作業台の豊富化と発展的展開が起ってくるならば，「俎

板」はその可動性や簡便性が役割を果たす』場面以外では

消滅してゆくのではないだろうか。

　次に　「擂鉢」と　「擂木」である。これが現在も台所で

生き残っているのは，それが生み出してきた“日本食”

の故である。すなわち，ごまを香り良く擂るためとか，

山芋の擂りつぶしなどのためには，今だに必要の道具の

位置を保っており，「ジューサーミキサー」や「ごますり

器」などの普及があっても駆逐されない由縁である。

　ところで，「擂鉢」と　「擂木」の作業は今もってユカを

離れられない。その形態のために。台所では力が入らな

いからである。中世まではこの作業はあぐらの中に「擂

鉢」を抱き込んで行った。（図3－15）。この行為姿勢が最

もこの道具に合っているのである。時には抱き込んだ時

にあそびのないように鉢に凹みをつけたものもあった。

このように「擂鉢」は元来ユカ上の一人作業用のものと

して普及したのである。

　しかし，近世にない封建的な姿勢の規範として正座が

特に女性や下位の者の姿勢として押しつけられ，台所空

間と台所作業が“女性のもの”となるに従い，台所のユ

カ上の作業は正座か両ひざつきに統一されてくる。そう

なると「擂鉢」はその元来の使用法から変化せざるをえ

ない。すなわち一人が「播鉢」の縁を押さえ，一人が「播

木」を操作せぎるをえない。時に一人作業の場合，両ひ

ぎで狭み込んで作業をするという不自然なものになる。

（図3－16）

　こうした作業姿勢のことも含め，ユカ上から立働へ進

んだ現在，「播鉢」と「播木」は矛盾をはらみつつ台所道

具として生き統けていると言えよう。

3－5　食膳具について

　わか国独特の個人膳が食事空間の発達を阻害し，共卓

の笠場する明治期に至ってようやく「チャノマ」という

食事空閉の概念を生み出したことはすでに述べた。ここ

では，個人膳（ユカ坐）からユカ坐共卓，そしてイス式

共卓への発展と，それのもたらした影響について述べよ

うと思う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まず，簡単に個人全の歴史をのべると，最初は「折敷」

という正方形の板かあるいは，これに縁の少しついたも

のであった。平安時代は階層のいかんを問わず，広汎に

日常的に使われていた（図，略）。その後，「膳」が現

れ種類が多様化する。近世には日常的な「膳」が慣習的

に階層分化してくる（図，略）「膳」と「箱膳」の相違

後者が食器と膳を一体として保管することにあり，「箱

膳」のこうした軽便性が庶民に普及した理由であろう。

（図，略）

（1）　個人膳からユカ坐共卓へ

　個人膳である「箱膳」から，ユカ坐共卓の「チャブ台」

に変化したことは，食事空間の概念なり実体なりをわが

国に初めて生み出した。そのほか，この結果配膳行為に

変化があらわれた。

　　「箱膳」での配膳行為は，食事をする人の「箱膳」を

台所近くの配膳場所や配膳室のユカ上へ並べ，食器をそ

の中から出して，そこへ配膳し，それを食事する場所へ
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運んで据えるという手順で一般的には行われた。「箱膳」

は（「膳」や「折敷」と同様）運搬具でもあったのである。

　これに対して「チャブ台」では，台所から料理をひと

つずつ手で運ぶか，「お盆」という運搬具で運ぶかして，

「チャブ台」まで料理を運ぶ。そして食事する場所で配

膳するのである。このため配膳のための特別の空間すな

わち配膳室とか配膳の間などは不要化してくる。

　このような“配膳→運搬”から“運搬→配膳”への変

化や，配膳空間の不要化，そして食事空間のコンパクト

化は，成長してくる都市労働者家庭の，小住宅という条

件と“専業主婦”が食事の準備をするという条件を考え

ると，それが広く受け容れられ定着していったことがう

なずけよう。

（2）ユカ坐共卓へ

　戦後，とくに高度経済成長の中で“テーブル＋イス”

というイス坐共卓が「ダイニング・キチン」を媒体とし

て普及していったのは，次のような理由と背景によって

いる。

　第一は，台所部分のユカ上立働化がすでにその条件を

熟成してきており，それに対する食卓（共卓）の様式を

ユカ坐からイス坐へ転換させる前提を整えてきたことで

ある。

　第二は，「チャブ台」は「箱膳」から比べれば都市労働

者家庭にとっては飛躍的な発展であったが，まだ“運搬”

というわずらわしさを残している。しかし「ダイニング・

キチン」ではこれが極めて短絡化されている。そこでは

運搬行為やそれに伴う道具類は“不要”といっても良い

程である。一時期，イス式食事の普及に伴って「ワゴン」

が売り出されたことがあるが，台所とダイニング・テー

ブルが離れている場合ならともかく，DKの家庭では，た

とえそれを購入しても本来の運搬具の使い方をすること

は少なく，何かの台や調味料置き場として“死蔵”して

いることの方が多い。

3－6　まとめ

　わが国の伝統的な台所空間の様式は“土間”と“ユカ”

をべースにしたものであった。その際，“土間”は主とし

て「かまど」と“水”の空間であり，“ユカ”は「囲炉裏」

と“作業面”の空間であった。また食事も“ユカ”を前

提としていた。

　作業姿勢は中世にはあぐら，片ひざ立て，それに立働

であり，近世は正座，両ひざ付き，そして立働が基本で

あった。従って同じ“坐”でも中世までと近世（以降）

とでは違いがあった。

　伝統的な様式のもうひとつは“個人膳”である。

　この“土間”と“ユカ”と“坐”と“個人膳”は、各

種の道具や設備のあり方を含めて，有機的な連繋をつく

り出していた。都市勤労者家庭のレベルでこの連繁に変

動があらわれるのは，明治中期以降の「チャブ台」の登

場以降であり，その後は今まで述べたような変動を経て，

現在の状況に至っている。

　土問から上ユカに至る過程で注目しておきたいのは，

土問すのこの存在である。（図3－7）に見たように，こ

の土間すのこは土間立流しや低床坐り流しから上ユカ立

流しへの変化の過渡的現象として，都市を中心に広範に

見られた。昭和初期から戦後初期までがそのピークだと

考えられる。現在も一部ではこの形が残っている。

　この「土間すのこ台所」は一方ではスリッパの要求を

促し，便所に続いてスリッパが汎用されるようになって

くる第二の場面であったと思われる。

　上ユカ化，立働化，イス坐共卓化，コンパクト化，設

備化が相互に絡みつつ現代の台所がつくられてきている

のだが，この激しい変化の中で現在の台所空間にあらわ

れていると思われるひとつの矛盾を述べることで，この

章を終わりたい。

　それは，ユカ上展開から立働に至る際に，「台」の機能

が充分に伴ってこなかったことである。伝統的な台所の

ユカは既に示した多くの図に見られるように，大きな作

業台でもあった。坐るところイコール作業台であったわ

けである。これが立働化される際に，初期には前述の藤

井厚二の第2回住宅にも見られるような大きな料理台も

あったが，多くは「流し」を申心に立働化してきたため

もあって，作業台を随伴せぬまま立働化が進んだのであ

る。その際に皮肉なことにユカ座の道具である「組板」

の簡便性が，「台」機能の不足を補ってきた。

　しかし，食生活が多様に展開される今，食卓テーブル

まで「台」に動員されることに見られるように，その矛

盾は目に見えてあらわれはじめている。台所はコンパク

ト化し，タテ・上への展開が立働化によりなされてきた。

台所における動作研究がそれに一役買ってきたのも確か

である。今後はあらわれてきた「台」機能に集中する

矛盾を解決する中で，新たな台所空間のあり方が展開さ

れてゆくのではないだろうか。
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第四章家具の変化と生活様式の変化

4－1　本章の目的（略一章参照）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4－2　本章の方法（方法と家具の分類，略本論文参照）

4－3　家具および生活様式の変化

（1）就寝具の変化（図表一次ぺージの表・参照）

　明治中期以降に，庶民にはじめて綿蒲団が普及してゆ

く。それ以前は，綿の代リに紙や蕎・稗穀などを夜具と

して使用していた。綿布団普及の当初は，高価なものと

して，客用，あるいは一家に一，二組しかなかった。現

在は，各人が個人別に（乳幼児用まで），又夏掛・冬掛な

ど季節別に，又欧米から持ちこまれた洋蒲団，毛布，シー

ツ（洋風化）を使いこなし，寝具が，まことに“多様化”

してきている。さらに今日では，客用蒲団，数組（ハレ

用）を含み，押入空間を大きく占有しつつある。

　又，この間の就寝具の変化は，掛蒲団が衣服と，敷蒲

団が床面形成と相互に深く関連しあっている。そして，

この変化は古代堅穴住居の時代からの相互の関係と同様

の変化，発展の関係にある。すなわち，今日の掛蒲団が

登場する以前は，永い間衣服が使われていた。その衣服

の一部が“就寝専用衣服”になってゆくのである。例え

ば夜着と呼ばれる袖つき綿入れ掛け蒲団などがその例で

ある。しかし，これによって“就寝専用具”として独立

するわけではなかった。例えば“就寝専用の衣服”に綿

が入れられる一方，衣服の中でも冬期閉のものには綿が

入れられ（綿人れ件纏や締抱等）また夜着・掻巻の一種

であるねんねこが，乳幼児を寝かせる場含に使う一方，

子守り用の衣服としても使われ，今日のねんねこコート

に至ると衣服の一形態へと戻った形になっており，暖か

さをめぐって衣服と蒲団は相互に影響を与え合って発展

しているといえる。また同様に敷蒲団が登場する以前の，

就寝時に下に敷く物の変化をみてみると，竪穴住居等で

就寝具として使われていた敷物（獣皮，アンペラ等〕は，

その後様々に座ったり，物を置いたりと使われる中で，

住居内に大きく広がり，上床面を形成するようになる。

上床面が形成されると，その上の一部分にさらに就寝専

用の置き性が敷かれるようになるが，この畳もやがて就

寝以外の行為に頻繁に使われる併用家具としての性格を

強め，上床面いっぱいに敷き詰められて畳床面を形成す

ることになる。このように下に敷く就寝具は，就寝具の

獲得→併用家具化→拡大し床面化，と住空間の床面の形

成と深く相互に閑連を持っている。なお，置き場が敷き

詰められ畳床面化した後，綿敷蒲団を新たに獲得し今日

に至っているが，さらに，最近コタツ敷きとして冬期の

新たな敷物が普及している。これは敷蒲団同様綿を中心

に持つ柔いもので，今後の方向に注目したい。

（イ）就寝空間の併用化

　就寝具が可動性のある専用の蒲団として定着したこと

は，結果として，その室の併用性が促進されることにな

る。特に農家では，塗り籠め様の蕎，稗穀敷きつめ室が

寝室であったから，この変化は大きい。

　しかし，綿蒲団は，吸湿性が強く快適な寝具であった

ので当初，万年床“敷きはなし”でおくことも多かった。

これの解決と，併用性の促進には，押入れの設置が不可

分の問題となってくる。明治後期の賃金労働者の小住宅

では、住宅が狭小のため，寝室に押入れを設置し，これ

を併用する現在の“原型”が形成されてきた。

（口）たたむ行為の登場　　　　　　　（略）…六章参照

（ハ）洋家具の変形導入

（略）ベットとマットレス（足つき家具，固定家具→足
　　　　　　　　　　　　　　　　　なし折りたたみ家具，移動家具など→本論文参照）

（ニ）就寝具の変化が住宅間に与えた影響

　明治以降の就寝具の変化は，①寝間という専用の就寝

空間を消滅させ，②住宅内の各室に蒲団収納のための押

入れを付設させ，③その結果各室は，就寝にも使われる

併用性の高い部屋として性格づけられ，④また一方押入

れの増加は，住宅内の壁面の増加を促し，⑤ベッドの導

入は，戦後の高度経済成長期の中で除々に進行し，その

ため板床の個室の増加を促した，等住空間に大きな影響

を与えた。

（2）収納家具の変化

　明治初期，庶民の手には収納すべき所有物は，それほ

ど豊かにはなかったため，一般に収納家具としては，衣

類用のつづら，行李，そして一部で箪笥，台所用の台所

棚，蝿帳ていどのものであった。明治末期から大正にか

けて（前述のように）衣類の多様化，綿蒲団の普及に伴

い箪笥，押入れが普及しはじめた。さらに，戦後の高度

維済成長期に入り“モノ”の増加に伴い，各種の収納家

具が飛躍的に多様化，増加した。（詳細は六章参照）

　　箪笥に関して，その普及の特徴を簡単に述べておくと，

箪笥は，江戸時代，特に町八の間で飛躍的に発達した。

特に商店の店舖にならぶ帳場箪笥や薬箪笥あるいは行商

箪笥，衣裳箪笥，さらに箱階段など“必要に応じ多種多

様に工夫されはじめた。これは，大鋸，台鉋などの薄板

加工道具が大衆化されたためでもあるが，他方，公家，

武士に比べ，挟い住宅で便利な収納が必要とされていた

　“生活の必要性”の問題を重視すべきであろう。明治中

期になると各地で地方色豊かな箪笥が開発されだし

（イ）収納の洋風化

　明治以降，高級官僚を中心の洋服が徐々に採用され，

大正時代には，都市の男性労働者のかなりの部分が，仕

事着，通勤着として洋服の着用するまでになった。それ
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江戸時代 明治 大正 昭和
10 20 30 40 10 10 20 30 40 50

夜着，掻巻

綿掛け蒲団 普及 化繊蒲団，夏蒲団，肌掛け

就
タオノけント，ヘビ蒲団，子供用蒲団■■■■■■■．

藁すべ，稗穀

寝 象潟蒲団，紙奏，綿敷蒲団 綿敷蒲団の普及 化繊蒲団，ヘビー蒲団，子供用蒲団■■■■■■■■■■1i
ベツド

具 毛布 シーツ
蚊　張 普　及
寝　間

マヅトレヌ槽　　　　　鵬毛布，粁毛布　　　毛布・／一ツカ塔及一蒲団掛仇枕カハー　　　　　　画コ．

押　入 普　及
櫃・長持・つづら・行李 一　■　　一　　一　　一　一　　一　一　一　　’　　1　i一　　‘　　一一一一一一’，一一一．衣装カ1／，衣装ケース，衣類箱（押入用）

箪　笥
仙台箪笥，佐渡箪笥，庄内箪笥

収 二国簸笥，京吝臓笥，神戸箪笥
　　　　　　　　画・化の進行東京箪笥（桐斑笥）

整理箪笥，ベヒー堕笥，押入箪笥
盆式洋服箪筒 和箪笥

納 吊式洋服箪笥 洋服箪笥，7アソシ」ケース，ロッカー
棚，板厨，膳棚 ミズヤ
釣戸棚，蝿張

食器棚
具 普　及

上り権の下 下駄箱
衣桁，衣紋掛げ，衣紋 ・ソガー（壁掛げフヅク）

」匡璽璽口飴・妹几・藁蟻
一　　1　　　一　　．　　■　　i　■シュータソ ／ユタン，カ｛ヅト，花コザ，重ね敷マット

座 董童，コザ（上床用，土間用） 玄関マヅト，湯上りマット，コタツ敷
具 旦
台

座蒲団

家 蝶足膳，宗和膳，猫足膳 ホームコタイミニテーフル
具 胡桃膳，木具膳，箱膳 チャフ台一■1111■7〔；座敷机

敷 飯台，腰かげ
物 テーブル，机 上床家具化タイニソク壬ツト

書斎机・イス
DKテーフうレ・イス

イス，ソ7ア 勉強机・イス
応接セヅト，文化セット 応接セソト リビソクセヅト

囲炉裏 一　　一　　一　　　一　　　一　　i一

暖
藤火鉢，陶火鉢，桐火鉢
長火鉢，箱火鉢 レソタン火鉢 一■　・　　一　　一　・　i　‘　‘　‘　i‘　i　一一　　一・一．’
コタソ（堀コタツ）

行火
房

炭ストーフ ）府1ストーフ 一　　　一　　一　　‘　　　■
具 暖炉 一　　‘　　　一　　　一　　　　一　　一　　一　　一　　‘　　’電気ストーブ 箪冥ストーフ；電気コタツ，電気アソカ，足温器，電気膝かげ，電気毛布，電気敷布，電気カーベット

匿茎日油ス1一ブ 小型化　　　　普及

スチーム 暖房 ソトラルヒ］ティソク
箱提燈，弓張提供，ぶら

一　　　一　　　　■　　　i　・　　一　　　．　　一　一提燈，・」佃原提燈，馬上提燈，カ糺とう等カス燈 ・街燈（電燈） 普　及
燈籠，辻提燈，．辻行燈 一　　L　　’　　‘　‘　一　一　　．　　’照 ヒデ鉢，燈台，手燭等 ‘　　一　　　一　　‘　　　　一　　　i　　　一　　　一　　　一　　　一　　一　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　I　　　一　　　・　　‘　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　一　　’　　．　　■
さげ行燈，角行燈，丸行燈、有明行燈 ’　　　一　　一　　一明 1行燈，雪洞，釣行燈，八罰等

ランフ’ 普　及 置ランフ，台ラ／7
一　　一　　’　　　一　　一吊ラソズ下向ラソフ；空気ラソプ

具 スタ／ト、フロアースタソトニ刷式 ンーリンク引
電　燈 普　及 ブラケット，ベンダント

ガス燈＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 一　　・　　　　　’　　　　1　　　一　　　　　■　　　　一　　　　　．　　　　．　　　　一　　　一　　　．
桶，盟 一　　　一　　　一　　　一　’　　　一　　　一　　一　　一　　■
据風昌，鉄砲風呂，子錦軋呂

脱衣カコ，湯かき，手桶，洗面器，腰掛け，鏡等
■’　．■　■　・　一　一　’　　■　一　　「　一　一　一　一　　一　　一　■　1　一　一　■　　一　一　一　一　一　一一　一衛

璽亘1（五右衛門風呂 浴室（娩衣場，洗し端の併設）一一普及
生

（銭湯） 一　　■　　　一　　　　一　　　　‘　　　　一　　　’　　一　一　　一　　　　■　　　一　　　　一　　　　一　　　　　一　　　．　　　一　　　一　　1　　　一　　　一　　　一　　　一　　　’　　　一　　　’　　　．　　　　’　　　一　　　．　　　．　　　一　一
家 ■　　■　　　1　　　一　　　一　　　　一　　　■　　　一　　　一　　■　　■　　　一　　i　　i　　　一　　　一すのこ 浴室マット

具 手　橘一　　　　一　　　一　　　　’　　　一　　　　　■　　　　1一　一　　一　一　　一　　i　一　一　一　一　　一　　一　　■　　一　一一　■　’　一　■　一　■　’　　一　一　」　　■　一　’’　一　’　一　■　一　一一　．■　　一　■　一　　’　一　一　’　一一二二ニユー唖函 洗面化粧台
ひしゃくI　　　　　　一　　　　　一　　　’　　　一　　　　一　　　　一一　　　一　　　一　　　一　　一　　’　　一　　　一　　　一　　　　一　　　一　　　　一　　　一　　　　‘　　　’　　　‘　’　　　一　　　一　　　　■　　　一　　一　　一　　　一　　一　　一　　　一　　一　　　■　　　一　　　■　　　一　　　■　　■　　　　一　　一　　　■　　　一　　　．　　一　　　一　　　一　　　■　　一　　　一　　一　　一　　　一　　　一　　■　　1
小　闘

■　　　一　　　一　　　一　　　　一　　　一　　　　一■““一一一“一一一““一■■“一一一一一“一1■■1一一一一一“’一一一一“’一一一一一1－1i‘一一’一“洗面器 洗面台
手水鉢一　　　’　　　‘　　　■　　　一　　　．　　　一

““・i’’一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一＿＿＿＿＿＿＿一＿＿＿＿＿一＿＿＿＿＿一＿一＿一一．．手水鉢 手海ツン
座1 ，手帝，竹怖，）1o：I〒　㌣ 一’■■’“’、レール用箒，卓上箒
ちり取り 一　　　　一　　　　一　　　　1　　　　一　　・　　一
はたき，布ぱたき，毛ぱた ．　．　　一　　　一　■　　■　　’　　．　■．家 桶 バケツ 一　　　　一　　’　　　■　　　　一　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　一　　　一　　　　一　　　　■　　　一　　　■　　　　一　　　　i　　■　　　一　■雑　布

掃除機 普及
家 柄，蜘 一　一　　一　’　　一　　一　　’　　　一　　　一　　■　　　‘　　■　　一　　　．　　一　　’　　■　　’　　　■　　’　　■　　一　　　一　　．　　　一　　’　　一　　一　　・　i洗瀧板 洗縄．機

炭アイロン 電気了イロソ 普及　　　　スチームアイロニ■．、ニアイロノ二槽洗潤機，全自動洗溜機
具 火のし，火ゴテ

紡き車，糸巻き班，機織機 ・　　．　　　一　　　　一　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　・　　　　　．　　　　　一　　　　一　　　　’　　　　一　　　　’　　　　一　　　　一　　■アイロン台→アイロソ板
針　箱 　　小型化‘　　．　　一　一　　一　　一　　．　　一　　一　　．　一　　一　　i　　’　　　一　　’　　一　　・　　‘　　　i　　一　　一　　一　　一　　’　　．　　　　一　　■　　一　　　一　　一　　一　　一　　■　　一　一

、ソソ 普及 ポータフル、ソニ■
注）口内の家具は，空間化したもの
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に伴って洋服収納のための，専用家具も合わせて導入さ

れた。しかしこの洋服収納のための吊り式洋服箪笥の採

用に先立って明治中期まで盆式洋服箪笥が使われている

これは明治中期頃，まだ洋服が世帯主の式服・礼服ぐら

いしか持たれず，数少ない貴重な洋服を収納するという

要求から，江戸時代に使用されていた両開箪笥に改良を

加えたもので，洋服の型を崩さない程度に折りたたんで

盆の中にしまうものであった。しかしその後洋服の所有

量が増え，いちいちたたんで盆の中に収納する事が面倒

になり，吊り式洋服箪笥の導入を促した。

　一方盆式洋服箪笥は，その後，高価な和服を収納する

和服箪笥として今日に至っている。

（口）収能家具の多様化の内容　　　　　　　…（略）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　1）「ふだん生活」の定着，増加（柳田国男の“不断の

生活”の注1参照），これが賃金労働者生活の特有の生活

リズムとして発生，定着してきた。これに伴い，衣服を

はじめ，諸生活用具が増加し，収納家具の質，量を増加

させた。

注1一生活をとらえる「ハレ」と「ケ」の概念に，新た
　に「不断」の軸を加えたのは，柳田国男が最初と考え
　られる。定本柳田国男集第十四巻「木綿以前の事一働
　く人の着物」（昭和11年）の頃で，着物は三っの種類
　に分かれており，その一つは晴着，第二は働く時の着
　物，「第三には仕事から帰って，うちにいる時に着て
　いる着物」と分類している。そしてこのうちに居る時
　に着る着物も昔から存在し，『バンギ（肥前半島）と
　いったり，ヨサイギモノ（下甑島）といったり，ヨーウ
　マアサマ（伊豆新島）といったりする。』とその呼ぴ
　名が挙げられている。しかし，ここで，「ケ」と「不
　断」とを同一視して展開されており，その結果『うち
　に居る時に着ている着物』が古くから存在すると結論
　づげているが，我々は「ハレ」の生活に対する「ケ」
　の生汚が，主に生産労働のための生活であった事に注
　目し，仕事着をケ着と考え，仕事以外の夜の不断の生
　活に着用する着物を不断着とした。このように分げる
　事で不断着を着る不断の生活は，都’市労働者層の形成
　に伴なって登場した明治以降の新しい生活として本論
　文では展開させていく。
　筒，この項以外ではケにフダンも含めて「　」という
　概念で統一して使用している。

　2）収納家具の機能分化　　　　　　　　　（略）

　3）収納物の個人化　　　　　　　　　　　（喀）

個人所有物の増加は，収納家具の個人化，あるいはこれ

に伴う，個室空間の確立を促がしてゆく

　4）収納形式と，使用様式の変化

明治中期に衣類用収納具として箪笥が普及し，その後

表4－2　収納具の変化

9治 大正 昭和
10 20 30 ｛0 10 10 20 30 40 50

箱型収納o 納戸一仰入れに設に 季節外の衣蟹など

畏　持 一I’1一■．■■一’　　’　　．　　一衣簑カノ

つづら 一　　．　‘■　’　　’’‘■　一　　’　　　一　’　一衣裟ケース
柳行季行　季 一■．‘衣頑箱1

棚型収納棚 ’一一　　一水切り棚
阪　厨 戸　棚

床上立式台所の畳均
鴉　棚 釣戸n DKフ’ラソの苫及

’　’　’
釣戸蠣

U陣

●　帳 スヤ 一一　■　’　．　．　・

靱屋戸η 本　mI 困 Uカ、二｝川
仰込み 1‘・一■■　1＾一一一一‘一　　一I’一’一一■造りつけ サイトホート
入れ

1：り便 ■　■
抽斗型収納 地カ竈箇日　笥 ｛理η筍

仙台呵箇
陸処竈笥

塵㍉寿
和胆口罰

庄内竈謝＝ 三国煎笥 俸㎜■笥’
京早囎I 一ビ〃㍗n

官 入れタノI

既測胆の登糊フ丁ノシ1不断肩の登靱 ケー1 o
チ！スト

乱れ箱 ■　一　■　■一●　1　一…’1
皮陰盆 ．‘　一　　111　I1　’1　一　’　‘　’□ L一衣胴カゴ

掛け式収納衣　桁 1　　■　一　　’　一　’　’　　一●　1　■一　■1　’　■　1　11　■　一■●■1i ○匝酊一一…一一一・ £狽け乃o
EEヨ…………一一

・ノガー鰍症附1 　‘一一一」

衣放昇 ．．■」
■

I　NDEX

［コ舳鵬

［］固敵具
　　1隻問化〕
＿　寮具が存㏄

　　消　■

「L㌫及

○舳舳入

て｝蝸への閉
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様々な収納家具に分化する中で，収納方式自体もいくつ

かのパターンに分化した。これは所有物の量・質両面に

わたる飛躍的な増加とも関わっている。衣類の増加の結

果，例えば夏であれば夏物の以外の合い物，冬物といっ

た衣類は，当分決して着る事はないから，これらの収納

は，その季節が未るまで全く手をつけない完全な収納が

必要となり，主に押入れ等の衣装カン・衣装ケースが収

納家具としてあてられる。これらは，箱型，抽斗型の両

方があるが，その基本は底が深く衣類を何枚も積み重ね

てしまうものであり，大量の衣類を衣替えの時期までま

とめて収納しておく働きを担っている。一方夏物のうち

よく着るものは，出し入れしやすく整理された整理箪笥

に，夏物であってもほとんど着ないゆかたや縮織つのハ

レ着は，必要となればすぐ出せるが日常あまり手をつけ

ない和服箪笥の中に折りたたんでしまわれる。また，今

すぐは着ないが，明日会社や学校へ来ていく服，あるい

は外出から帰宅して着がえる部屋着やゆかた等は，衣紋

掛けやハンガーに吊して長押に掛けておかれるであろ

う。このように衣類の増加の結果，収納は完全な収納か

らちょっとした収納までの何段階かに分かれ，衣類の使

用程度に応じた収納家具が使いわけられるようになって

きている。
(ハ)　収納家具の変化が住空間に与えた影響

　一つは，問仕切りの壁面化を促した事である。在来和

風住宅は、部屋と部屋との問仕切りが，襖や障子であり

その解放性はきわめて高いものであった。ところが明治

中期になり，箪笥が普及してくると，箪笥を寄せる壁面

が必要となってくるまた箪笥を置く事で，置かれた部分

の間仕切りは，可動不可能となつ壁同様の存在となる。

一方，衣類をちよっとかたずけておく“掛け収納”の増

加も壁面，長押の増加を促がしてきた。

　第二は，収納物の高積化にである。

ぐ

舳～二つ舳而竈　　　　　　　　　杓州舳｛　　　一川いたに川州！一≡一舳川i咄n・1吻」小舳r一　　　川水㈹1」・コーll■泄よll」　　　　　　■舳±州唖r立1ユピ帝1r一竈旺’〕文化史、ピj　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’〕虻叱仙＝I3一

図4－1　箪笥の高積化の傾向

　図のように収納物が増加し，これが上に上に置かれて

ゆく。このことにより，さらに収納家具が「タテ」に増

加してきたわけである（現代のユニッ卜家具など）。この

ことにより，かって座姿勢で，あるいは膝まづいた姿勢

で出入れしていたのが，中腰，あるいは立姿勢で使用す

るようになってきた。（生活様式の立化の一側面）このこ

とにより，最も頻度の高い収納物が，高い位置に移動を

してきている傾向もみられる。

　第三は，収納家具の増加による，室面積の“利用面積”

の相対的減少である。和箪笥，洋箪笥が置かれ，さらに

鏡台などがある主寝室に，蒲団を二組しくと，従来あっ

た通路空間がなくなってしまう。これらは，さまざまな

生活様式に影響を与えたと考えられる。例えば，これま

で夜間の通りぬけ室が不可能となるなど、室の専用化と

も関係してくると思われる。（大正，昭和初期の住宅には，

通りぬけ室が非常に多い→第五章に関連する）

　第四は，収納家具の空間化である。かって蒲団箪笥か

ら押入れが定着，建築化されたように，現在，箪笥とこ

の他の収納家具は，壁一面のユニット家具化する傾向も

みられる。しかし，明治後期以降，いちじるしい変化は，

台所洗し台の下部の収納化，あるいは流し台の固定，設

備化に伴う，上部の収納化であろう。

　第五は，逆に，空間がコンパクトな家具に変化するこ

とである。例としては，下駄箱がある。かっては，履物

類は，緑の下，上り櫃の下部に蓋つき戸をつけて収納さ

れていた。（戸なしの場合もある），履物の増加，（目的

別化，季節別化，個人別化）に伴い，この専用家具化が

促されたのである。（さらに今日では，この下駄箱が再び，

“つくりつけ”化となっている傾向もある）。

（3）座具，台家具，敷物の変化

　床面に直接置かれている，イス，ソファー，座蒲団，

チャブ台，机や，莚，ゴザ，ジュータンの類である。こ．

れらは，起居様式のあり方と深く関係している。

　従来，これらの家具は，単純に「和風」から「洋風」

へあるいは「ユカザ」から「イスザ」へと説明されて

きた。ここでは，もう少し詳細にその変化を追跡したい。

　明治初期の庶民の住宅は，畳面を中心とする上床面と

台所・玄関などの土間面から構成されている。座具とし

ては，座蒲団（上床利用），縁台，林机，腰かけ，（土間

床及び屋外）が，台家具としては各種膳・文机（上床），

飯台（土間床）が，そして敷物としては畳（上床），莚・

ゴザ（上床・土間床）等わずかな物しか使われていなかっ

た。また全般に土間床で使う家具の方が多く，座具にこ

の傾向が強い。しかし今日住宅内において土間床面は大

幅に減少しており，床面は畳面と板面の上床だけで構成

されるに至っており，この上床面で表（略）にみられる

ような多様な座具・台家具・敷物が使用されている。そ

して今日の上床面で行われる生活行為もイスザ，ユカザ

の二分類では把握できないほど多様な形態を展開してい

る。しかも注意すべきことは，明治以前にイスザに類す

る行為が土間床を中心に各種存在したことである。例え

ば縁台での急速や夕涼み，機織作業，「ヤタイチ」と呼ば

れる一杯飲み屋の飯台・腰かけでの食事や飲酒，町家の
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ミセ先の上り櫃での商品の売買や客の応待等がそれであ

る。このような歴史的背景と経験を基にして，明治以降

「洋家具」の導入・変形定着（日本化）が進み今日の座

具，台家具，敷物の多様な生活に至っている。

（イ）上床使用の座具・台家具・敷物の普及時期

　明治初期に欧米から「洋家具」としてソファ・イス，

テーブル，ジュータンが導入された。これらはいずれも

下星床に置かれる家具であるため，その採用は官庁や上

層の邸宅として建てられた洋館に限られていた。その後

大正期に一部のホワイトカラー層が和洋折衷住宅として
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　板床の応接間を持つようになると，この板敷上床部分に

「洋家具」が導入されるようになった。そして戦後の高

度経済成長期の中で，板床の居間（洋間）の増加に伴っ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て「洋家具」は普及していく。一方畳面などの上床（和

室）で使う座具・台家具・敷物は，明治初期にはかなり

少なかったが，明治後期から大正にかけてそれまでの個

人膳がチャブ台という共用膳に変ったのを始めとしその

後，座敷机など台家具を中心にその数を増やす。戦後の

高度経済成長期以降，ミニテーブル，折りたたみ台など

小型の台家具が増加し，またクッション，スツールや

ジュータンなどの「洋風」の座具・敷物が和室にも持ち

込まれ，和室の座具・台家具・敷物も飛躍的に増加して

いる。

（口）変化の特徴（チャブ台の定着）　　　　　（略）

茶のむ　　　　　　　　主人用囚…痙甲…卿
肥

ほ台1寝樹け式〕

水道の設口
口
　　　・　　　・　‘　　　　1
　　　　　　　　．・　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一．一i　　　　　　　　　　　．■・　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　油料理の幻加

西洋科理の4入

会器敦の幻加
食器の多割化
灸器の変形

茶の閥　　　　小
化

　チ

（　プ
卓　台
撒

　．箱　蘭
’　　c家・繭家値用一人用
一・［荘コ

女中の消伐

家

化

専簑主’司の登均

都市への人口集中

図4－2　卓袱台の成立要因

表4－3　食事用具の変化

　食膳特徴点　　謄（宗和膳など）箱　膳 チャブ台 ‘　　　　　　．アーフル

使用単位個人別 個人別 家族共用 家族共用

使い方 移　動（しつらえる）移　動（しつらえる）可　　動（しつらえる）固　定

傲　能 単一（食膳）併用 単一（食謄）単一（食膳）

使用目的食事専用 食事専用併用 併用

(ハ)　洋家具の導入による住空間の変化

　明治に入り欧米よりソファ・イス・テーブルを始め様々

な「洋家具」が導入され，まず役所，学校，洋館づくつ

の邸宅などで採用された。これらの「洋家具」は，下足

床で使う家具であり，そのために「足」を持っていた。

そのため，当初官庁や高級官僚の邸宅においては，下足

で上がる洋館建築をつくり，そこで使用していたのであ

る。大正期に入ると，都市の官僚を始めとするホワイト

カラー層で接客用としてティーテーブルとソファ・イス

が採用された。これは在来の和風住宅の玄関付近に上床

形式の板床の部屋（応接室）をとりつけた和洋折衷住宅

で取り入れられたもので，それまでの下足床で使う官庁

等の洋家具とは導入の在り方が異なっている（変形導入）

つまり洋家具の導入を下足床ではない板敷の上床を持つ

空間を新たに登場させることで果したのである。この板

床の部屋（洋間）は，それ以前の在来の和風住宅や農家

の板床部分とは本質的には全く異った洋家具の使用を前

提とした壁面を多く持つ独立室である。

(ニ）洋家具の和風化

　下足床で使用されていた洋家具が庶民の間に普及する

過程で板敷の上床室（洋間）で使われるようになった事

を指摘したが，その他ソファに腰かけるだけでなく床面

に直に座ってソファの脚部を背もたれに使ったり，また

ソファに腰かける姿勢もあぐらや正座、・横すわり，さら

にはねころがったり，膝枕をしたりと畳床での姿勢をソ

ファの上に持ちこんだように多様化している。また

ティーテーブルもイスに腰かけて使う他，床に直に座って

書き物をしたり，食事をしたリ，裁縫をするなどユカザ

的な使用がされている。テーブル（食卓）でも食事以外

ちよっとお茶を飲んだり，話しをしたり物書き机に使っ

たり，手芸をしたり，と様々な使いわけが行われており，

さらに急須，ポット，茶筒，食卓調味料の置き場や配坦苧

台としても使われている。このように洋家具をその目的

以外の行為にも使う併用利用や，当初考えられていた起

居様式とは全く異なる使われ方が多く存在している。ま

た住宅も洋間増加の傾向の一方で、統き間の復活の流れ

も存在しており，洋家具を和室に導入する場合もかなり
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ある。これは和室にソファやティーテーブルを入れて応

接間や居間として利用したり，ベットや帆・イスをλれ

て小供室としている。さらに和室で使う事を考えた足の

短かいユカザ式の各種の台家具が考えられた。例えばユ

カザ式で使う折リたたみ式の足を持つアイロン台である

とか，物書きやちよっとしたお茶飲み裁縫などいろいろ

使えるミニ机，さらにはだんらんの場となるホームコタ

ツなどである。また洋家具は当初下足床に置かれるため

「足」を持っているが，庶民の間に普及する中で，畳も

含めた上床に置かれるようになり「足」の部分が消えて

いく傾向を持っている。ソファや，「足」が消滅した座椅

子などである。台家具以外でもテレビ，扇風滞（ユカザ

使用の短かい脚部），ミシン（ポータブル化）にその傾向

がみられることは注意する。

（ホ)　敷物の多様化　　　　　　　　（略，六章参照）

　今日の我国の住宅の床面は板床，畳床の上にジュータ

ンを始めとする各種敷物が重ねられ，複雑に構成されて

いる。そのためスリッパの使い方も，室内どこでも履く

というものではなく，板床と一部の敷物の上では履き，

畳やジュータン等の上で脱ぐという履き分け使用であ

る。そのためスリッパの着脱はきわめて激しく，廊下用，

台所用と複数のスリッパが存在したり，おとなと来客だ

けはスリッパを使うが子供は履かせなかったりと分けた

りされている。しかし，部屋（和室やジュータン敷きの

部屋）の入り口にスリッパが散乱している風景や，スリッ

パの脱ぎ忘れた風景は今日よくみられるものである。又，

これらのことと関連し，玄関ホールの「スリッパ置」も，

この間に新たに登場した，わが国独自の家具であるとい

えよう。

(ヘ)　起居様式の展開

　今日，日本的な起居様式といえば，正座に代表される

ユカザを考えるが，江戸時代までの様々な絵をみてみる

と，「しゃがむ」「片膝立」「あぐら」「サブラウ」「腕座」

と実に多様な姿勢・姿態がとられていたことかうかがえ

る（図－略）。特に庶民の姿は，実に伸び伸び楽な姿勢・

姿態である事に注目させられる。ところが武士階級の登

場とともに，身分秩序を重視し，武家礼法が整備され，

正座が正式な座礼とされた。江司時代に入ると小笠原流

に代表される武家礼法は，行儀見習いを通して庶民の間

にも影響を及ぼし，さらに行儀の啓蒙書も各種出される

中で除々に庶民生活の中に浸透していった。特に明治期

に至ると礼法教育が小学校教育の中に組みこまれ武家礼

法はかなり徹底したと考えられる。その徹底の状態を知

るものとして座蒲団の普及がある。座蒲団は座具の一種

として登場してきたが，暖かいだけではなく床の堅さを

も柔げる働きを持っている。これは木綿の普及とともに

庶民の間に普及していくが，その採用はまずハレの場で

続いて日常生活の場にもとり入れられており坐礼の徹底

によってその普及が促されていると考えられる。しかし，

明治初期に机・イス・ソファを導入し，庶民は学校・会

社・兵舎でイスザの生活を体験しそれを基に行動目的は

イス式の起居様式を大幅に獲得していっている。特に戦

後の高度経済成長期にその動きが著しく，小住宅の中に

モダンリビングを実現すべくソファ・イス類を採り入れ

イス式の起居様式を体験していった。（正確には，従来か

らイス座式様式は存在していたから，ここでは，洋家具

による“背をもたれる”座様式の獲得といえる）

　そして今日では，礼法教育からの桎梏からも解法され

つつ，又，洋家具の導入に供う洋風的起居様式の無理な

模倣という梏桎からも解放されつつあるといえる。そし

て，古来から，床面を中心に，庶民が持っていた多様で

自由な姿勢を復活させ，洋家具（イス座）から習んだ起

居様式上の自由さを加え，今目では，床面と，床面上の

洋家具の独自な利用をしつつ，実に多様，多種な姿勢・

自由な起居様式を獲得しつつある段階にあると考えられ

る。
（ト）座具・台家具・敷物の変化が住空間に与えた影響（略）

（4）暖房具の変化

注2　囲炉裏をめぐって存在する様々な生活の解明は，
　佐々木嘉彦論文『いろりと生活一農村住宅の考え方
　（二）』の中で詳細に行われている。この中で佐々木氏
　は囲炉裏の機能としてr採暖や炊事だげではなく・乾
　燥や貯蔵にも利用され接客や家族の団らんの中心でも

　を兼ねていたのである。梁の上には籾や種子，野菜やコ
　ノニャク玉が貯蔵された。床下でもいろりのまわりに馬
　鈴薯などを囲い，凍るのを防いだ。炊事でも決して単
　純な使われ方ではなかった。自在かぎに鍋を吊す。お
　きを寄せて魚を焼く，いためものをする。一方で煮た
　きをしながら，他方ではそぱの五徳などでさめないように
　しておく，等々。それぞれの目的に応じた火を作って
　利用したのであったが，採暖でも同様である。上足ではむ
　ろんのこと，土足でもあたる。焚火だけではなく，コタ
　ツにも使う。外から帰ってきて冷えた身体を大いそき
　でちたためてすぐまた出ていく。火にあたりながら，同
　時に煮炊きにも便う。こういういろいろな使い方がある。
　　お客がくると，大いそぎで杉葉やしぱを炊いて湯を
　沸かす。寒い時はいろりは何よりのもてなしとな飢火
　種を入れたタバコ盆でもある。家族揃って茶飲み話に興
　じ，あるいはいろり端で仕事をしながら子供達にむかし
　話を聞かせる。赤い火ばその小道具として大切であっ
　た。」と解明し，そしてrいろりは，このように実に多
　目的に峻われた。そしてどの機能をとってみ手も農家
　の生活にば必要なことであった。今日のプロハノガスは
　一つソ）器具でこれだげの用に耐え得るだろうか。」「…
　これだげでも農家の生活からいろりが姿を消さない理
　｛がほぽ理解できるように思われる。」と結んでいる。囲
　炉堪がきわめて多目約な機能を持っているから・「Lろ
　りをめぐる生活全体をつくりかえ」ないかぎり，囲炉暴の
　梢滅ぱ困難であるとしているのでおる。ここでば・囲炉
　裏の存在を詳細に，構造的に解きながらもその多旦的
　な健用による囲炉壊自体が持つ内部矛盾についてぱ吝及
　されておらず，その後の高度経済成長期の中で農村から
　閉炉褒が一帰される状況の予測には至っていない。

　佐々木論文（注2）の中でも指摘されているように「い

ろりのまわりに座っている人の位説が最も冷」く　「いろ
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りのそばの雑布が凍」る場合もあった。そのため採暖効

率のより高い1暖房具が求められ，まず火鉢類が，そして，

各種ストーブが普及し，暖房の中心は専用暖房具に移っ

ていった（併用から専用へ）。その緒果，囲炉裏や火鉢が

持っていた併用機能は，それぞれ新たな家具を登場させ

た。ストーブ類の普及が，全く新しい家具の登場を促し

たのである（家具の分離）。例えば，火鉢からストーブヘ

変ったため，湯沸コンロ，沸いた湯を保温させるポット，

灰皿，海苔や煙草などの乾燥保存箱等々が分離・増加し

ていったのである。

（イ）固定から移動へ

　日本古釆の囲炉裏が固定家具（設備）であったように，

外来の暖房家具も，暖房・ペチカなど固定家具（設備）

であった。しかし，わが国では，火鉢，置炬燵など可動

小型かつ部分暖房家具が存在していた。（江戸時代中期，

町人生活のなかから発達）

　明治中期頃，洋風生活の導入により，わが国でも上層

では，“和室に暖炉”を備える設計など，奇妙な和洋折衷

住宅が発案されたこともあった。しかし，戦後に入り庶

民層にストーブが採用されるころには，ストーブ類は小

型化し，上ユカ使用を前提とした“足なし，可動家具”

に変化して定着してきている。

　又，わが国古来の部分（局所）暖房方式に対し，洋風

の全体暖房方式との対立は，今日に至っても解決されて

いるとは言えない。むしろ，今日では，かえって各種の

局所暖房家具が多様に開発され，（電気炬燵，電気アンカ，

足温器，電気毛布など），これらの単独利用，あるいは，

ストーブと併用など，複雑に暖房装置を開発しつつある

状態といえよう。これらのなかで，現在，最も矛盾を深

めているものが寝室のベットである。つまり，蒲団を局

所暖房具とみた場合、古来，わが国では冷たい室で，暖

かい蒲団に寝る方式を採ってきた。ところがベットは本

来，室全体が暖かい室に，薄掛毛布で寝ることを前提と

した家具である。ところが，終夜、寝室全体を暖房する

ことは経済的にも，又、（これが大きい理由であるが）日

本人の生理的にもなじまない。従って，ベットに厚掛蒲

団をかけて＜冬期は）寝るという“和洋折衷”を行って

いる。このことは，寝姿勢を窮屈なものにし，蒲団のズ

リオチも生じる。さらに，ベット室に，各種掛布団の抑

入収納も必要になってくる（洋間に押入）といった二重，

三重の矛盾が生じてくる。和室，抑入れといった室は，

多目的に利用されるか，ベットという大型固定家具は，

使用目的を固定し，その上，収納空間を要求する矛盾が

存在するのである。このような矛盾から暫時的に，蒲団

を（他室から）移動したり，又，“電気毛布”といった，

わが国独特の寝具が発想されたりしているのである。

（口）室11屋房具の使いわけ利用．　　　　　　（略）

り　局所1暖房の要求　　　　　　　　　　　　（1喀）

小醜の局所媛励　　　　　　　　　　　大型圃定の全重硬房

［璽・ 岸風ヌトーフ

囲炉里 覆・炉
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　　　　　　　図4－3　暖房具の変化

←）暖房具の変化が住空問に与えた影響

　明治以降の暖房具の変化が空問に与えた影響は以下の

二点である。第一は，ガスストーブ・石油ストーブなど

の室暖房具を採用した結果，それに見合う壁で囲まれた

小室の確保が必要となり，壁面の増加による住宅の小室

化が促された事，第二は，小型のガスストーブ・石油ス

トーブを持ち運んで使用し，加えてホームコタツや電気

力一ペットなど座式の局所暖房具を併用する緒果，

ジュータン，力一ペット，コタツ敷が床面に敷き重ねら

れ，和・洋室にかかわりなく床面が中性的な形状となっ

た事である。又，火鉢，炬燵の普及と（次項に示す）電

燈の普及は，大正期以降の「茶の間」の質的定着を促し

たといえる。

（5）照明具の変化

　江戸時代の中期頃までに，町人を中心に燭台，燈台，

行燈，提燈といった照明専用具が定着した。しかし「ご

くたまに，必要に応じてっける部分照明具」の域は出ず，

明治中期から大正にかけての石汕ランプの普及，その後

の電燈の普及によってはじめて庶民は，“夜の生活”を獲

得したといえる。このことにより，庶民の生活様式は大

きく変fヒしてゆく。

（イ）変化の特徴

　電燈が大正から昭和にかけて普及する巾で，それまで

の照明具に付随して存在した各概の家具が消滅した。例

えぱ行燈を使うためには，行燈の他に火打石，つけ木，

極火入れ，梵えがら入れといった物が行燈の付近に必ず

存在していた。また，台所等の土問部分には，燃料であ

る菜種汕等の入った汕瓶が置かれて’おり，ここからひ
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しゃくや漏斗や片口で徳利や壷に移し行燈に補給する事

が必要であった。

　また燭台であれば燭切りはさみや燭切り壷が必要で，

始終燼を切ったり蝋燭を替えたりと手間を必要とした。

明治に入ってランプが普及するが，火をつける，油を補

うという行為は必要で行燈同様の細々とした家具を必要

とした。さらにすすでほやが汚れるのでランプ磨きのた

めの昼間の仕事が新たに加わったのである。このように

電燈登場以前の照明具には，実に多くの付属家具と，そ

れらの家具を使った，燃料の供給，手入れのための各種

の行為が存在していたのである。このような生活におい

て社会化された光源に依存する電燈の出現は画期的で

あった。燃料を補給するための全ての家具と行為及び燃

料を保存しておく空間（土間空間）が電線の架設によっ

て消滅した。

　そして，従来の行燈への点灯が，座り姿勢で行なわれ

ていたことに対し，石油ランプ，電燈と立ち姿勢で行な

われるようになったことである。わが国の起居様式がこ

の間，立ち姿勢を多くしていったが，それは，イス・机

の採用によるものばかりではなく，家事作業や，このよ

うな照明方式の変化による側面も無視できない。

（口）照明の社会化　　　　　　　　　　　　　（略）

（ハ）局所暖房の要求　　　　　　　　　　　　（略）

社会化された主な生活 社会化の内容
生産分野 脱穀，モミ摺り，精白，養蚤農協などの共同化

企業化
生活分野 漬物・味噌一の製造、保存，企業化

糸繰り機織り，裁縫
薪づくり・収納 カス（公共事幾〕
水くみ 水道
搾油，ほやそうじ 電気
洗濯 洗濯屋
育児・教育一看病 保育所・学校・病院

冠婚葬祭分野婚礼，葬式，一加冠 企業化，仕出し屋
集会 公民館

図4－4　生活行為の社会化

（ニ）　部分照明から全体照明へ　　　　　　　　（略）

　　…「置き式照明」から「吊り式照明」へ変化したこと

は，その点灯動作だけではなく，そこでの行為内容も変

化させた。それは，“部分（局所）照明”から“全体（全

室）照明”への変化でもあるからである。

　大正末から昭和にかけての電燈の普及は、庶民レベル

では“一家一燈”の時代からはじまる。この時，興味深

いことは，その一燈が，応接間でも玄関でもなく，台所

からであったことである。一般に褻の空間からの設備，

家具の充実は，これ以降，高度経済成長期も続く傾向で

ある。そして，この台所の一燈の電気は，炊事作薬が終

ると，長いコードをひいて“茶の間”に移動した。そし

て，ごの一室（茶の間）で食事，だんらん，夜の家事仕

事，勉強などが，多目的に集中して行なわれ出したので

ある。
（ホ）　照明具の変化が空間に与えた影響　　　　（略）

　エネルギー源が社会化されたことに伴い，従来の行燈

ランプなどの燈火に伴う，道具，空間，そこでの行為が

消滅した。又，照明をはじめ，各種の電化に伴い，これ

らの設備化が進行したこと。

（6）衛生家具の変化

　人体の保健・衛生に関わる家具として，本節では沐浴

具，洗面具，手洗い具のそれぞれについてみる。これら

の家具は，水の使用と深く関係する家具であり，給水の

設備化，及び風呂場の成立と深く関係する。

　明治初頭，多くの都市庶民の生活水は井戸水に依って

いた。それも全んど共同井戸であった。共同井戸から水

を運んで溜めて使うのであったが，共同井戸は単に給水

の場としての機能だけでなく，洗濯，行水，洗面，米磨

ぎ，野菜，鍋などの下洗いなど多目的に使われた。

　従って，各戸に，台所，風呂，洗面所などの確立した

空問が存在せず，逆に，桶，盟，手桶といった家具を運

搬し目的を達していたわけである。

　沐浴の場合も，（回数は少なかったが）江戸時代，直焚

が始まる以前は，風呂桶を（適当な場所に）すえ，湯を

わかし，運んで入れて入浴した。入浴は少なく，「もらい

湯」や「二度焚き」「三度焚き」が普通おこなわれていた。

現在のように，わが国独自の風呂場空間（洗い場を持つ

空間と，たっぷり湯に肩までつかり，洗い場で手桶で湯

を汲んで体を洗う入浴様式）の確立は，庶民レベルでは

昭和時代になってからである。

I「□
　　　　　　　○　橘風呂は移動式であるため・沸す都苧井戸の近くI
　　　　　　　　　　軒に自由に迎んで使った。冬期は土問に持ちこまれ
　　　　　　　　　　る事もあった。

　　　　　　　　　　固定式の五右衛門風昌が、風呂桶の主流となり、内I二鱗1；籔黙111議

　　　　　　　　　　れることもあったo
m「口滋驚鞭1鱗

　　　　　　　　　　確保される。
w「F

　　　　　　　　　　残り湯の生産利用の中止．貰い風呂の習慣の消漬の
　　　　　　　　　　繕果，家族のフ’ライパシーの確保が重視され，新た
　　　　　　　　　　に洗い場．脱衣場が加わり，より広い空間として家
　　　　　　　　　　の臭に収まる。

図4－5 風品変化（稼動家具から空間へ）

（イ）洗い場の確立（外洗いと内洗い）

　入浴様式を特徴づける最大のポイントは，外国のよう

に「湯の中で体を洗う」か，わが国のように「湯の外で

体を洗う」かである、，わが国の様式は，この為に特有な

空間，「沈い湯」と，特有な家具「汲桶，洗面器」を必要
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としている。将来，欧米式のバスタブとシャンプー方式

の入浴様式になってゆくのかどうか，もう少し詳しく

わが国の入浴様式と空間の変化の過程を追ってみる。（図

4－6）は昭和20年頃の農家の風呂場である。風呂桶に入

　　　　竈ム石｛巧合κよ，ては阪．丸太．ユノ＝1　　　　が擾」てム引　　　　　　．
　　　　ニニセOみ台促Lて肌昌筍へ入るが．その饒虻
　　　　風呂｝に手ぼいを＾Lて、手・足の局れセ犯L
　　　　たり．蠣を洗oたリする灼でもあるo従うて一

手｝けに用Lて，・なかoた・

図4－6　農家の風呂（洗い場の萌芽）

る前には，踏み石部分に立って，風呂桶に手拭いを浸し

て，手や足の汚れを流し，それから風呂桶につかり体を

中で洗っている。確かに農村では農良仕事のため，手足

はいつも泥だらけであり，加えて草履などの簡単な履物

を使用しているため，その汚れは著しかったと考えられ

る。そのためもあって風呂の残り湯が生産利用されてい

る段階から外洗いと内洗いは併存していた。ただし，入

浴行為の中心は内洗いであったのである。それが今日の

外洗い中心の入浴方法へ変化するのは，外洗いの行為の

多様化とそれに併なう小家具の増加の結果である。今日

洗い場での行為としては，「体を洗う」他に「洗髪（シャ

ンプー，リンス，トリートメント）」「洗面」「ひげそり」

「ちよっとした小物（ハンカチ等）の洗濯」と実に多様

であるこれらの行為は元来は風呂以外の場所で行われて

いたか存在しなかったものであるが，これらが，手と足

を洗う踏み石部分に次々と持ち込まれ，加えてそれに併

なう小家具（手桶・洗面具，石ケン箱，シャンプー，リンス，

ひげそつ等々）が持ち込まれる事で，踏み石部分が拡大・

充実し今日の洗い場を形成するに至ったと考えられる。そ

して風呂の残り湯の生産利用の中止が，これらの行為を

より促し，加えて石ケン類が自由に多様に便われるよう

になり，その一方でより快適な入浴を行うための浴槽内

での内洗いが規制される方向に向い，今日の外洗い中心

の入浴様式が確立したと考えられる。しかし，例えば今

日銭湯に入ってみても，かなつの人が手拭いやタオルを

湯舟に持ち込んでおり，その意味で内洗いがまだ残存し

ていると言える。また外洗いの行為とそれに伴なう小家

具の増加が洗い場の確立を促したことはすでに見た通つ

であるが，小家具類の置き場は未確立であり，その一方

で小家具類はどんどん増え族けており（前記以外にも例

えば，浴槽及び浴室洗剤とタワシ・スポンジ等がある）

洗い場に小家具が散乱した状態が今日存在する。外洗い

中心の今日の入浴方法と並行して，「たっぷりの湯に肩ま

でつかる」事が獲得されているが，これは残り湯生産利

図4－8　裏長屋の風景（「風俗画報」より）

貰い腸の習狽
沸かし直し
湯の中で体を洗ラ

むにつかって内洗い

手・足の汚れは外洗い

給

外洗い行為の多様化

排水設備の充実
石ケソの多様化

　　　　　　　　鐵湯の経験

生産利用
からの解放風呂焚きの簡略化

　　1（石油’ガス化）

化学肥料の普及

（
洗髪・洗面・ひげそり

　ちょっとした小物の洗邊等

入浴用具は手拭いのみ堆肥

湯につかる

洗う行為は湯の外

小家具の増加

手桶・洗面器の登場

　シャソプー　・リソス・ブラシ
　石ケ／箱・蟹石・かみそり
　スポソジ・浴o洗剤等

　　　　↓

置場がない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　家具の専用化

踏み石　　　すのこ　　　洗い場…｝洗11場”空間の専刷ヒ．固定化’拡大

（踏み台併用）　　　　　　　　（移動可能）　　　　　　　　　　　　　　　（我国独自の入浴空間の登場）

　　　　　　　　　　　　　図4－7入浴様式の変化と洗場の充実
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用の退歩，風呂焚きの簡略化，都市の銭湯（たっぷりの

湯につかる）の経験の導入によって果されたものである。

これら全体の関連は（図4－7）に示す。

（口）併用家具から専用家具へ

　洗面具あるいは洗面場所の確立についても同様なこと

が言える。従釆は，台所洗し台が，洗面台として併用利

用されていた。（現在でも，都市の狭小過密住宅，老朽狭

小住宅では，この矛盾をかかえた階層が多い）。台所流し

が洗面台として併用されている場合は，洗しの下部が洗

面器置場となっている（図4－9，今和次郎全集I考現学，

東京山の手郊外の借家の台所（1925）参照）。

　現在のように，シンクとして専用設備化されるために

は，これに対応した“蛇口の複数化”が必須条件となる。

又，洗面所の独立は，他方で，脱衣所の確保も促がして

きた。従来，廊下の片すみ，台所焚口附近の板床上が脱

衣空問として併用利用されていた。今日でも狭小住宅で

は，この例をみられるが，除々に，脱衣カゴという可動

家具から，脱衣室という空間確保が進行しているといえ

よう。
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図4－9　沸面の場所「今和次郎全集1」　（ドメス出版）

(ハ)　座式利用から立式利用へ　　　　　　　　（略）

　洗顔や手洗いが立式に変化してゆくこと，これらは三

章で述べた台所作業の立式化と並行している。しかし，

風呂での立式（シャワー化）は進んではいない。逆に，

洗い場ユカ面での諸行為が増加している。

（ニ）風呂場の「社会化」から「家庭化」へ　　　　（略）

　　……都市では，銭湯の普及が早く，「社会化」が一方的

に進行した例である、しかし，その後，「内風呂」他，各

戸の家庭が風呂場を持つようになってきた。

（ホ）　衛生家具の変化が住宅間に与えた影響

　明治以降の衛生家具の変化が空間に及ぼした影響は，

次の3点である。第一は，沐浴具，洗面具，手洗い具と

も移動家具であったが，それが専用化，固定化する中で

浴室，洗面所という空間を形成した点である。第二は，

この空間化が，各衛生家具の屋内取りこみ，上床化，独

立室化という傾向の中で果された点である。その結果と

して，住宅の板床部分，壁面は増加した。第三は，これ

ら浴室，洗面所そして便所がウォーターセクションとし

てグループ化され住宅の北面にまとめられた点である。

（7）家事家具（道具）の変化

　家事作用に関われ各種の家具（道具）である。本節で

は，特に，掃除，洗濯，裁縫家具について，この間の変

化をみてゆく。

　明治初頭の庶民の生活は，二章，三章でみてきたごと

く，台所加工作業など，かなり自給自足的であった。衣

生活に関しても，洗濯，縫い補修，あるいは新調なども

和裁として日常化されていた。この為，使用される家具

も多種であった。洗濯なども，単に洗濯タライと洗濯板

だけではなく，洗張板，伸子針など，各種の道具が各家

庭で所有，利用されていた。又，裁縫道具も針箱をはじ

め各種のものがあった。掃除具の一つ，箒をみても，部

屋を掃く座敷箒，くどまわりを掃く荒神箒，庭を掃く竹

箒など各種の箒が百在していた。

　これらの家具（道具）は，大正末から昭和にかけて多

く“電化”されコンパクトになった。しかし，これが庶

民レベルに普及してくるのは戦後の高度経済成長期以降

である。

（イ）変化の特徴

　第一に，在来の各種の家事家具の“機能の統合と，又

その逆の機能の分化”が起ったことである。

　まず機能の統合による新たな家具の登場をみてみると

表2－12にまとめたようになる。機能の統合は，単に複数

存在した家具が，統合して1つの新しい家具を創るだけ

でなく，その家具をめぐる行動を大きく変化させている。

例えば掃除は，はたきで障子の桟などのほこりを「はた

き」，部屋を箒で「掃き」掃き集めたゴミを箒でちり取り

に「掃き集め」，又は箒で「掃き出し」，桶やバケツに水

を「汲んで運び」，その中で雑布を「ゆすぎ」，「絞って」，

室内を「拭き」，場合によっては「から拭きする」等様々

な行動から成り立っていた。それが掃除機が登場したこ

とで，基本的な動作は掃除機を「かける」行為に集約さ

れ，若干のほこり取り（化学雑布等による），ゴミ捨てが

必要なだけで，掃除をめぐる動f乍は単純化されたといえ

る。同様のことは「水汲み」「洗濯」「絞り」「すすぎ」と

いった一連の行動から成り立っていた洗濯も，桶・盥・

洗濯板が統合された結果，「洗濯物を入れる」「取リ出す」

という動作に変化している。（空間の分散から家具へ統

合）
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　一方機能の分化による新たな家具の登場をみてみると

（表4－5），家具が目的別・機能別に専用化の傾向を強

めることで分化が進行していることがわかる。

　　　　　表4－5家具の統合及び分化

　＜a．家具の統合による新しい家具の登場＞

前形家具グループ 新しく登場した家具

箒＋はたき＋ちりとり＋雑布＋桶・バケソ掃除機

桶＋盥＋洗濯板 洗濯機

火ゴテ・アイロン＋霧吹 スチームアイロノ

かまど＋釜 炊飯器

七厘＋焼き網 ロースター

コンロ＋天婦羅鍋 フライヤー

コンロ＋やかん 電気ポヅト

蒸し器・せいろ＋臼＋きね もちつき器
＜b．家具の分化による新しい家具の登場＞

前　形　家　具分化によって新しく登場した家具グループ

雑 布（掃除）雑布，化学雑布，油拭き雑布，モップ

盥　　（洗濯）洗濯機，洗濯シンク、バヶソ，

コンロ・七厘（煮焚き）炊飯器，ロースター，ヤー，電気ボットトースター、フライ

や　　か　　ん

鍋 蒸し器、卵茄器，湯沸し器

　そしてこの傾向は，特に炊事に関わる家具に著しいこ

とがわかる。例えば物の煮焚きはコンロ又は七厘の上に鍋

や釜や焼き網等をかけて様々に行われていたが，最も日

常的に行われている炊飯がまず電気炊飯器として専用化

し，その後，パン焼き専用のトースター，魚焼き専用の

ロースター，湯沸し専用（それもお茶程度の湯）の電気

ポット等に目的別，機能別の分化をしている。また掃除

具としての雑布も，水雑布の他に油拭き雑布，化学雑布，

モップ等の分化を進めている。この分化も，板床の増加

（それもワックス掛けの床＝洋室の床の増加）による床

面の多様化に対応した分化と考えられる。

　以上機能の統合による新たな家具の登場と，機能の分

化による新たな家具の登場について各々みてきたが，こ

れらは以下のようにまとめる事ができよう。第一は，機

能の分化及び統合による新たな家具の登場は，大正末期

から昭和にかけて除々に現われているが，この変化の傾

向が最も頻著になり，庶民の間に普及するのは，戦後の

高度経済成長期以降のことであるが，そのスタートは早

く，高度経済成長期を引っぱる位置にある。第二は「分

化」と「統合」が全く逆の性格を示しながらも，統一し

て存在する場合が非常に多い事である。家具の統合は，

一方で使用目的を限定し，専用化を進め，その結果別の

機能分化を進めており，この統合と分化の統一は特に炊

事家具に著しい。例えば，「火（熱源）」と「鍋・釜」の

統一は，炊飯器，トースター，電気ポット等々と目的別

に実現し，一方で「分化」を進めるごとくである。第三

は，現在の段階では，「機能の統合」による新たな家具の

登場，「機能の分化」による新たな家具の登場，共に，多

様に展開し続けているが，それらのいずれもが，完成さ

れた形態ではなく，どちらの変化においても，前型家具

（変化の前の家具）が存続する場合が多い事がある。例

えばやかんが，燗付け器，湯沸し器，コーヒーメー力一，

ケトル，麦茶やかん等々に分化・しても，やかん自体が消

滅するには至っておらず，一方洗濯機が現われそれも脱

水機付き，全自動と変化しても，小物を洗うためのバケ

ツや洗面器，洗濯用シンクは残っておりまたこれらの小

家具（前型家具）は，のり付け，つけ洗いにも欠くこと

ができない存在として消滅に至っていないごとくであ

る。そして第四として，二及び三の結果として，現代の

家具の増加傾向，及びその混乱が，家事家具においても

顕著に存在するのである。

（口）家事労働の「社会化」　　　（略，図4－4参照）

り家事の姿勢

　以上みてきたように家事家具は，明治以降，「統合」「分

化」「社会化」といった変化を示す中で，その種類を次々

に変えていった。この事は家事作業を行う姿勢にも大き

な影響を与えた。それは以下の三点にまとめることがで

きる。第一は，家事作業の立動化である。例えば掃除に

ついてみてみると，はたきかけ，掃く，ちリ取りに取る，

雑布掛けと，立ったり，中腰になったり，しゃがんだろりつ

と実に多様な姿勢の連統で行われていたものが掃除機の

登場によって立つ作業が中心になってきた。また洗濯も，

盤の前でしゃがんで行っていたものが，洗濯機の登場に

よって立って洗濯物の出し入れを行うように変化してき

ている。このような傾向の中にあって，第二として，イ

ス式家事作業のイスの消滅現象を挙げる事ができる。こ

の傾向は，特に縫製に顕著で，ミシンの導入の結果，ミ

シン掛けはイスに座れる事が不可決であったが，小型化，

ポータブル化が果される中で，床面での座式での姿勢で

ミシンを掛けるようになってきている事に代表される。

この事は，狭小住宅の中で家具が増加する現代において，

各々の家具が小型化、併用化の傾向を強める事に位置す

るもので，大型のイス式ミシンを多目的な小型台家具の

上で使用する結果とみる事もできる。この家具の小型化

と関わって，第三に床面利用の根強い要求の存在がある。

洗濯・掃除と家事作業の立式化の傾向の中にあって，ア

イロン掛けは，今日もなおアイロン板または，小型の座

式アイロン台を使って行われており，欧米の立式の大型

アイロン台を使ったアイロン掛けは導入されなかった。

この理由は，我が国の洗濯の仕方が，基本的に変化して

おらず，特に脱水後の乾燥は，今日も物干し竿，物干し
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器を使って，洗濯物を広げ大きな駿は伸ばした状態にし

て天日で干す方法を取っていることによる。この事は，

アイロン掛けがカッターやブラウスやハンカチ等の一部

の衣類の皺伸ばしとして使われている事を示しており，

生乾きの衣類全て，タオルにまでアイロンを掛けて，雛

伸ばしはもちろん，乾燥までを目的とする欧米のアイロ

ン掛けとは本質的に異っておつ，その大型立式のアイロ

ン台の導入に至らなかった。また，アイロン掛けをめぐっ

てアイロンを掛ける前の洗濯物，アイロンを掛け終って

たたんだ状態の洗濯物を置く場が必要である。欧米のア

イロン台は，これらのスペースを含むものであり，その

結果としての大型家具であるが，我が国においては上床

が存在するので，これらの置き場は，アイロン台のまわ

りの上床部分が受け持つことになる。その結果，アイロ

ン台は純粋にアイロン掛けのための台として専用化さ

れ，小型で済み，かつ，まわりの上床面と連続して使う

ため，立式が定着しなかったともいえる。

（二）家事家具の変化が空間に及ぼした影響

　明治以降の家事家具の変化や空間に及ぼした影響は，

次の2点にまとめられる。第一は家事家具が，大型化・

固定化し設備もしくは，空間となる場合がある事である。

例えば洗濯についてみてみると，明治の初期には，盤を

持ち運びして，洗濯を行っているが，洗濯機が登場する

と持ち運びは困難になり，固定家具としての性格を強め

ていく。それでも昭和30年頃の洗濯機をみてみると，脚

部にキャスターを持ったものが多く，給水・排水の関係

で移動していたことがうかがえるが，今日給・排水の設

備が，専用化されるか，洗面所に併設される。このため

に固定化してきており、「移動」という性格は完全に消滅

「移動」という性格は完全に消滅している。今後さらに

乾燥機等を組み合わせ，ランドリールームとなっていく

のかが今日の課題と言える。しかしその一方で，家事空

間の減少を指摘することが，第二に挙げられる。家具が

固定化され，空間化される傾向としては，洗濯機→洗濯

室の可能性を示したが，その他に（6）でみたように風呂桶

→浴室の例がある。しかし洗濯機→洗濯室が実現するか

味鴫郁屋

染
郁
屋

裏．止二り1コ
流
元

応待台所共十二畳

匡】家推間

図4－10　江戸時代下級武士の住空聞

否かは不明であり，この問題は，化粧台→化粧室，冷蔵

庫→冷凍貯蔵室。箪笥→収納・更衣室等にもあてはめる

事ができる。これらの家具から空間への変化の可能性を

考えていく段階で，今日家事室が未確立であり歴史的に

みれば，家事室の減少傾向さえ存在している事実は一つ

の鍵になるかも知れない。

　歴史的に家事家具及び家事行為をみてみると，明治初

期までは，自給自足的な生活が営まれており，当然家事

行為は生活の中で大きな比重を占めていた。例えば江戸

末期の下級武士住宅をみてみると（図4－10）家事行為に

関わる部屋としては，台所，染部屋，流し元，味喀部屋

があり，これらの広さは住宅全体の4割にも及んでいる。

この家事行為に関わる空間は，明治期に入っても継承さ

れているが，家事行為の社会化の進行を契機に，住宅内

での家事行為が減少し，それに伴なう家事家具や家事空

問が縮小・消滅し，また住宅内にとどまった腺事や洗濯

が高度に設備化を進める中でその空間を削減した結果，

現在の住宅における家事空間はより切つつめられたもの

になってきている。このように家事家具と家事空間の関

係は，一方で設備化・空間化の傾向を強めつつ，一方で

伝統的家事空間の減小・消減という二つの側面を持って

今日存在している。

　ここで伝統的な家事空問の減小・消滅に関わって存在

する問題点を指摘しておく。従来存在していた家事空間

の減小・消滅を促す要因は，家事行為の社会化にある事

は既に指摘したが，この時の家事空間の縮小・消滅の仕

方は，家事行為の社会化の程度をかなり上回って急速に

進んでいる点である。例えば味嗜部屋・漬け物部屋は，

味噌・漬け物の製造の杜会化で，今日都市住宅の中では

全く存在しない空間になっているが（農家住宅において

さえも減小傾向が著しい），「漬け物を造る」行為は存続

しており，量・種類を滅らして小型の漬け物桶で行われ

ている場合が多い。しかし，漬け物部屋はこれらの行為

の存在を無視してすでに切りつめられており，漬け物桶

は，台所及び勝手口付近を点々としているのが実情であ

る。またこの漬け物桶に似たものとして掃除機の存在が

ある。箒は，明治初期までは広い家事空間に置かれてい

たが，今日この家事空間は，大幅に切りつめられ，専用

性の高いものとなってしまっている。そのための今日の

掃除具である電気掃除機は，その収納される場所を持っ

ておらず，押入れや部屋の片隅をやはり点々としている。

これらは全て，家事行為の社会化を契機としながらも，

社会化の進行程度を大幅に上まわる家事空間の切りつめ

が存在しており，その必要以上に切りつめられてしまっ

た家事空間と，しかしまだ住宅内に残っている家事行為

及びそれに伴なう家事家具のための空間要求がぷつかり

合っている現象である。
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4－3　明治以降の家具及び生活様式・変化の傾向

（1）新しい家具の導入

　今まで持ち得なかった全く新しい家具や，それまで

持っていた家具とは大幅に異なる家具が，庶民の生活の

間に普及していく過程は，次の4つの型に分ける事がで

きる。第一は，「階級間における移行」で，特に封建的な

社会においてはこの傾向が著しい。富と権力を集中して

いる支配者層の中で，その時代時代の最高の材料と技術

に保障された家具が，生産力の向上に伴なって庶民の生

活に持ち込まれる場合（照明具，暖房具，蒲団，押入れ，

ジュータン等）と，庶民の日々の生活の中で獲得された

ものが，上層に採用される場合（座敷机，チャブ台，ザ

イス等）とがある。第二は，「ハレとケの間での移行」で，

高価な貴重品であるためのハレの場にのみ使っていたが

除々に日常化した場合（蒲団，座蒲団等）と，ケの場で

使っていたものがハレ化する場合（暖房具，照明具，座

敷机，ザイス等）がある。第三は「公と私との間の移行」

で公的な場で使われているものが私的な場に採用される

場合（イス，机，テーブル，ジュータン等）が主で私的

な場で使われるものが公的な場で採用される場合は少な
い。第四は「社会化と個人化」の問題で，社会化が進行

する中で家具の普及が実現する場合（箪笥，台所電気家

具等）と，個人化によって普及する場合（風呂，暖房具

等）があるが，いずれも資本主義社会の成長の緒果とし

ての現象と考えられる。

　以上新しい家具の導入傾向を，対立する二つの側面間

での移行としてとらえてきたが，この場合，家具は元の

型のまま移行するばかりではなく，変型して移行する場

合が多い（ベット→マットレス，各種洋家具→上床家具，

イス→ザイス，全室暖房→小型移動家具化，ミシン→ポー

タブルミシン等）。特に欧米の家具の導入に際しては，こ

の変型導入が著しかった。

（2）家具と住空間

　家具は「室礼」ということばに表わされるように，基

本的には，住空間の中を部屋から部屋へと持ち運んで使

用されるものである。その意味では，箪笥のように一度

その置場を決めたら，半ば固定して使用するものであっ

ても住宅からは分離・独立した存在である。しかしこの

特徴は決して固定的なものではなく，家具自体の変化の

過程でr家真から空間へ」また「空間から家具へ」変化

する事は多く見られた。例えば，家具が空間化する傾向

は「敷物→上床畳床」「几帳類→障子・襖→壁」「抑板→

床の問」「押込み→押入れ」「戸棚・蝿張→台所戸棚」「箪

笥→ユニット壁面収納」「行燈・置ランプ→吊ランプ・電

燈→シーリンケライト」等非常によく見られた。これら

家具から空間への変化は①入浴・洗面・腺事等それまで

土間で行われていた諸行為とそれに伴なう家具が，土間

が切り詰められていく傾向の中で，上床化・設備化した

結果空間となる場合。②収納家具のようにそれまで低

かった家具が，大型化し壁を伝わって上方へと伸びた結

果空間化する場合。③行為が継続的・頻繁化した結果家

具が固定化・空間化する場合に分けられる。一方空間が

家具化するのは，「上つ櫃の下→下駄箱」「納戸→箪笥」

等がみられる。また空間と家具の関連で重要な点として

付け加えておきたいのは，従来の家具とは異なった，例

えばもっと合理的，機能的と言われる家具へ変化する場

合，従来の家具に対応して存在していた空間が，大幅に

減小・消滅する傾向が存在する事である（行李・長持→

箪笥，その結果納戸の消滅，蒲団→ベット，その結果押

入れの消滅，炊事家具→各種電気家事家具，その結果流

し元，染部屋，土間の消滅等），これらは一見生活様式が

発展するかのように見えたが他方で今日の生活様式上の

矛盾点となってきていることも指摘してきた。

（3）家具の統合と分化

　明治以降の家具の大きな変化は，各々の家具の「専用

性」を追求する事によって動起づけられていると言うこ

とができる。例えば最も顕著な例として（4）暖房具の部分

で「囲炉裏」を採り上げたが，マルチパーパスな唯この

屋内の火として，実に1000年にも渡って燃え続けた囲炉

裏の火は「多目的であるが故に変化しにくい」面と「多

目的であるが故に大部矛盾が激しい」面とを合わせ持っ

ており，戦後の高度経済成長期の中で「より明るい専用

照明」「より暖かい専用暖房」「よつ効率の良い専用コン

ロ」等と分化していった。この家具の専用性を高めるた

めの家具の分化は，今日多様化の現象を起すに至ってい

る。その一方で似た機能，セットで使われる家具同士を

統合する傾向も強く存在する。いずれも家具の専用性を

高める傾向である事，分化及び統合の結果家具が増加す

る傾向を持つ事，統合ど分化が一つの家具をめぐって統

一して実現している事が極めて今日的現象である（（7)家

事家具参照）。こういった状態に加えて，特に戦後の高度

経済成長期以降，過分離，過統合の激しい事を指摘して

おく。

（4）生活行為と起居様式

　家具の形態とそれをめぐる諸行為は，起居様式上に大

きな影響を与えた。明治以降の起居様式の変化は一般に

欧米化＝「イスザ化」としてのべられる傾向が強いが，

ここでは，「洋家具によるイスザ化」以外の変化について

整理し，今後の問題提起とする。なお，ここで言う起居

様式とは「行為を行う時の姿勢・姿態」である。

　明治以降の起居様式をめぐる問題として第一に「行為

の座式から立式への変化」を挙げる事ができる。この変

化は，図4－11に示すように，家具の高積化・壁面化の結
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図4－11　家具の高積化に伴う「座」→「立」への変化
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図4－12　家具の設備化，作業空間のコンパクト化による

　　　　　　　「座」から「立」への変化

果それをめぐる姿勢・姿態が「座から立」へ変化した場

合と，家具が置かれている空間が切りつめられ，上床化

してコンパクトになり，合わせて家具も設備としての性

格を強め，それらの結果，立式利用へと変化した場合（図

4－12）とがある。

　このように機能的な面に関連するところでは，次々と

「座」から「立」への変化が進んでいる反面，今日実に

多様な形で「座」の姿勢・姿態が存在している。これら

は，三つにグループ分けする事ができる。第一のグルー

プは，「格式的な座」の姿勢・姿態である。主に接客・行

事の時の「座」であり，その存在は眼定されているが，

今日の和室接客室要求，統き間座敷要求の中に在って，

「生活のけじめ」として存在し続けているとも考えられ

る。第二のグループは，我が国独特の上床の存在に対応

した，「作業としての座」の姿勢・姿態である。「丁寧仕

事は腰をおちつけて念入りに」行うとともに，半ば無限

に広がる自由に使える上床であればこそ，仕事の前の物

を置く→作業→仕上がったものを置く行為を，上床→作

業面→上床と連続して展開させるための「座」である。

当然，床面は併用空間となってくるので，一つの作業に

は必ず「広げる」行為、「片づける」行為が必要となるが，

その手間を上回る優位性を持っていると考えられる（図

4－13）。
　第三のグループは，「自由で楽な座」の姿勢・姿態で（図

4－14）に示すように，イスやソファ以上に自由な姿勢・

姿態の要求が存在している。この「自由で楽な座」は，

イス，ソファ等のイス座の経験（イス座ではじめて，物

にもたれる姿勢を体験，獲得）を経た現在ますます多様

で自由な各種の姿勢として増え続けている。

（5）変化の時期

　以上家具の変化とそれに伴なう生活様式の変化をみて

きたが，最後に各々の変化及び普及の時期を指摘してお

く。家具と生活様式の変化をみていくと，明治以降最初

の大きな変化傾向を示すのは，明治末期から大正にかけ

ての時期である。明治に入り直後欧米との交流が活発化

し，またそれに伴なって様々な家具や技術が持ち込まれ，

日本白体も封建的制度から解放された状態であったが，

それがすぐに家具や生活様式に影響を及ぼしてはいな

い。除々に資本主義の体制が確立し，都市に労働者とい

う階層が形成されていく時期にこそ，家具や生活様式の

変化が大きな「山」として集中的に目立っている。しか

し，この時期の変化は，続いて起こる戦後の高度経済成

長期に比べてより小さく，影響力の弱いものではあった。

　しかし，大正期の変化は，大衆化されないまでも，高

度経済成長期の前兆であリ，後の変化にさまざまな景多響

を与えている。そして，これは「家具」だけではなくr衣

生活，食生活」にも言えることであり，明治以峰の生活

変化の大きな特徴であろう。ただし，大正期の変化が昭
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玄関での応対

客との対面

アイロノかけ 衣服をたたむ

ポータブルミシソをかげる

和期にそのまま引き継がれているわけではないことは報

告の各所でふれている。そして，大正期では，次の2点

における変化の時期と特徴づけられる。第1点は，都市

労働者層の中で照明具，膳具（チャブ台），収納具（箪笥），

就寝具（綿蒲団）等において近世から現代に渡す大きな

変化を生じている事である。これは，「家族で労働でも，

ハレでもない生活を持つようになる」という生活様式上

の変化と対応している。第2点は，都市労働者のうちで

も，もう少し階層の高いホワイトカラー層の中で起った。

　暖房具，照明具，そして座具（イス，ソファ等）の変

化で，いずれも設備化・合理化そして機能の専用化を目

ざしたものである。しかしこの変化は，前者に比べ普及

にまでは至らなかった。

　このような大正時代を中心とした家具及び生活様式の

変化は，戦後の高度経済成長期に引き継がれ，第2の大

きな変化の「山」を形成するに至った。この時期の変化

は，大正期のホワイトカラー層の中で準備された変化を

具体的に全階層的に押し進めるものであった。そのため

戦後の高度経済成長期以降の家具及び生活様式の変化

は，物の「多様化」としてとらえる事ができる。この事

は，非常な豊かさを獲得する一方，「物の氾濫」として生

活様式に新たな貧困化の現象を引き起している。

五章　住生活及び住空聞の変化

（三章，四章の変化で示さなかった部分の変化について

のべる）

図4－13　床面を利用した諸行為

図4－14　床面で展開する自由な姿勢

5－1　明治以降の住空間変化の概要

「和風」住宅の，基本型がどのようなものであり、又同

時に都市住宅，明治の後期からの賃金労働者階級が生活

しはじめた住宅の基本の系普をどこに求めるかが問題で

ある。

　一般に，建築史では，江戸時代の中・下級武士の住宅

が，現在の都市住宅の出発点となったとされている。そ

して，その特徴は，概略次のようにいえよう。

①平屋建住宅であること，従って2階がないこと，

②和室中心の間取りであリ，廊下は少ないこと。

③壁は少なく，室間仕切は，フスマが中心であること，

④収能（抑入れ）は必ずしも各室にないこと，

⑤「玄関の間」があり，畳間であること，

⑥次の間―床座敷と接客間がつづいてあること，

⑦土間を含む台所が大きく，座式台所であること，

⑧便所は，屋内，上ユカつづきであること，

⑨風呂場がない場合もあり，土1甲風呂が多いこと，

⑭各室の用途が，客室以外は不鮮明なこと，

　以上の特徴をもつ在来の和風住宅が，現在，2階をも

ち，ホール中廊下をもち，個室をもち，壁を増加させ，

又，上床台所，風呂便所と設備化させてきている。
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5－2　夫正期，在来の和風住宅の変化

「日本住宅建築図案百種」（伊藤忠太・金子清吉，大正2

年）によれば，（集計表・略，本論文参照）

―“岐阜高専・水野耕嗣助教授（建築史）の御好意に

より，資料を借用，集計表として作成”―

　この図案集は大正初期に発表されたものであるが，著

者　伊藤忠太は，その序文で「………国民の風俗嗜好の

変遷に伴って，時々刻々変化してゆくものである机さ

しあたり大多数の国民の要求する住宅は，やはり古来の

日本趣味の住宅である……」とのべ，その主旨に沿って

編集したことを主張している。このことは，この図案集

が，明治以降の在釆の和風住宅の流れをくむものであり，

また当時の都市居住者の住宅と対応していると考えられ

るのである。事実，この図案集では，（表5－1）に示す

ように，10坪未満の小住宅から、100坪以上の大住宅まで

網羅されており，そこに，当時の庶民層の住宅も内包さ

れているのである。

　しかし，ここに示された住宅は，明治初頭の中下級武

士住宅の流れをくむ・在未の和風住宅（そク）特徴を①～⑭

と示しは）を，かなり変化させてきていることが判る。

①2階建住宅が多くなっていること。（40戸／100戸）

②従って，階段と，これにつづく廊下が増加してきた

　こと。

③洋室が登場しはじめていること。（5戸／100戸）

④各室の用途が明確になり，かつ，バラエティに寓ん

　でいること。〈茶の間〉，〈書生部屋〉〈書斎〉，〈応接間〉

　〈女中室〉〈子供室〉，〈納戸〉〈隠居室〉〈化粧室〉など，

　新しい室名が定着してきていること。

⑤〈納戸〉，〈土蔵〉など専用収納室が確保されだした

　こと。しかも，これらが，上床つづきの屋内に室とし

　て，設置されてきていること。

表5－1　「日本住宅建築関百種」にみる規模別手数分布

規　　　模 戸数 階層

10坪未満 1
10平　　～　　　20坪未満8 中以J二

20　　30 24

30　　40 26

40　　50 11

50　　60 13
中流紳士向き

60　　70 10

70　　80 3

80　　90 O

90～100 3 中流以上

100坪以上 1

合　　　計 100 I正2年当時

　これらの住宅は，「中廊下住宅」の登場する以前の住宅

である。しかし、の一般庶民住宅に「中廊下」が定着す

ることは，かなり遅く，むしろ，都市庶民住宅の主流は，

上記“図案集”の小・中規模を中心に，明治後期から大

正，昭和10年代まで広く定着していた“型”であると考

えられる。

　例えば，下図（図5－1）は，昭和10年代の東京の住

宅地に建った住宅である。コンパクトに整型でまとめら

れた小住宅であるが，この時代まで庶民の住宅は「中廊

下」ではなく，この型が多く統いたと考えられる。

　　　　　戸袋

床

畳

洋間（女中〕
8

台所 便
版 畳

東京・王子

高等小学板教員（夫と妻）

子供（2才）

女中

便 ・．∴’；l1

床 3．

1女中）
8畳 3畳

食事）
6畳

口p（スノコ口p（スノコ）

東京・平井（？）

文部省役人（夫）

高等小学校教員（妻）

子供（0才）

図5－1　昭和10年代の東京の住宅

　しかし，明治初期の在来・和風住宅を大正期には「図

案百種」にみられるごとく，①～⑤の変化をしてきたの

である。このことを生活様式の変化という観点から，次

の三占，「玄関の間」―「廊下」，「居間」―「2階」，

「居間」―「茶の間」の関係から考えてみたい。

（1〕「玄関の間」―「廊下」

　百種ほとんどの住宅に2帖～4．5帖の玄関の間が存在す

る。これは畳間であり，中規模以上では，これに「次の間」，

「客間」と畳間が続くのが一般的である。このことは，

閉治以峰の在来の和風住宅の特徴を堅持しているものと

判断できる。

　他方で，（前述したごとく）2階建の増加は，必然的に

階段を必要とする，そして，階段に附属する屋内廊下が

増加してきたこと（多くは2階に増加したこと）が平面

図から認められる。

　又，平屋健住宅でも，旧来は，玄関と反対側（多くは

北緑側）のみの廊下がほとんどであったが，これ以外に

「部分的屋内廊下」が発生しはじめている。それは，「台

所」と「風呂場」，「台所」と「茶の間」などをつなぐ「部

分的展内廊下」である、，

　明治30年代の中流住宅、夏目漱石の住宅（図説日本住
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宅の歴史・平井聖）にも，「台所」，「女中室」，「茶の間」

をつなぐ2間ほどの小廊下が存在していることが認めら

れる。

　これらのことは，「中廊下住宅」のように，玄関土間か

ら直接廊下，あるいは板床ホールにあがり，家屋の中央

をつきぬける廊下の形態とは異なった「型」であると判

断できる。しかも，この「型」は，小規模な庶民住宅で，

大正，昭和と永くつづいた「型」ではないかと考えるわ

けである。（但し，玄関の間があっても「中廊下」と呼ぶ

場合もある）

「履床様式」という言葉がある。生活様式の一側面を説

明する概念であるが，明治初期の廊下（南縁，北縁以外

の廊下）の少ない住宅で，裸足で，「玄関の間」から「次

の間」，「客間」と歩いた（時には，畳廊下もある）生活

（履床）様式から，徐々に，畳面と板床面を履床する生

活に変化していったものとみられる。それも，住宅の裏

側，特に，家事行為と関連する空間から変化が起ってい

るようである。

　しかし，小規模な庶民住宅で，中廊下が定着するため

には次の三つの条件が整う必要があったと考えられる。

①台所板床化，便所・風呂場板床化，階段上り下り口

　板床化，板床洋間など，板床面室が増加し，ここでの

　履床生活に練れ，これらをつなぐ必要性ができてくる

　こと。

②玄関での客との対面（応待様式）の様式が，畳面に

　座って（目線を下げて）応待する，あるいは，客の屋

　内への誘導は，畳面のみ（玄関の間・畳廊下・次の間）

　を誘導して，客座敷（畳間）に通すことに対して，板

　床面から立って対応したり，板床廊下を誘びく応待（現

　在，多い応待様式）が定着すること。

が起り，かつ，廊下空間を確保するためには，庶民住宅

の全体的住宅規模の上昇も必要な条件であり，それにか

なりの間，「通りぬけ室」が存在していたと考えられる。

（2）「居室」―「2階」

表－1（略）をみると，書生部屋，書斎，女中部屋，隠居室，

納戸，化粧室など，居間の名称がバラエティを富むよう

になり，かつ機能的名称をつけることが多くなっている

　　　　　　　　　　　　　映十一

，

・1
口

子■● ’ ■Gぺ。回芥，ミ＿之。　三問’ 人 ‘
lI 1■’、匹o

戸 li1111－I
■。　容

□ 1、“●t，I　八■ ■凧
朋

一 ’玄1■　ll“㎜■1一；，●●冊
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一一一一1、・’一・．‘
i’一’1而平上階　　　　　　　面平下階

○
尺

百
易
之

図5－3

本図は中流紳士小規模向きの住宅にて，五元人暮しの家

族に適す，玄関を東向きとし，茶之間及び台所等へ朝日

を受けしむ，応接間及び客間は何れも南向なれば日当つ

最も良し，玄関脇の応接間は之を書斎とし，三畳の間を

子女の勉強室とはすも宜しかるべし。（伊藤忠太・金子

清吉　解説）
　　　　　　　　　兜

（畳床からの応待）　　　　（板床からの応待）

　　　　　　図5－2　応待様式の相違

③廊下が通路として，住空間のなかで，機能分化する

　こと，及び，現在のように，スリッパが定着し，通路

　廊下が独立すること，そして，玄関で履物を脱ぎ，ス

　リッパを履き，これを室の前で脱ぐという複雑な生活

　様式が定着すること。

　以上のことを考えると，現在，玄関ホールに置かれる

マットは，主婦が応待の場合，ヒザをつく機能も存在し，

過渡的な様式として興昧がある。又，上記①～③の変化

　　黙：
’・　　　＜　　　ハ
旦　：＞　　働
　二苗

　　　　　一』一　　　　　■　　　　　＝　『■一　　　　　卿
　　　　　里
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》
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図5－4

本図は中流紳士向きの住宅にて，五元人の家族に適す，

玄関より直ちに階上の客間に通ずるを得べく，玄関及び

茶之間を北向きに設け，客間及び居間を南向とす。此配

置は敷地の都合上其邸宅が出入門又は往来の北に位置す

る場合の一例とす。　（伊藤忠太・金子清吉　解説）
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ことに気づく。しかし，伊藤忠太のこれらの解説をみる

と，必ずしも名称どうりの機能で使用することなく，書

斎は応接間と兼用，あるいは，各種の室も便宜的名称が

多く，さらに，多人数家族や，特に小規模住宅では，上

層住宅を模傲し、これらの名称をつけるものの，使用上

は、多目的な併用利用が多いことは判読できる。

　これに対して，2階は客間・次の間といった使われ方

がかなり多い。又，注目させられるのは，中規模で2例

貸間利用があることである。当時の東京には，賃金労働

者や学生が集中しはじめ，庶民でも戸建持家階層では素

人下宿が増加したはずである。客間の貸問化を含め，下

宿人を2階へ，あるいは，来客人を2階へといった家族

員以外を2階へ誘導する“2階室利用”が主流であった

ようである。

　このことは，玄関と，階段のルートが家族員生活空間

と分離させられる必要が生じてくることである。事実，

このことを配慮したプランが多くみられる。なかには，

玄関の間（畳間）から直接，階段に上る案もいくつか存

在する。

　一般に，中廊下の発生は，家族のプライバシィの確保，

あるいは，女中と家族の分離，女中の作業動線の必要性

であると説明されているが，この指摘に加えて，上記の

理由も存在したと考えられる。そして，庶民層の住宅で

は，特にこの傾向が強く，この時期に登場しはじめた小

住宅での2階の中心的利用形態であったと考えられる。

（3）「居間」　　「茶の間」

　前掲の江戸時代の小級武家住宅（熊谷家）に応待兼台

所という室がある（12帖）。この室は、主人以外の家族の

食事場であり，炊事作業の加工場でもあった。明治以降，

食品も一次加工が進み，賃金労働者家庭の専業主婦の家

事労働も，その内容を変えといった。さらに四章でのべ

たごとく「卓袱台」の登場は，上記の空間をコンパクト

な食事場，「茶の間」に変えていった。

　当初「卓袱台」の使用は，主人だけは箱膳で，他の家

族が台所で「卓袱台」で食事をする形態も多かったよう

である。しかし，主人を含み，全員が「卓袱台」で食事

をするようになったのは，賃金労働者階級が最も早かっ

た。これは，賃金労働者が，従米の形式にとらわれない

民主的生活観を早くから有していたこともあるが，箱膳

家具の所有，更新の問題，あるいは、住宅の規模が小さ

かったことの方が主要な原因であろう。

　しかし，主人が茶の間で食事をはじめると，従来，食

事場が分散していたことが，共有の単一の食事場として

合同される。他方で主人の居間は従来，主人の寝室，主

人の仕事場，主人の接客室，主人の食事場であったもの

から機能変化をはじめる。

　それは，居閉の接客面機能への傾斜である，、表－1（略）に

現われているごとく、小規膜住宅程，客間と居間の兼用

が多い。つまり，従来の客用空間・客間・居間と縮小し

てゆく過程で，家族の共有家具，「卓袱台」を中心とする

「裏」の共有空間・茶の間が定着してきた過程であると

判断できるのである、表－1では，95例／100例に，茶の

間の存在がある。これは明白な定着である。さらにこの

なかで，右表にあるように南側茶の間が26例存在するこ

とである。茶の間は、食事室と同時に，主婦の家事室，

家族のだんらん室でもあった。これら“家族”の共有室

が徐々に南面化し，将来の居間の源形をつくつつつある

ことがうかがわれる。

北　側

南　側

束　側

西　側

（中）

40例

26〃

15〃

8〃

5〃

5－3　昭和に入ってからの住宅の変化

（1）　便所の数と位置

　前述，「日本住宅建築図案百種」によると，大半の住宅

に複数の便所がある現在の庶民住宅では，便所一ケ所が

普通である，つまり，昭和期から，都市住宅では，便所

が玄関近くに定着し，一ヶ所になってきたといえる。

　前述の「図案百種」で2～3ケ所あることは，それま

での住宅，江戸時代の中下級武家住宅においても2ケ所

あることが一般的であったことを考えると当然である。

これらは，便所と“客用”と“家族用”と分離するため

である。大正期には、さらに“女中用”をそなえる場合

があり，3ケ所になることが多いのである。

　大正期までは，中廊下がなくとも，玄関の間・次の間・

客間空間と，家族空間を分離することは，大変，注意を

はらっていた。このことから，便所も分離してきたが，

これはブランニングのまずさや，玄関ホールといった動

線の分離空間がなかったことにもよる。

　むしろ，便所一ケ所が先行していたのは，大正以降の

貨金労働者の狭小独立住宅であったといえる。この住宅

では，玄関からつづく緑側のつきあたりに便所がある。

接客もあまり多くない，この階級では一ケ所便所でもあ

まり矛盾はなかったのである。

　尚，便所からスリッパの専用化がはじまったことは注

目させられる。一般に洋間，スリッパ利用は「洋風化」

とみられるが，上床でのスリッパは，我国独自の生活様

式であり，これが便所という「褻」空間からはじまった

と考えられるわけである。

（2）風呂場の設置

（3）台所の上ユカ化

（略）

（略）
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（4）玄関の間の消滅

　玄関の間が小廊下ないし，玄関ホールになることの必

然性は，これまで中廊下の成立条件や，各室の板間化，

あるいは，玄関脇便所の定着，同じく玄関脇洋間の存在

などと関連して説明してきた。

　しかし，これらの“内部矛盾”必要性により、これが

変化してきたと同様，他方で，庶民にとっては現実的に

公的住宅建設の具体的な影響が強いといえる。それは，

大正13年同潤会住宅，昭和5年当時の国鉄職員官舎及び

大学職員官舎などの影響であり，又昭和21年からの公営

賃貸住宅の開始，及び昭和23年からの同，鉄筋アパート

の建設などであろう。

　　　　　　表5－2　中廊下住宅の変化

初期中廊下型庄宅同潤会勤人向き中廊下型庄宅

部　屋　数 3・台・浴・優・女中・ケ・玄帽3～4・台・浴・歴・女中・玄

洋風応接問 必ずついている 大きい崖宅てないとつかない

女　　中　　室 〃 大体ついている
食事室と台所廊下を介してつながる直接つながっている

玄　関　の　間ついているものもある板の間になっていて消滅

通り抜けの部屋な　い 1～2室あるものもあQ

（5）茶の間の変化

　現代の住宅では，茶の間という名称をあまり使用しな

い。しかし，D＋L（タ“イニング・リビング）あるいは，

小住宅，アパートなどでの食卓，だんらん兼用テービル。

あるいは炬燵机の併用などは、実質これまでと茶の間と

同様な空間である。

　次のデータは，岐阜の老朽過密住区で調査した，K，

D，Lの住み方調査である。

K－D－L

18例（18，6％）

K　D－L

11例（11．3％）

K－D　L

56例（57．7％）

　K－DL型が圧倒的に多いことが判る。これはDLと

いっても一室がDLで，DとLは併用，一体利用の実質

“茶の間”空間が圧倒的に多いということである。

　しかし，集合住宅や，．建売住宅の多くはDK型がほと

んどであり，又，都市部では，DK型が増加していると

みられる。

　このような変化にいたるまでに，大正期の茶の間と居

間は，その内部機能に微妙に変化をしてきている。

　　　　　　　　　（食事＋（台所））一匝刃

　　　　　　　　　（だんらん，休養）一［口

　　　　　　　　　（接　客）一［o

　ただし，この　L　現在の居間は，そこでの生活行為

を詳細にみてゆくと，次図に示されるようにきわめて多

面的な使われかたをしていることが判る。このように多

面的な利用が，居間の拡大を要求し，続き間和室とのワ

ンルーム的利用もしつつあるのである。また逆に，この

ように多面的利用か，逆にD　K，G（洋応接間）の分離

確保も要求しているのであると考える。

　このように行為が多くなってきていることは，これら

の行為に伴う，各種の家具がこの空間に存在してきてい

ることである。さらに，これらの行為の増大は，単に家

具の増加に支えられるものではなく，併用床面，例えば

ジュータンや，畳面に依処しての動作も増大してきてい

るといえよう。

実態例1型－「狭小居間」型，テレビ，ソファがあるだけで行為として
　　　　　 は最小限
実態例2型－「純粋居間型」たんらん，記帳，軽食事，ピアノ，囲碁
　　　　　ギター，昼寝，金魚飼，夕涼み，読書
実態例3型－「一般型」上記の「純粋居間型」にアイロノ，洗タク物
　　　　　をたたむ，ミシソ、編み物，などの家事作業が加わる。
実態例4型－「多目的型」上記の「一般型」に化粧，更衣，など入浴
　　　　　前后のプライベェート行為が加わる。この為に化粧台、ド
　　　　　ライヤー，下着タ’ソスが入ってくる。この例が最も多い。
実態例5型－「寝室併用型」特に狭小住宅では，主寝室（夫婦寝室〕
　　　　　が併用される場合が多い。
実態例6型－「客間併用型」来客の場合は応接間に，あるいは客用寝
　　　　　室に転用される場合
実態例7型－「食事併用型」これは，DL型であるが1日来のr茶の間
　　　　　型」ともいえる。しかし，この食事が「タ食のみ」ある
　　　　　いは「接客時のみ」の場合も多い。
　　　　　　　　　　（岐阜市12001列の住み方調査より分一類）

（6）床面の多様化

　庶民の住宅の変化は，ほとんど増改築によるところが

多い。前述の岐阜調査で，明治期からの住宅の部分改善，

増改築の変遷を集計してみたが，ここに多様な住宅変化

が現われていた。ここでは，これら増改築のなかで床仕

上材（床面）の変化について考えたい。岐阜地方で戸建

住宅の古いものは，多くが農家住宅であり，次のデータ

は，都市居住者の傾向を示すものではないが，例えば

改築

　土問から板間　　53例

　板間から畳間　　　16例

　土間から畳問　　10例

　土間からコソクリート8例

　畳間から板間　　　6例

　ムシ0から畳間　　2例

増築

　畳尚　　　　32例

　ヰ反「i罰　　　　　　　281夕u

　コンクリート　　12例

　土間　　　　　2例

（173戸調査，内63戸が農家）

　前述した如く，台所の上床化，子供室，洋間の増加，

玄関ホールの板床化，そして，これらを結合する中廊下

の増加など，一般に，明治以峰の住宅は「板床面」を増

加させてきている。しかし，上表によるかぎり，豊而も

かなり増力nしていることが判る。これは，板而と同時に

畳面も拡大しながら住宅規模が拡大してきたことも考え

ねばならない。又，上記の増改築め多くが，老人室，子

供室，あるいは’若夫婦室などのfll1j1室碓保の内容を将って

いること，又，他而で，台所，風呂，艇所など，二L間か

ら板床化してきている側而を持っていることが認められ
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　あるインタビュー調査によると，

「箱膳から卓袱台にしたのは昭和10年代かな，子供が増

えたので卓袱台にした。そして，子供は食物をこぼすか

ら，食事の室は板張にしたな……」

　このように，庶民は各種の生活上の理由から床面の改

築を行ってきているのである。そして現在は，

　　1）板床，Pタイル，リノリウム床など

　2）畳床

　3）コンクリート，土間床

　さらに，上記，1），2），3）の組含せ床室と，これ

らに

　1）じゅうたん，力一ペット，ゴザの敷きつめ板

　2）じゅうたん，カーペット，ゴザ，マットの部分敷

　　　床

　3）上記1）の敷きつめに，さらに，マット，タオル

　　　ケット，力一ペットなどの部分敷床

などの各種の“生活床”が存在する。

　この床面の多様化を，生活様式（履床様式）の変化と

いう観点からみるといくつかの問題が指摘できる。それ

は，第一に，我国古来の上床生活も，従来は畳床と板床

のみであったが，明治以降，特に高度経済成長以降，そ

の種類を増やし，その“種類別に床面生活の機能”を分

離して使用するようになってきた（面的機能分離）。第二

に，スリッパの多用化である。上記，各種の床面を，ス

リッパを履いたり，脱いだり，実に複雑に利用しはじめ

ている。スリッパは，当初，便所に専用スリッバが登場

してきたが，今日では，玄関の客用と家族用スリッパ，

さらにこれを，畳面，あるいはじゅうたん，力ーペット

面で脱いで，その奥の台所板床に，台所専用スリッパが

存在する（しなければ困る）場合も多い。又，スリッパ

は，家族用も，父用，母用など家族員別に分化もしてき

ている。

　第一の問題については，床面利用の多様化として，次

章でのぺる，第二の問題は，いわゆる「履物をぬぐ，は

く」の生活様式の問題であるが，これは，生活床面をもっ

てきた我国の独特の生活様式である。

　履物は，古氷，各師のものを使用してきた，屋外では，

下駄，日和下駄，高下駄、ポックリ，宵下駄、草履、半

足草履，板裏革履（ハツ折れ），麻裏草履，雪駄，草鞋，

足袋，地下足袋，ワラグツ各租など，（“はきもの”朝田

欽雄著　法政大学出版参照）。又，展内でも，台所下駄，

庭下駄風呂下駄など各種・存在した、，

　つまり，“脱ぐ，履く，履かえる”の動作が全くな

らない民族ではないかと考えられる。逆に，下床のみの

住宅では，その玄関で躊躇してしまったりするのである。

現在では，この“脱ぐ，履く、履きかえる”がより複雑

になり，外出用履物を脱ぎ，スリッパに履きかえ，これ

を又，脱ぐという動作をくりかえしている。しかし，こ

れが複雑になる半面，他人の家を訪ずれた場合，どこで

スリッパを脱ぐのか困惑する場合もある。このように，

複雑化する一方で，この生活様式が定式化しない過渡的

な現象が現われている。

　しかし，明治以降，いわゆる「洋風化」が進行してき

たといわれる我国の生活は，そのもっとも基本のところ

で，（履床様式）古来からの伝統の生活様式を堅持してお

り，さらにこれを複雑化していることは興味深いことで

ある。

六章　収能様式と，ものの利用行為について

6－1　はじめに

　日々のくらしは，「物」を基礎にして成り立っている。

無論，「物」は人間の生活の必要（要求）が作り出したも

のであり，従って，「物」には人間の要求に応えるぺき機

能が内在しているといえる。人一物の関係とは，この人

間の必要（要求）と「物」の機能とがとつ結ぷ関係に他

ならない。

　しかし，人間の必要（要求）は変化・発展していくも

のであり，その場合，それまでの「物」の機能は新しい

人間の必要（要求）に対応し得ず，人－物の関係に内部

矛盾が生ずる。この矛盾が人間をして，質的に新しい機

能を有する「物」の創出へと向わせる。こうして，古い

「物」とその機能とは，新しい「物」とその機能にとっ

て代わられ，新しい人－物関係が生ずることになる。

　ところで，ここでいう「物」とは，衣・食・住をはじ

めとするあらゆる生活手段が含まれるが，大きくは，生

活用具（品）といわれる物品と，それらを包み込んでい

る空間とに類分けできよう。この両者の間には，人間の

行為を媒介とした機能的連関が存在する。つまり，ある

空間において，物品を使って（利用して）行為が展開さ

れるという意味で，また，行為が終了すれば，それらの

物品は次の使用に備えてある空間に保管されるという意

味で，両者は連関しているといえる。この後者の，行為

の終了から次の行為までのその物品の保管の形式が収納

様式である。つまり，非使用時における物品（以下，収

納物と呼ぶ）が，どのような状態で，どこに保管される

か，が収納様式である。

　収能様式は，①収納物の形式（固体，液体等，および

形，大きさ）および，その重量や数量，②使用（利用）

される場所（空間）とその時間量，頻度，③使用する人

間の特性，によって異なると考えられる。それらの関係

について明らかにすることが必要である。

　先にも触れたように，収納物自体が歴史的にみても，

それぞれの時代の入間の生活の必要（要求）によって作

り出され，機能分化や統合をくリ返しつつ，次々と新し
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いものが作り出されてきており，収納の様式もそれに対

応した発展の仕方があったものとみることができよう。

その点を明らかにしていくことも重要である。

　とりわけ，現代の日本人の生活においては，いわゆる

「物の氾濫」状況を呈しているといわれ，収納のありよ

うが問題となっている。また，収納様式の問題は，住空

問の発展過程を考察する上でも，また，広くは生活様式

のありようを考える上でも，その重要な側面を担うもの

と考えられる。

6－2　収納様式の歴史的変遷 （略）

○は収納物を示す

6－3　現代の収納と，その問題 （略）

6－4　収納形態の変遷過程

（1）収納形態の分類

　古代から現代に至るまでの収納形態の変遷を辿ってみ

ると，収納は，大きく，「置く」，「吊る，掛ける」，「納め

る（入れる）」に分類されよう。今日，一般的に使用され

ている収納の意味からいえば，「納める（入れる）」のみ

を指しているが，これらの3つの収納形態は連続してい

るという意味に於いて，分離してとり扱うことは，連続

的発展過程を見失ってしまいかねない。従って，収納は，

I原初形態 皿支持物利用形態 皿建築化（空間化）形態
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図6－2　大正時代の都市中流家庭の家具

（大正7年「婦人の友」にのった新時代の

　嫁入道具。）

　小泉和子著「日本史小百科　家具」近藤出

　版社より抜粋

図6－1　収納形態の分類

ここでいう広い内容をもったものとして把えていくこと

が大切であろう。

　この3つの形態はまた，単に開放された形態（これを

「原初形態」と呼ぼう）から，支持物によって支えたり，

利用する形態（これを「支持物利用形態」と呼ぼう），更

には，それらの支持物が建築物と一体のものとして用意

されたり，更には収納専用の空間として確立された形式

にまで発展した形態（これを「建築化（空間化）形態」と

呼ぼう）に至るまでの種類に分けられる。

　この視点から，大まかに収納形態を分類したのが，図

6－1である。

（2）収納形態の変遷過程
　既述の収納様式の変遷過程および現代の収納様式を図

6－1の収納形態の分類に則して整理をして，収納問題

をまとめてみたい。

①収納は狩猟用具等の道具の発明，および生産力の発
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　展と共に生まれた食糧の貯蔵・保存によって生じたの

　であり，その原初形態はA－Iを基本であり，次いで

　B－I，C－Iの形態が生まれていったものと考えら

　れる。

②食糧の貯蔵・保存は次いで、籠や土器などの容器1の

　発明を促し，C－II－1形態の収態が生ずる。

③古代祉会における支配階層では，生活用具（品）も

　増加し，櫃などの箱型容器の収納，C－II－2形態の

　収納が発展する。また，独立付属舎C－III－5もある。

④生活用品の更なる増加は，立体的な収納の必要性を

　生む。そうして生まれたのが，C－II－3形態の収納

　である。ここでは従来の箱型収納における上下方向の

　物の出し入れから，水平方向の出し入れに変fヒする。

　　また、立体的収納として，衣架に代表されるB－II

　－1形態の収納も生ずる。

⑤平安時代の貴族の生活では，生活用具（品）の種類

　や量も増え，専用の収納空間：C－IIII－4も現われる。

⑥中世になると，従来の収納具が建築と一体化した形

　ともいうべき，A－III－1（例，違い棚），C－III－1

　　（例，茶室における茶道具入れ）が現われる。

⑦近世になると，収納空間の発展は，むしろ被支配層

　の生活において現われる。特に，都市の町家は，住宅

　面積の制約の一方で，大型物品（布団も含む）をはじ

　めとする収納物に対応した押入れや箱階段のようなC

　－III－2形態の収納空間を作り出す。一方，農家住宅

　でも生産と結びついた収納空間として味噌部屋，納屋

　などのC－III－3やC－III－5形態の収納空間がみら

　れる。

⑧現代は，特に戦後の急激な生活用具（品）の増加と

　一方では，住宅の広さの面での停滞および住宅様式の

　変化の中で，新しい混乱を生み出した。つまり，床上

　や家具上を物品が占有し，空間の圧迫を生み出してい

　ると共に機能的な面での支障を生み出していることで

ある。もっとも，床上に置くことについては，ブルーノ

ノ・タウトが「日本の家具と生活」の中て指摘している

ように，畳は，床面に直接坐る，寝る，物を置く，とい

った西洋の家具の役割を果してきたともいえる。そうし

た生活様式の名残りがあり，一方では椅子式生活の導入

があり，その2つの様式相互の混乱現象ともいえる。

　様式相互の混乱現象ともいえる。

⑨現代の収納様式は住宅規模の拡大の可能性が薄いだ

　けに，必然的に立体的な空間利用に解決策を見い出さ

　ざるを得ない。従って，A－IIH系列，B－II系列の収

　納形態が増加しつつある。更に，そのことを予想し，

　建築空間として固定化された，A－III系列、B－III系

　列の収納形態も増えている。また，C－II－2，C－III

　－4など，床下および地下に収納空間を設ける例も，

　新しい収納形態として作り出されてきている。

　以上，収納形態の変遷のみを整理してみたが、生活用

品の機能、および使われ方，その行為が行われる空間と

対応させて分析することが必要である。その点について

次にのべたい。

6－5　収納の形態と利用行為の変化

　上記のことは，収納の形態が次第に壁面に沿いながら

「立体的」に変化していったことを示している。このこ

とは，四章でもふれたごとく，“立ち動作”を多くし，立

ち生活を促していったと思われる。

　この生活様式の変化を次の二側面で考えてみたい。

第一に，収納物が増加し，これが壁面に沿い定着していっ

たことは，これらの収納物に対応して，次第に“各室の

機能”を固定化させていったことが考えられる。

第二に，第一と関連して，収納物に対応して，それらを

使用する，大型家具，立式椅子座家具が進行したと考え

られる。つまり，従来の畳和室ではみられなかった“室

にむきだしの固定家具（いわゆる洋風家具）”が各室に登

場してくる前提をつくったことと考えられる。

　っまり，立ち姿勢で収納物をとりだし，大型固定家具

上で行為をするという「家具に依拠した生活様式」が増

加したということである。

　上記，第一，第二は，逆に，これらの変化が，収納の

壁面立ちあがり化を促進したことも考えられるが，これ

らのことは総体として，次のことを促進すると考えられ

る。つまり，畳面を中心とする床に依拠した生活様式を

なくしてゆく，あるいは皆無にしてゆく室が成立すると

いうことである、、この場合，床面は，「通路，移動動作」

の保障空間としてのみ存在するといえる。そして，この

場合，床面は板床化される場合が多い，あるいは大型家

具は，板・ジュータン等の床板を要求し，これが「いわ

ゆる洋間化」といわれる現象を支えている。

　この傾向は，モダンリビング（居間）でみられるが，

むしろ，典型的に進行しているのは，台所，洗面所など

であるといえる。

　しかし，この問題を，次の資料により別の角度から考

えてみたい、次の資・は，江戸時代中期の下級武士・鈴
　　　　　　　　木牧之がかいた『夜職草』という“子孫のための教訓書”

に掲載されている当時の箱家具である。

△誇作書物箱一　△絵箪笥一　△石印箪笥一　△絵笠入二　△硯箱類三　△状匝一
△文魔類二　△短尺箱一　△絵貝猪口箆一　△雑苫入張蔽臭五　△引出附経机一
△角煙草盆一　△掛物篤六　△練香函一　△盆燈蔽入一　△金魚解筥一　△継箱類
四　△弄掩二　△煙艸筥二　△種々小物入　　　　　　十九　△消炭筥一
一　△壱舛升　△松魚節函一　△篠綿入箱二　△手本入篁一　△載人箸入大小二
△塗箸取合入酋三　△常用菩箱五　△弓張繕一　△灸筥一　△敏篤二　△土蔵簑筥
一　△取合品〃茶入箱一　△篠綿入箱ニ一　△扮な檎入一　△奈良茶腕常用入一　△
籔箆一　△鉋丁類人篤…　△州r川川甘二　△うみ苧入繕一　△撒定規筥一　△反
古菖一　△白反古篤一　△紙楡二　△膏薬檎一　△のみ入管　△釘箱類五　ハ角茶
入縞一　△棚麻頓入咋1i＋酬書一一　△墨唯當一　△巻昏箱一昏△取り合わせ杵状箱一
△1帳硯笥一　△水引笛一　△馴勿一箏入大小の縞三　△辻茸三　△管入煩大小五　△
終入箱大小二　當火鉢・一　△角の平火鉢一　△版の問’領戸物入筥一　△附木差三
△箸差入二　△豆腐串入一　△下駄箱－　△乞食米箱二　△蝋燭入筥一　△漿粉入
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箱一　△鰻節囲箱一△書物厘一△奇石筥一　△短冊扉風箱一　△御拝領扇子入
一　△重箱の園一　△漆遣道具入一　△櫛冒入一　△表具紙類入一　△自他邦書翰
箱一　△大瀬戸鉢品々入一　△丼鉢入一　△兜鉢入二　△茶瓶入一　△手魍筥一
△焼鍋入一　△大平入一　△茶流入重ね箱二　△香炉箱一　△拾入枕筥二　△四ツ
組長手重筥の國一　△端反　人前繕椀入一　△　人弁当一　△盃台入二　△吸物範
箱　　△木猪口筥一　△木皿　二　△皿箱一　△硯蓋箱一　△諾々盆筥一　△方丈
繕碗箱二　△硯箱一　△十評奉納厘一△寒晒粉入二

　実に多様な箱家具が存在していたことを示している。

これらの箱家具を押入や納戸・蔵などに収納しておき（特

に納戸が大きかった，前掲，四章　熊谷家平面参照），使

用する場合は，畳室に“ひろげて”使用したのであろう。

　つまり，畳面に依拠する生活様式の典型的形態が，こ

の箱家具により保障されていたわけであり，又，畳面の

多目的利用も，このことにより支えられていたといえる

のではなかろうか。

　現在でも，薬箱，裁縫箱，あるいは，茶道具箱などの

ものは，この種の利用としている。しかし，このことを

少し一般化して，“ひろげて”使用し，“かたずけて”収

納するという，諸動作に支えられて展開されている生活

行為は，無数に存在するのである。例えば，布団敷き，

アイロン行為，洗濯夕タミ行為，和服着用行為などがそ

れであろう。さらに，居間のジュータンの上に，灰皿を

置き，新聞を広げ，これをあとで“かたずける”等の動

作も含めると，われわれの現代の生活のなかに，実に多

くの“ひろげて”“かたずける”行為が多いことに気がつ

くのである。そして，現在は，この“ひろげて”“かたず

ける”行為は，床面上で展開されることに限定されず，

各種の台家具上でも行なわれている。例えば，卓袱台の

上は，食事がかたずけられた後，ここに各種の小物が置

かれ，又，かたずけられながら，夕后の生活が展開され

ているのである。

　この，“ひろげて”“かたずける”生活様式は，我国の

独特な生活様式といえよう。つまり，欧米の目的別・大

型家具に依拠する生活様式では，その家具で目的外の行

為はしないから，これを“かたずける”必要はないので

ある。例えば，欧米の大型アイロン台は，ほとんどその

目的以外に使用されず，この行為が中断されても，それ

をかたずける必要はない。又，この大型家具に，アイロ

ン行為に必要な諸機能はセットされており，他の収納空

間から“ひき出して”くることもない。

　前記，『夜職草』に示された各種の箱家具と，これを“ひ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ろげて”“かたずける”生活様式の特徴は，「室礼」とい

う我国独白の生活様式とも関連してくる。平安時代中期

に成立してきた、室礼様式は、当時，御簾，几帳・軟障・

壁代・屏風あるいは二階棚・厨子・鋭台・唐箪笥・手箱・

火柵・唐置，脇息・文台・硯箱・燈燭などの調度家具を，

室利用や，季節に応じてさまざまに室礼して生活空間を

構成していた。

　現代の“ひろげて”“かたずける”生活様式を室礼様式

として同一に論ずるおとは問題があろうが，本質的にこ

の系統の生活様式が影響してきていると考えられる。そ

して，これを支えてきたのが，我国独自の存在であると

いえよう。

　次表に示すものは，岐阜大学で調査した居間に相当す

る室の床面に置かれた“モノ”（表6－2）と，テービル

上に置かれた“モノ”（表6－3），ソファー・椅子上に

置かれた“モノ”（表6－4）の一欖表である。これは，

60戸を夏期に調査したものであるが，ここに示された“モ

ノ”に関係し，一つ一つ行為・動作が展開されているの

である。例えば，（表6－2）の床上に，“ナイロンの上

にスイカ”とある。これは，ここでスイカを切り食べて

いることが考えられる。

表6－2　居間に相当する床におかれた物（例）

服（半ズポン，スカート，着物，体操ズポン等），パジャマ，ね
まき，くつした，エプロン，おむつ，帽子，アイoンかけした
物，クリーニングしたもの，カバン，バッグ，手さげ類，旅行
カバン，ふろしき，メガネ，メガネケース，座蒲団，机，座イ
ス，タオルケット，昼寝用蒲団，蒲団，サマーベッド，ロッキ
ングチェアー，おのし，タバコ，酒，ナイoンの上にスイカ，
灰皿，お盆，皿，空カン，ポット，マッチ，電気釜，コップ，
ライター，タバコ入れ，ティッシュペーパー，化粧品，蚊取器，
殺虫剤，救急箱，一目薬，コンタクト用ライザー，スプレーのり、
ハンガー，タオル，ゴミ箱，掃除機，おもちゃ，おもちゃ箱，
人形，ぬいぐるみ，アイロン，アイロ．ン台，裁縫箱，はさみ，
反物，布，裁板，型紙，編み機，毛糸，作りかけの服，箱，マ
ガジンラック，脱衣カゴ（1つ），電話，電話帳，うちわ，扇
風機，ラジオ，ラジカセ，ギター，ラケット，ゲーム，レコー
ド，カラオケセット，尺八，新聞，本（雑誌，マンガ，スタイ
ルプック），広告，筆記用具，そろぱん，ペナント，置人形，
生花，置き物，もらいもの，紙袋，スタンド，小テーブル，折
りたたみ机

表6－3　居間のテーブル・卓祇台におかれた物（例）

前日着た服，パジャマ，麦わら帽子，ふろしき，カガン，バッ
グ，手さげ袋，コンタクトレンズ，メガネ，腕時計，テープル
センター，レース，佃煮，コショウ，のり缶，梅干，塩，ウィ
スキー，缶詰，茶筒，クッキーの箱，寿司おり，ポテトチップ，
ぷどう，おかし，ソース，しょう池，おかず，パン，くだもの，
ビール，タバコ，調味料，梅酒，スイカ，牛乳ビン，サラダ油，
ジュース，らっきょう，ポット，電気釜，湯沸しポット，釜，
おひつ，箸立て，どびん，急須，蝿よけ綱，鉢板，菓子器、小
戸棚，ジャー，やかん，水切りカゴ，アイスポックス，せん抜
き，鉢しき，マッチ，ライター，灰皿，鍋，皿，フォーク，湯
のみ，哺乳ビン，コップ，ストロー，箸，化粧箱，化粧ポーチ，
カーラ‘入れ，薬箱，蚊取線香，洗擢カゴ，バケツ，ハンカチ，
お手拭き，・フキン，ゴミ箱，ミシン，アイロン，裁縫箱，はさ
み，針山，定期捺，サイフ，家計簿，回覧板，郵便物，パジャ
マ入れ，電話，うちわ、扇風機，電気スタンド，茶適具，レコ
ード，ラジオ，ラジカセ，ズバコン，テープレコーダー，カセ
ット，楽譜，ペン立て，日言己，そろぱん，ノート，電卓，鉛筆，
鉛筆削り，ポンド，グラフ用紙，広告，新聞，辞書，ドッグフ
ード，大工道具箱，置人形，生花，ビニール袋

表6－4　居間のソファー，イスの上に置かれた物（例）

スカート，エプロン，Gパン、ネクタイ，ベルト，Yシャツ，
ズポン，日常着，今日脱いだ服，明日着る服，たたんだ洗濯物、
仕事着，Tシャッ，下着，カバン，バッグ，ふろしき，買物カ
ゴ，ゾウリ，クッション，座蒲団，満団，枕，マット，蝿取り，
ハンガー，バスタオル，タオル，手拭い，ダスキン，雑布，布，
時計，扇風機，蛍光燈，ヵメラ，カセット，本，広告，新聞，
問題集，アルバム，ぬいぐるみ
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　さて，ここで，前述の家具依存型行為様式と，次にの

べた“床面依存型行為様式”，この両者の関係はどのよう

になってきているのか，そこに相互に矛盾・対立関係が

存在するのか，又，将来はどのようになってゆくのかを

考えておきたい。

　将釆，すべてが家具依存型行為様式，いわゆる椅子座

式起居様式に統一されてゆくのか，それは現状では断じ

ることはできない。むしろ，明治以降は，この両者がと

もに増加してきたのではないかと考えられる。そして，

前者は，立ち行為を中心に，家具が壁面に沿いたちあが

り，設備化・コンパクト化されてきた。これは主に，家

事行為等、目的が明確で，合理化を要求される側面では

なかったかと考えられる。逆に，床面に依拠し，座り行

為を中心とする行為は，“ひろげて”“かたずける”こと

を前提とした内容のものである。これは，臨時的あるい

は娯楽・休養的行為が増加しているのではないかと考え

られる。

　家庭生活の内部には，基本的に休養・娯楽をする側面

と，生活を支える必要な労働，家事労働を中心とする側

面がある。これが相互に関係しあって生活が成立してい

るとみることができるが，この両側面は，時間的にも空

問的にも，又，人間の心理の内面でも相互に対立して存

在する。

　ソファーは，大型固定家具である。ところが，これは

座る姿勢とかなり固定的に要求する家具である。又，こ

こでは多目的な，床面依存型行為が展開されがたい。従っ

　　　　　　　　大型固定家具　　　壁面，設備化要求
　　↑

（イス座）二篶羽

3（ユゴ）＝鷹羽

　　　小型可勤生活用具→生活床面拡大要求

家具依存型行為と床面依存型行為

て，かってモダンリビング中心家具とされていたソ

ファーは、現在，炬燵が置かれ、その背もたれが，（表6

－4）のように，衣服の置場になっている場合が多い。

又，一章で示したように，居間の拡大化，続き和室との

ワンルーム化，及び「統き間」和室の増加は居間での後

者，床面依存型行為の増加ともいえよう。

　又，さらに，従来の床面は，畳が中心であったが，前

章でのべたごとく，ジュータン，力ーペット，及び，マッ

トの増加，あるいは，これらの部分救の増加は，さまざ

まの床材の上で，後者の床綿依存型行為を規定し，さら

に，床面そのものを，複雑に機能分化させてゆきつつあ

る過程であると判断できるのではないかと考えられる。

　しかし，現在は，上記のように二系統に整然と分化し

ていっているわけではなく，狭小住宅に，家具・用具が

多量に混在し，それらが互に矛盾をもって存在している

状況であるといえよう。次に，その増加と，内部の矛盾

関係を考えてみたい。

6－5　収納物の増加と利用行為の矛盾

　上記に述べてきたごとく，狭小住宅に“モノ”が一方

的に増加してきたのが、今日の住生活の最大の特徴とい

えよう。

　しかし，狭小住宅に“モノ”が濫乱している現代の住

生活は，そこに，生活上の諸問題や諸矛盾を提起してい

ると同時に，小住宅に住む庶民の生活の智恵，工夫の努

力が存在し，又，そこには「次の住空間を指向する」一

定の新しい秩序も芽萌えてきていることも無視できな

い。今回の調査で，前記の収納物を，各室ごとに詳細に

みていった結果，（紙面のつごうで，その分析内容は省略

するが）そこに，“モノ”の増加と，その諸問題，及び，

これを使用する場合の問題が抽出された。この項では，

この調査の注目すべき，いくつかの要点を指摘しておき

たい。

　まず第一に，収納物をある観点から分類すると，次の

三分類となる。

P型　　　　　　　　　　　　Q型’
晴れ的なもの　　　　　　　　褒的なもの
客用のもの　　　　　　　　　　　日常的のもの
行事弔のもの　　←r＿→　　　（季節外も含む）
冠婚葬祭用のもの　　　：　　　　私的なもの
外出用のもの　　　　．　　　　家族用のもの
正装用のもの　　　　　1

　　　　　　　　　　）　　　　　　　R型、
　　　　　　PにもQにもはいらないもの
　　　　　　　未使用のもの
　　　　　　　大切なもの
　　　　　　　高価なも・）

収納物の内部対立

　上図で，注目されられるのは，R型の収能物である。

子供が成長しても幼時期のものをとっておいたり，使用

価値がなくなっても処分するのは“もったいない”とし

て，収能・保管する“モノ”である。このことは，日本

人の生活様式の特微として今后考えてゆくべきであろ

つ。
　又，P型，Q型，R型は，けして整然と分類されて収

能されているわけではない。むしろ，これらが同一収納

空間のなかで，あるいは，同一室（ある機能を要求され

ている室）で，混然一体と収納されているのが実態であ

ることが判った。ここに，収納物と，これを“とりだし

て”利用する行為との矛盾が存在するのである。
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　そして，この対立は，P型，Q型，R型の三種だけで

はなく，

個人　用　　　，家族共用

使用時期が周
期的・日常的
に定まるもの

使用時期が定

まらないもの

　などの対立も考えられよう。

　第二に，収納場所の性格に関連する問題であるが，例

えば，納戸や押入といった収納専用空間に収納される場

合は，比較的，収納物のグルーピングが（例えば，P型，

Q型，R型の区分が）整然としている。しかし，家具に

よる収納の場合は，例えばタンスなど，本来，衣服の収

納空間に，これ以外の多様な収納が混在してくる場合が

多い。又，同じ押入れでも，下段，及び天袋などは，上

段の布団単一収納に比べ，混在の程度が高くなる。

　ある用途の室に，押入れなど専用空間と，又収納家具

が完備していない場合は，同室の収納が混在するか，他

室の収納に影響する。

　第三に，前記，（略）で収納物を分類したように，収納

物の機能的分類にあわせて，室機能を考えた場合はどう

か，（前述したごとく，明治以降の室機能の分化と多様化

はこの傾向に沿うものであるが），当然，矛盾も発生して
　　　　　　くる。（略・…・・本論文を参照ねがいたい）

　例えば，多くの調査例に，居間に整理ダンス（下着入

れ）が存在した。これは、居間で風呂あがりに着がえを

し，又，居間洗濯物をタタムことが多いことから必然

的結果であるといえる。このことは，現代の生活様式の

特徴が，居間という機能室に，新たな要求を示している

こととも考えられる。

　又，逆に，主寝室に客用布団があったり，応接間に日

常，家族用具，あるいは私用品が置かれている場合があ

る。これは，収納空間の貧困性を物語るものであろう。

この典型的な例は，実に，通路空間に，置かれているも

のが多いということである。さらに，現代の掃除機のよ

うに，新製品が，又，各室に用途をもつものが定まった

収納空間を得ていないものもある。

　いずれにしろ，狭小住宅で，“モノ”にあふれている今

日，又，その“モノ”に応じて，多面的な行為。動作が

増加しつつある今日，その住空間は，これまでの住空間

の構成，（例えば，玄関，応接間，居間，DK，風呂，便

所，個室，納戸，通路など）では生活しきれなくなるの

ではないかとも考えられる。

　上記の章までに，住空間と生活用具，従って，そこで

の生活様式の変遷をみつめてきたが，そこには，「併用」

と「専用」をはじめ，「ハレ」－「ケ」「公」－「私」ある

いは「労働」と「休養」といったさまざまな対立が内在

し，その止揚の歴史でもあった。現代の住宅内でのモノ

と空間は，これらの矛盾をさらに深く内包して存在して

いるように思えるのである。

七章　総　括

　前章までに，明治以降，庶民生活の生活様式の変遷を

のべてきた。そして，そこには，実に多様な生活の「変

化」があったことを指摘してきた。しかし，ここに指摘

できた生活の「変化」は，実際に，この間，庶民生活の

なかに発生した「変化」の一部であろう。しかも，これ

らの「変化」をわれわれは，生活様式の変化という側面

から説明しようとしてきた。これらの「変化」を説明す

るには，この他に，いくつかの側面から説明することが

できよう。
　今后は，より詳細に，より具体的に，又，さらに全面

的に，生活の「変化」を追究する必要があろうが，今回

の研究のなかで明治以降の庶民生活の「変化」を生活様

式の側面から説明できる，いくつかの共通した傾向を指

摘できると思う。これを，生活様式の「変化」の法則的

仮説として，ここに示しておきたい。

7－1　生活「変化」の諸側面

　第一に，家具をはじめ，諸生活用具の増加であろう。

明治初期に予測される，庶民の「もちもの」に比較し，

現代の庶民は，実に多様な生活用具を住空間内に所有し

てきている。
　従って，これら“モノ”をめぐる動作は，当然多種多

様になり，生活様式の変化という側面からも，明治以降

の最大の特徴として指摘されるべきであろう。

　この“モノ”の増加を，次の三つの現象として整理し

ておきたい。それは，①壁面にたちあがり設備化・建築

化された“モノ”の増加，②大型固定家具の増加，③床

面上，台家具上，及び収納空間に増加している，さまざ

まな小型生活用具の増加，である。

　①を「壁面たちあがり家具」，②を「大型家具」，③を

「小型可動生活家具」とすると，①は，明治以降の庶民

住宅の壁面の増加と関係する，②は，同じく，床面の板

床化，「洋風化」と関係する。①，②が，住空間の構造的

変化と深く関連しているのに対し，③は，従来の床面生

活，畳面を中心とする床面の拡大を要求しつづけてきて

いる。
　又，①，②は，必然的に，立ち式動作を増加させ，③

は，床面座式動作を増加させてきている。さらに，①，

②は，住空間・各室の機能的分化・機能的固定化を促し

てきているが，逆に、③は，住空間・各室の併用性を増

大させてきている。

　又，①「壁面たちあがり家具」は，家具の建築化，設
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備化ということと同時に，小家具の収納空間の増大を

担っており，③と深く関係している。そして，この①の

「壁面たちあがり固定家具化」つまり建築化は，我国の

これまでの住空間の歴史的変化をみると，まことに日本

的特徴であるといえる。つまり，平安時代の屏風・几帳・

御簾の引違いの間仕切戸化，唐風の唐櫃や二階棚・二階

厨子などの移動家具の違い棚化，鎌倉時代，三貝足の床

の問化，台貝の附書院化，江戸時代初期の布団箪笥の押

入れ化や，庶民のなかに現われた階段下の箱階段化など，

それまでの移動家具が壁面に固定し，これが建設化され

ることは，これまでの我国の住空間変化の一つの特徴で

ある。

　又，別の側面からみると，①は，台所を中心に家事行

為と深く関連している。そして、生活を合理的に発展さ

せようとする側面と深く関連したところの変化といえ

る。②，③は，そうはいいきれない。むしろ，生活を豊

かに楽しく，変化あるものにしてゆく側面，休養「憩い」，

リラクゼーション，リクリエーションの側面での進行が

強いといえないであろうか。

　さらに，①，②，③の相互の関係であるが，②の大型

家具は，当初「洋風家具」として導入させてきたが，次

第に①の壁面すえつき家具化する傾向と，逆に，小型化，

短足化し，床面での“和風洋家具化”する傾向がみられ

るのである。

　第二に，第一でのべた“モノ”の増加は、住空間およ

び諸家具のもつ機能の「分化」の歴史であるといえよう。

つまり，生活の「変化」とは，その「変化」を現象する

前提をもっているものである。明治以降の生活の「変化」

でのべられた多くの内容は，原初的・マルティパーパス

な諸家具，諸空間の機能「分化」，個々に分離された機能

を固有にもつ専用化の歴史であったといえよう。

　明治初頭，庶民の生活は，まったく質素であったこと

が予測される。汁器，家具をはじめ，住空間も挟く，単

純なものであった。従って，全んどの生活に必要な“モ

ノ”が多面的な併用機能をそなえ，便利で生活に必要な

最小限の“モノ”でなくてはならなかった。しかし，一

方，当時の生活は，この簡素な“モノ”に村応する“簡

素な生活形態”であったともいえよう。しかし，人間が，

そこに生活を営む以上，基本的な生活の構造，その骨格

は現在と同様であり，一応の形態はととのっていたとみ

るべきであろう。

　例えば，現在のように多様な加熱器はないか，七厘で

ほとんどの加熱が代用されていたであろう。又，「髪を洗

う」という行為は存在したろうが，現在のように「シャ

ンプーで洗い，ドライヤーで乾かす」動作は存在しなかっ

たのである。

　問題のは，その原初的でマルティパーパスな機能を

有する“モノ”がどとような傾向のもとに「分化」して

いったのかである。

　例えば，多目的な囲炉裏の機能は「より明るい専用照

明」，「より暖かい専用暖房」，「より効率のよい専用コン

ロ」等に機能分化した。このように，多機能に専用分化

した結果，元の併用機能の“モノ”が消滅する場合と，

一部の機能が専用分化し，元の併用機能は，その機能を

縮少（相対的に専用化）し，変化しながら存続する場合

とがある。

　しかし，いずれにしろ，これらの専用分化は，それま

での多機能併用充足の状態では，相互の機能が牽制しあ

い，それぞれの機能目的達成のために，相互に矛盾しあっ

ていた問題が存在していたからである。

　第三に，明治以降の生活「変化」にみられる特徴は，

前述，諸機能の「分化」とは逆に，諸機能の「統合」が

各種現象していることである。例えば，現在の掃除機は

箒＋はたき＋ちりとり＋雑布＋桶・バケツの「統合」さ

れたものと考えることができる。又，入浴という行為も，

移動風呂の時代は，湯わかし，湯はこびに必要な空間と

家具が分散して存在していた。現在のように“洗い場”

が定着した空問としての「統合」が完成すると，ここで

洗髪などの行為も「統合」されてくる。明治初頭の住空

間は，簡素で多目的な空間であったことは述べてきたが，

ある意味で個室の確立は，最大の「総合」の事例である

といえるであろう。

　これらの統合は，便利に使える専用利用を欲求しての

「統合」である。第二で述べた「分化」も同様な側面を

持っているが，注目させられることは，「分化」は一方で，

他との「統合」を促することが各所にみられたことであ

る。

7－2　生活様式「変化」の法則的仮説

　上記でのべた，生活「変化」の共通した諸現象を反映

しながら，明治移行の生活様式は「変化」してきたとい

えよう。

　生活が「発展」するということは，簡単にはいえない。

「発展」の概念を規定し，その論理を追求する必要があ

るからである。「変化」＝「発展」とはいえない。しかし，

「発展」には「変化」を前提条件として持つことはいえ

よう。

　上記の「変化」は，人間が生活を快適にしてゆきたい

欲求に基本的に根ざしている現象であるといえよう。そ

こにあらわれた生活様式の変化の傾向は，今后、同様に

生活の内部に発生し，将来の生活を形成してゆく側面で

あると考えることができよう。

　明治以降の生活様式は，前述の“モノ”の変化を反映

して，多く「立ち式生活」になってきた。それも，大型

家具に依拠する「立ち式生活」が増加したといえるが，

むしろ，それ以前から，壁に立ちあがり，設備化，建築
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化されてきた，我国の伝統的住空間の変化によるところ

が大きい。特に，明治以降，台所を中心とする家事空間，

目的が明確で，日常使用され合理化が要求される空間で

この変化が著るしいといえる。そ、して，これらを可能に

させた背景は，電気，ガス，水道の技術的開発があった

からである。そして，ここでは，物の増加に併い，前記

の「分化」と「統合」をはげしくくりかえし，動作様式

も多様に変化させてきたといえる。ただし，従未の加工

行為を含む設備，家具，空間は大巾に縮少され，これら

は多く「社会化」され，家事作業を中心とする空間は，

全体的にコンパクトに集中してきた。

　従来，精密なことが要求される作業は。江戸時代まで

ほとんど座り姿勢で行なわれてきたが，明治以降，加工

作業が減少し，他の家事作業が多く，壁面設備家具に依

拠し立ち姿勢で行なわれるようになったことは重大な変

化といえよう。今後も，この種の行為は，上記のような

“モノ”の変化に伴って壁面に沿い，ますます立ち生活

を中心に展開してゆく可能性が残されている。

　他方で，六章で詳述したごとく，日本的な床面依拠生

活がますます多様に増加している。これは，小型可動家

具や諸生活用具を「ひろげて」「かたずける」動作を基本

とした諸行為である。床面だけでなく，各種の台家具及

ぴ，欧米では使用目的が固定している大型家具上にも無

数の小物が散在し，ここで各種の起居動作が展開されて

いる。これは，室礼様式という床面に可動家具を配し，

時々の用途に応じて空間を構成してきた伝統的様式に起

因するものであると指摘してきたが，さらに（室礼とい

うよりも）床面に依拠し，ここに「ひろげて」「かたずけ

る」我国の生活様式の最も基本的な特徴が，ますます多

様に拡大されているとみるべきであろう。

　この意味で，欧米のように床面を土足床とする「洋風

化」の変化は，この間（部分的に上層階級で発生したに

すぎず），全く起らなかった。逆に，従来，存在した土間

を縮少し，上床面横を相対的に拡大してきた。そして，
　　　　現在は，上床面を畳，板をはじめ各種の仕上材。各種の

敷物で変化をもたせ，これを複雑に機能分化させつつ使

用しているのである。

　特に，今日の居間空間は，最もこの傾向が強く，この

為に居間謙面の拡大，併設和室とのワンルーム化，及び，

統き間和室の再評価などが現象として説明できる。そし

て，居間は，この意味で，前述した如く，多目的併用空

間としての性格をますます強めつつあり，同時に，内部

矛盾を激化させつつある性格の空間であろうと判断でき

るのである。
　そして、この「ひろげる」「かたずける」動作を基本と

する諸行為は，小型可動家具，諸生活用具の用を前提

としているのであるが，これらは，随時的，臨時的ある

いは短時間的な行為が中心といえよう。つまり，休養，

娯楽といった団らん時間を中心とした，生活のリクエイ

ティブな側面が中心である。

　勿論，家事的な行為であって，諸設備，家具化されて

いない行為も，この「ひろげて」「かたずける」方式で，

まだ展開されていることが多いが（例えば、洗濯物をた

たむ），一方で，団らん時間に吸収され，居間的空間で行

なう方が一搬的であることもある。つまり，我国の生活

様式は，欧米のように，すべてが機能分化し，大型家具

に依拠してゆくのではなく，（又，外国よりも多種の行為

を住空間内で展開することもあって），機能的に「統合」

されて成立する場合もあることが特徴であろう。

　今后も，新しい行為が，住空間内に発生し，これは臨

時的に「ひろげて」「かたずける」方式で，処理されるこ

とが多いであろうが，この中で，定常的に，明確な用途

を持って定着してくる場合には，（他の機能との矛盾を激

化させて）一定の固定家具，あるいは一定の住空間の占

有，分離を要求してくることが考えられるのである。

　これらの「分化」と「統合」を，家事的行為と休養娯

楽的行為の対立として説明してきたが，台所と居間に代

表される問題以外に，住空間，生活家具の諸例面に発生

している。それらの現象の多くを，われわれは，「ハレ」

と「ケ」の対立，つまり，日常家族の生活と，非日常的

儀礼的，客との生活との対立が、各所に存在し，これを

めぐっての「分化」と「統合」が現象してきたことを数

多く指摘してきた。又，「公」と「私」，つまり家族とい

う集団生活と個入の生活，これらの対立矛盾，及び，相

互の充実，保障に併う，各種の「分化」と「統合」の事

実も指摘してきた。
　われわれの仮説としては，生活の構造の内部には，上

記のような対立する諸側面が存在し，これらの矛盾が激

化した場合に，生活行為の現象としてあらわれると考え

ている。そして，明治以降の生活様式の変化は，その一

面を抽象化すると「立ち式行為」の増加であるといえる

が，これが則，「洋風化」ではないこと。「立ち式行為」

は，従来我国に少なかった家具依拠生活を増大させたが

これは合理性を重んじる家事的行為に多かったこと，他

方で，床面に依拠する諸行為をますます増加させつつあ

ることも現実であり，これが，娯楽，休養生活の側面に

強いこと。これらの両極分解を骨格にして，「ハレ」と「ケ」

の分離、「公」と「私」の分雛，そして，それぞれの分化，

統合に併う，多様な起居動作と，これを保障する空間・

家具を増加させてきたといえる。

　　そして，現在も，（高度経済成長以峰，生活様式の激変，

あるいは混乱の過程については，分析が不充分である

が），上記の諸対立を内包させ，あるいは。ますます激化

　させて存在している状能であるといえる。

　　上記の仮説に併って，現在の生活がどのように変化す

るかは，いくつかの点で予測されることがある。今后は，
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この生活様式の研究をさらに追究し，上記の仮説の実証，

及ぴ，生活様式の変化，発展理論を究明してゆく必要が

あろう。このためには，前述の高度成長経済期以降の分

析も必要であるが，むしろ，古代からの我国の生活様式

の形成の歴史，及び，外国の生活様式の実態調査，比較

研究などが必要であろう。
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